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1

大阪大学附属図書館蔵小野文庫目録

青田寿美(責任編集)・内田宗一・大内瑞急・

太田路枝・神林尚子・佐山美佐・丹羽みさと

歌謡研究者としてまた名代の蔵書家として知られる忍頂寺務(1886ー1951)遺愛の蔵書は、縁

あって大阪大学が一括購入し「忍頂寺文庫」の名で同附属図書館の所蔵に帰した。 1954(昭和 29)

年 3月のことである。それより半世紀を経た 2000(平成 12)年 6月、務の令嬢小野麗子氏の手元

に残されていた務旧蔵書や筆写資料・来翰類が大阪大学に新収される運びとなった・小野文

庫」と名付けられた資料群 492点は、忍頂寺文庫 1，871点を補完するものとして斯界に葉求され

るコレクションであること、言を侠たない。

本稿は、小野文庫収蔵の全資料492タイトノレにつき書誌目録を作成し、巻末に、務宛書簡差出

人別リストを付したものである。詳細は各々の直前に掲出した個別の凡例に譲るが、以下簡単に

本稿作成の経緯について触れておきたい。

国文学研究資料館では、創設問もない 1978(昭和 53)年に忍頂寺文庫の文献資料調査に着手(翌

79年終了・ 701点)、 1981(昭和 56)年にはマイクロフィルム撮影による収集を行い、以後、忍頂

寺文庫収蔵の主要古典籍をほぼ凋羅する撮影書目 711点(全 71リール・ 40，465コマ)を広く閲

覧利用に供してきた。如上の資料的蓄積を踏まえ、 2006(平成 18)年 3月、大阪大学大学院文学

研究科と国文学研究資料館は研究連携に関する協定書ならびに覚書を締結し、以て、忍頂寺・小

野の 2文庫を活用した共同研究を進めることとなった。『忍頂寺文庫・小野文庫の研究』 η は、

その成呆報告書として刊行されたものである。一方で、書誌データの整備と目録刊行については、

2005年の研究会発足当初から研究目的に植われてきたものの未だ実現を見ていない。忍頂寺文

庫のそれがかねてより阪大サイドで進捗していることを鑑み、国文研サイドでの小野文庫書誌調

査を申し出た次第である。本目録が、共同研究のさらなる推進はもちろんのこと、問題領域の拡

充・深化に益するところあれば幸いである。大方の御教示を仰ぎたい。

小野文庫資料閲覧にあたって、大阪大学大学院文学研究科教授飯倉洋一氏、同文学系資料室滝

田知子氏に大変御世話になったロまた、国文学研究資料館学術情報課専門職員増井ゅう子氏、同

図書情報係阿蘇竜太氏に目録作成上様々な御助言をいただいた。各位に厚く御礼申し上げる。

なお、本目録は、 2007年度総合研究大学院大学文化科学研究科日本文学研究専攻教育研究プ

ロジェクトにおける成果を含んでいる。

"1 この聞の経締は、福田安典「上方文人、忍頂寺務J (W文学~ 1(5)、2000年9月、岩波書唐)に詳しい。

・2 2叩5 年度大阪大学大学院文学研究科共同研究報告書『忍頂寺文庫・小野文庫の研究~ (飯倉洋一編、 2田 6

年 3月)、および、 2田 6年度大阪大学大学院文学研究科共同研究(国文学研究資料館研究連携事業)研究

成果報告書『忍頂寺文庫・小野文庫の研究 2~ (r忍頂寺文庫・小野文庫の研究」共同研究グループ・国文

学研究資料館編、 2007年3月)。また、「文学部創立五十周年記念忍頂寺文庫特輯J(W語文~ 70、1998年5

月、大阪大学国語国文学会)も併せ御参照いただきたい。
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凡 例

1.分類・配列順

小野文庫収蔵資料は、受入時に仮分類を行った上で、各分類内で資料名の五十音順に配列され、

通し番号 1-492が付与されている。本目録では、今後の閲覧利用の便を鑑み、元の分類ごと番

号順に配，'11Jすることとした。ただし、この度の書誌調査において角書等を資料名に採用するなど

した結果、読み順が必ずしも順行するものではなくなったが、目録末尾に五十音順索引を付すこ

とでこれに代えた。次に、分類一覧と資料点数、本目録の掲載頁を示す。

1 和本

2 複製本

3 活字本

4 雑誌・機関誌

s 忍頂寺務自筆資料・他

5. 1 手写本

5目 2 原稿・草稿・ノート類

5目 3 その他

6 書簡

7 雑

7. 1 展観目録

7. 2 蔵書目録

7. 3 古書目録

7. 4 図書目録・月報

7. 5 歌謡・舞踊関係資料

7. 6 忍頂寺務関係資料

7. 7 その他

155点

5点

128点

60点

73点

(38点)

(28点)

( 7点)

l点[1，366点一括]

70点

(17点)

( 6点)

(16点)

( 5点)

( 5点)

( 6点)

(15点)

9頁

22頁

23頁

33頁

38頁

49頁

49頁

上記のうち、 r1 和本Jr2 複製本」の計 160点を大内瑞恵・枠林尚子・丹羽みさとの各氏が、

r3 活字本Jr4 雑誌・機関誌Jr5 忍頂寺務自筆資料・他Jr7 雑」の計 331点を太田路枝

・佐山美佳の両氏と青田寿美が、それぞれ分担の上書誌データを作成した。前者の総点検は神林

氏の尽力になるものであり、後者の点検・校Eは太田氏・内田宗一氏の助力を得て青田が行った。

なお、「自 書簡」については、「小野文庫422(忍頂寺務宛書簡〕差出人別リスト」を後掲した。

本リストは、数年に亘り同書簡の読解作業を進めている内田宗一氏の労作の一端である。詳細は、

内田氏によるリスト解説と凡例を参照されたい。これら全体のとりまとめには青田があたった。

2.記載項目

各資料の書誌は、以下(j)-⑪の順序で掲出した。 11は改行を、 はスペースをあらわす。⑩

備考は、原則一段落で簡潔に記述することを旨としたが、合綴・合写された資料の一部につき、

変則的に改行を入れ内容細目を記したものもある。



//

//

//

//

//

492 918.5/ONO/1 918.5/ONO/492

1 492

1

1 1 1 5 1 1 5

3
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⑦総紙数

*数千枚に及ぶ用例カード等、大部のものについては、概数のみを⑪備考に示した。

*雑誌については、頁数をカウントしない。

⑧寸法

*縦×横m で示す。

⑨編著者等

*他資料を参照して補うことはせず、原則として当該資料の記載による。なお、存疑事項には

[ Jを付した。

⑩序践

*和古書に関しては、原則序政情報を簡潔に示し、必要に応じて⑩備考に内容を摘記する。近

代の出版物については、適宜これを省略する。

⑪刊書写地

*和古書に関しては、原則として当該資料の記載により、必要に応じて[J内に注記した。

近代の出版物については、市町村名を示したのち、適宜、都道府県名を[J内に添えた。

ただし、東京は全て「東京」とした。

*類推できる場合は口内に記す(@⑪も同じ)。

⑫刊書写者

*板元名が複数記される場合は、原則として最後の書賭(近代の出版物に関しては、筆頭の書

障)を採り、続けて「ほか3障」などと残りの書障数を示した。

⑬刊書写年

*当該本が重版の場合は、「昭和十年五月(玉J版)Jなどと記し、初版の情報は⑪備考にて紹介

した。

*雑誌については、所蔵分のうち出版の一番早い号につき「昭和九年十一月(第二巻六号)J

の如く()内に巻号数を添えて記し、併せて⑩に刊行頻度を示した。

⑩備考

*特記事項があれば記す。

3.表記について

*原則として通行の字体を用いる。

*原則ノレピは省略したが、必要に応じて[J内に補った。

*難読字・欠損宇には口を充てる。

*耳S第 1・第 2水準にない漢字は=を入れ、続けて、可能な範囲で()内に偏穿等を注

記した。

4.図版

*本目録巻頭に小野文庫収蔵資料より 4点、の図版を掲げた(詳細は、各々の書誌項目参照)。

貴重資料の閲覧・撮影・掲載に御高配を賜った大阪大学附属図書館に深謝申し上げる。

(青回寿美)
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【図版1】 小野文庫14(合巻表紙〕
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議

【図版2】 小野文庫31r一日千里」
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【図版3】 小野文庫187r酒客必携/割烹庖通誌」
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【図版4】 小野文庫387r近代歌謡考説」
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1 和本

(1) 御膳手打苦言曽我ごぜんで涜揖なそが

刊中1冊 33丁 18.2X 12.9cm 

振鷺亭主人関門人関東米著関東米序[年時

不明J [出船都明J [1出板者;不明] 加版年

不明]

書名は内題による貝返し題「御膳手打/白翁曽

劃 尾題「市が栄ゆる除配 見返しの著者表

記、「閲」に「スジj、「著Iには「フデトリ」のル

ピあり 見返しに「富岡妓家光景佳人才子伝記

とあり 巻剥こ出版広告あり

@通審ー盃詑言つ劫略句1;11.暗11，ん
写中1冊 44丁 18.3X 12.5cm 

[王岳山人 U¥，島五岳)割 五岳亭序[年時

不明J [書写者不明]

務の書入あり

(3) 当世すゐの手習白出，、すもWて3品、

檀富島名.粋の手ならひ)

刊半合1冊 但港j 49丁 22.6X 15.7c血

序に「安本丹jr:天竺浪んの印あり帽岡市惇

時不明J [出腕都明J [出版者不明

外題「当世すゐの手習」 斤彊「当世粋の手な

らい序j 内題枠の手ならい第一(-司I

(4) 南関句協以兵舎に耐ま

写中l冊(下巻桶 40.5丁 16.7X 12.1c皿

[書写地不明J [書写者不明J [書亨年不明]

原本院鯖子著個書総目録』による) 務の

書入あり、「青楼玉の緒言」の帯僚と詑す

(5)板底抄出~'W:ラ
鍾謹書名:百人一首手日制旬開，)

刊中l冊 44.5丁 18.6X 12.9岨

山東京主選北尾政演句指)画(口i樹 天

明七年E月山東隠士京伝老人序天明七年E月山

東源京伝蹴・京伝r~子月池[っき切精鵜骨[け
いこう]践江戸薦屋重三郎

序題「百人一首和制白妙」 巻末に出版広告

あり

(6)昔の夢也事 抑愉

刊中3冊目丁 17.5X 12.2岨

樺河山人著弘化五年正月樺山人序伏見亀屋

半兵衛ほか2庫弘化五年正月

各巻の丁数、上巻 18丁・中巻 15丁・下巻20

丁

∞ 商担割弱墨答/遊君伝 せきふでU刈止うゅ
う仏でん

鍾盟書名.遊君冊

刊半3冊 44丁 22.2X 15.2cm 

L序あり 年時斥者不明J [出版地不明J [出

版者不明J [出版年不明]

戸姐強摺伝上(中・下7之巻'J 司唱敬A.J

の談話との形をとる 上拳 15丁半・中巻 17丁半

・下巻11丁虫損あり

(8) 伊勢名物通神風 いせめ~'~'っかよう晶、みか
ぜ

刊中1冊 5丁 17.0X 12.5cm 

式淳三馬著歌川国植画文化十五年三月式亭

三馬序勢暢古布[伊勢] 牛車犠備前屋小三郎

文化十五年三月

摺付表紙見返し題角書「牛車犠の総踊桜廼聞

の才醜」 見返し「売ものには仕らず働との朱

印を摺る奥田録あり 虫損あり(柑彦湖

(9) 艦畠臨えんどラつ此

刊半6冊 173.5T 22.8 X 16.0cm 

増穂残口;著正徳五年正月酉U腸散人序・正徳

五年四月似説清序 [肱あり 年時抜者不明]

大坂 rl尉 1右御可享保四年七月

各巻のT敬、神祇之恋37丁・釈教之恋36丁・

恋之上23丁・恋之下22丁半・無常之恋29丁・

雑之恋26丁虫損あり

(1ω 小野--字尽 おのが尉苛むらうそじづ<L

鍾鯉書名:道端有用小野[愚劇宇軍国

刊中l冊 38丁目2X 12.8c血

式亨三罵著£亨三馬序[年時不明] 江戸

上総昆也唱由来化三年正月

外癌詳細「新版不正誤字/平生不用妄書/人間

無重量己/IJ窃=(竹冠+愚)= (言偏+足首字

尽/版元土忠/江戸脳惜/高亨三時面白 目録

題角書「道外節用」 虫損あり

(11) 万国渡海年代記 I弘よくと机唱ん也、き

刊小l冊 28丁目.2X 7.8c血

[書鰭掛史著剖 華律外史序[寺時不明J [出

肱解明] 王守堂 革協ス断旧

嘉永士洋五1月までの記事が詰能されているため、
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安政b(阪別府と尉オもる色摺り口絵あり

(12)雑豆鼻糞軍議員加めは以そぐんだん

刊 半 合2冊但港，) 41.5 T 23.5 X 16.7cm 

笑血賭笑血肝[年時不明] 京 4曜誤語論

門明和六年E月

巻一巻二を合冊、巻三~五を合冊一冊目 17

丁半・三冊目 24丁三冊目の後ろ表紙見返しに

巻之玉の題簸を貼付

(13) 物あらそひ制渇告そし、

償援醤銘:物あらかひ)

刊半2冊 43T 21.9 X 15目1c血

扇工友禅画 [序あり 年時序者不明] 京

尾崎回議制元禄五年三月

『国書総目録』では元禄五年版は三冊とする

中巻がか:か上巻22丁・下巻21丁 jj'題「四十

二旺〉物あらそひ， (序中の表現による)

(14) [-合巻表舶 ごうかんひょヨし

刊 中 合1冊 27枚 17.6X 12.0cm 

江戸

合巻出由縁部悌』欄ト:h編格上下巻、ロ樹

菩玉章』欄~四編各上下巻の表紙と、『其由欄

悌』の袋裏面を綴じ合わせたもの覆し法瓶あり

原本は『其由縁部悌』が弘化四年~嘉永六年刊

(制噸堂・錦昇堂紛、 r.t闘菩宝章』が万延元年

~文久元年刊続日高堂相自 「忍項寺レイコ」の書

入あり 朱印6穎を捺した紙2枚を付す

【図版.1]参照信f1，曽紙・『其由縁部悌』相編

上巻表紙・同見返し・同在師下巻表紛

(15) 堀河題銭冒首 Iまり材コ也、世紙片<uφ

写 半1冊 15.5丁 22.3X 15.4cm 

巧薬亭長根著軒日三年秋自序菅竹補(竹補

堂主人〕写昭和七年七月写

菅竹補自筆識語あり、写了の日付を含む竹補

書入あり鍾準・朱望勤 務宛竹諦謝書 l通を付

す

(16) 臼耳関市色舶 きょうカ"I.-Ikし

写色紙l枚 27.0X 24.Ocm 

琴老詠 [年時不明]

「老の身の心もはるの梓弓引きキ放たむか〉る

事変時琴老七十之春 体調1琴働」

(1η 雲如山人 集玖Aこよ以心以岬う

刊半1冊 30丁 22.2X 14.9cm 

遠山潜雲訪日著嘉永二年二月藤嵐ム庵序・嘉永

二年二月大柿猶鴇序・鷲津毅堂信YeJ序嘉永

二年三月小原鉄心題詞・嘉永二年三月大沼沈山題

詞・梅痴道人蹟司・嘉永三年三月雲涛漁史蹟司・

樹監臥腫司・鼎斎生方寛題飯高霞丘・花沢機

斎・藤f場E園・小松東涯・村井九成・紘嘩龍門・

杉本梁山・中村竹渓題詞嘉永二年二月横且湖山

題 [出勝也不明] 水雲= (口+俗担減梓

嘉永二年

題嬢題「霊訪日山人集七言松 内題下「紅フヨ

遠岬霊訪日」

(18)三字程圏宇解説，cきβ こ〈凶%、

刊半1冊 36丁 22.5X 15.8岨

多賀主一郎解享和元年五月陸可彦序享事口元

年八月陸祐吉故主政二年正月刊昆己大阪吉田

萄蔵ほか3庫克攻二年正月

見返し著者名「馴多賀先生解up輝下「長

門多賀主ー鵬j

(19) 十才子名月詩集じっ乱、uf.>い11"つU岬う

僅謹書名・寝惚先封婦長名月詩書記

→吃複製本」へ

(2ω星巌先生遺稿せ川知世ル世もも℃う

刊大B冊 229丁 25.8X 16.3c田

動 l瞳巌作梁孟緯著遠山猫雲訪日・松本龍尺

木・森魯直潜甫・渡遺業子勤・宇野義以子方・伊

藤起雲士龍・忍頂寺業士崇・江馬欽正人・宇田淵

士潜校星巌像自費・頼三木三良附賭(口総

安政四年正月安宅純斎序元治元年六月江馬欽凡

例〈以上前協 越無・相暗序(後帰 京

石田治兵衛ほか5障元治二年正月

前後編 15巻を全 8冊に改装康博綴じ両様園

内題「星巌詩存」、後編内題「星議蹟紗判 官繍務

一冊の見返し・後編第一冊叩扉に「革靖巨庵蔵板J

とあり 各冊丁数は光巻27丁(前掘捲 1.2) .風

巻 32丁(前編巻 3-5)・舞巻29丁(翫編巻6

-8)・月巻28丁(前編巻9)・高巻 31了後編

巻1)・山巻 31了後編巻2)・流巻26了後編

巻3)・オ倦25丁(後続巻4-6)

包1) 正気歌せ悼のうた

写半1冊 3丁 23.5X 16.7c血

文夫祥著(書き外癌による) 郭尚先敬書(巻

51<) [-年時不明]

墨枯匡郭を墨書し、一丁ごとに分けてsM寸
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α2)太平唱和品、，、L'W:め
刊半1冊 15丁 23.0X 14.8cm 

大椋潜翁編録成島柳北批点明治八年三月費

行居士)1[田岡幌序東京w.城屋政吉(査章閣〕

明愉ゾL年七月

康陪綴じ

(23) 竹外亭百絶ち伺わ乱、ひや〈ぜっ

刊半1冊 26丁 23.3X 14.5cm 

藤井竹外薯王十川玄又玄校天保十四年十二

月働嚇嵐序天保十五年宮原蕗撰・敬斎野重民書

序天保十四年十二月後藤機題・香雪山晋書抜

[出版地不明] 雨香書屋蔵板俣返し) 弘化

三年十三月

康隈綴じ見返し題角書「諸家淵霊平」 内底下

「摂津藤井啓士開著五十川玄又玄蜘 虫損

あり

凶竹外二十八字時ち<11"~屯的l坊じL
刊半 3冊(後編下巻欠) 87 T 21.7 X 

14.1cm 

藤井竹舛著紅馬聖欽正人・市村謙士謙・高階

秀民公頼校田鈍薫休画嘉永七年三月森田益撰

・呉策書序梁緯・広瀬謙・池内時・越無・頼醇

題言田宮朗帆盾(以上〔前節巻上〉 嘉永七

年七月広達撰・七十九翁雅松書賊([前書記巻甘

鳳腸居士序明治四年四月竹天翁心中題口斎

発序・香谷田序・椀堂序・明治四年秋黄石老逸岡

本序・明治四年天江=休偏+劃容序・明治三

年七月音備朗庵学人序明治四年八月市中1謙月訓

ωλ上後編巻上〕 京津逮堂

内題下、〔前統「摂津藤井啓土開著/友人

II潤聖欽正人蜘・後編「摂津藤井啓士開著/門

人高階秀民公頼・市村謙土杭 各巻の丁数は

29丁・ 27丁・31丁虫損あり

(25) [父の恩〕 ちちの齢

写 大2冊 111丁 23.0X 16.0cm 

二世市川団斗官s(三升)編英一蝶画享保十

五年二月浪華旧崎序、享保十五年二月の刊周あり

竹補楼主人情竹補写昭和三年四月写

才牛(初世市')1[団十郎)二十七凪部皇普集原

本の刊記に「一葦岩五舟探筆彫工大久保ー冨」

とあり 各冊最終丁に竹浦楼主人の写時に関する

言識あり 康照綴じ上巻51丁・下巻60丁

(26)童課冒絶聞かや〈ぜっ

刊大1冊 36丁 25.5X 17.3cm 

松平元資薯嘉永三年九月救親序嘉泳三年秋

南岡志賀孝恩序嘉永二年冬伊勢倉田以成・栗村

夏]隆書序嘉永三年秋玉城藤原純園・緑岡水野縄

書序嘉永三年春深緯蹴冷雲呆併蛾嘉永三年

E月青島'J'II棚来青撰・三井敏書践嘉永三年三

月城山西田雅明駿嘉永三年秋海野希輿識・三井

高福書抜嘉永三年秋亨斎山本元恒政若山[和

歌山] 帯屋伊兵衛ほか2障調己年十二月

見返し「四以街蔵相刷、柱刻「四以簡蔵I、巻末

に「紅潜四以宿蔵版之君白とあり (彫工京都

井上次兵衛」伊l司 販荒票に、玉樹香主主害よ

り10円で購入とあり

αη 野々口隆正翁詠寄ののぐち帥宮拙うえ

いか

写大1冊 19丁 24.5X 17.1cm 

[野々口隆正劃 [害事地不明J [書等者不

明J [書写年不明]

書名は二丁表に言噂されているものを採用元

列掴か

(28) よ野歌解こ封可畑うたげ

@嬰藍島名・高葉集中上野園理的

刊半2冊 73丁 23.2X 16.3c血

橋本産香著安政六年四月橘冬照序安政四年

十月原沢文仲義頼蹴神保雪居践[年時不明J[出

版地不明J [出版者不明]

戸麺「万葉集中上野国恥 上巻42丁・下巻31

丁

(29)練右余響れん時持ょう

刊半1冊 31T 21.4 X 15目1回n

広瀬遠図著明治五年八月掛比序明治四年十

三月松塘元荊E序明治五年秋冬握画・柵銑鼓憲司

明治四年十二月神波桓駿 [出版地不明] 保

水書屋明治五年七月

「保水書屋蔵梓」俣返し) 虫損あり

(3ω 舘柳涙余わんりゅう~立
刊小1冊 10丁 14.7X 7.8cm 

伊藤紫浪(伊藤勝編明治十四年三月依田学

淘芋 [出肱地不明] 民版者利用]

「慈水王f在沖書」信自 虫損あり

。1) 一日千里いち1:::ちせんり

信装謹銘:[二世烏亭荒馬十三団自皇善劇)

刊中1冊 9丁 18.5X 12.7cm 
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天保六年夏埼薬事序 [出船出不明J [出版者

不明]

書名は一丁表に位置する元の外題による 後補

の覆晴樹あり、覆同楓見返しに「制t烏亭駕

馬こと和泉屋和助の拾参回忌に発刊せられたる追

善集なりJ1::の務の書入あり 種彦、京山、八代

目団十郎など参加の追善集全丁色摺り

【図版2】参照縄い表紙応亙し・一丁表・七

I裏八丁重詰

(32)於染久松色読販眠曲ひ按つ発岱のよ

みうり

刊半5冊 75T 22目。 X15目白血

鶴翁南北老人著香蝶楼国貞画花笠文京述・

山田比輝書序[年時利目] 天保三年三月1控文

京序(再誌) 天保二年三月香蝶楼国貞序大坂

河内屋太助ほか3摩天保←」手正月

松朝嶋監s騨書市回次自限措劇南北の「手

稿Iをうつした絵入根本春名は内題による巻

之ー 10丁・巻之二 13丁・巻之三 12丁半・巻之

四22丁半・巻之五17丁巻末に出版広告あり

。3) 桐の島台きりのl忌品、

刊半2冊 26T 22.4 X 16.Ocm 

八文舎自笑著寛政九年九月椿斎序京八文

宇劃出僻司寛酎L年十一月

下之巻内題「嵐三玉郎ー世一代記 丁数は上

之巻12丁・下之巻14丁下巻奥田録あり

(34) 役者初白粉やゐゃI口組A、
刊 横1冊以坂巻栴 36丁 10.8X 15.8cm 

白露・自笑著京八文字屋八左衛門宝暦十

一年E月

大主E巻のみ存虫損あり

。5)三者蟻脚色/役者一口商以.!:u乱噌(L.
判ルぶちあ吉瓶、

刊 半 合l冊 70丁 22.5X 15.6四

八文舎自笑著文化二年八文舎自笑序 原]

)¥.:'1.津屋八左智司文化二年三月

目録題・内題「役者一口商J 奥目録あり

側役者名物合札酬ぷつ齢世
刊横 1冊(江戸之巻存:) 52丁 10.3X 

15.lc血

八文舎自笑著文化十四年正月八文舎自笑序

大坂河内屋太助ほか4緯文化十四年正月

紅3雪之巻のみ存

(3η 役者矢的関根凶悼ι.!:If
刊横1冊。板巻存:) 25 T 10.6 X 15.4cm 

延享四年春序伊持不明1 原・大坂・江戸]

[出版者不明] 延享四年正月

大坂巻のみ存柱軍国l第三丁以降存、官頭一丁欠

か巻末に「三糊劃とあり

(38) 盲原細見/廓の臨J.~抽
才ヌ均Dに曹札、

刊横小l冊 28丁 6.0X 12.7阻

福田栄造編明治↑年夏「田甫の野刈序東

京福田栄造明治十年壬月

錨版吉原の地図(色摺り)を綴じ込む

(39) 僧職つれ/¥草 l北市哨常時

写中1冊 15丁 16.2X 11.2cm 

仙遊子芳菊著元丈二年二月仙遊子芳菊序菅

竹補写日醇日六年十月写

巻末に菅竹浦による識語あり、写了の日付とあ

わせ、「忍頂寺雅契清存Iと置す 「忍頂寺Iと朱

届IJりされた読書カードあり U2.7X 17.2c田〉

(4ω[権現3制 的

刊中1冊 13丁 17.1X 11.6岨

「子相耽序[序者不明J [出版地不明1 [出

版者不明J [出版年利用

(41) (太阪遊郭資料〕 おおち帥勃叫しりょう

刊樹、1冊 8丁 6.7X 15.7cm 

[出船事不明J [出版者不明J [明和へ安泳

期剖

第一丁・第二丁欠刊年の宇佐定財閥現返しの

務識語「本事柄財議なれど、恐らく明社骨示度

の刊府なるべし」による

(42)仇:iJ悩みLN肉，~あ協噛切出品、ぷ
L 

刊中1冊 4丁 19.0X 13.0cm 

浅草[江円 本や長七 [出版年不明]

仮綴じ(こより綴じ) 共紙表紙(上下巻とも

絵表紙単色墨摺り) 下巻の列揺は「しんない

あだか立み」

(43) 開蒼織染/錦のふL胤机、11，んおLJそめ

は忌のふ持で

笹聖書名 b吐おんどさくら梼

刊 大 判1枚 38.4X 51.9cm 
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後藤平1同時 [出船肝明] 後 藤 時 繍

明怜十四年一月

角書読みは仮読み上部に「いせおんとさくら

哲也と題した歌謡の詞章を掲げる 図の中央に晴

之図」と書いた額あり

(44) 色ざとさんげ/¥同岩崎制剤A1
刊中1冊 4丁 18.4X 12.9cm 

麻布[!IF1 山田屋治助 出版年不明]

仮綴じ(こより綴じ) 共紙表紙俊議章氏単

色墨摺り) 最終丁に挿絵あり 後補の覆し場撤

(後ろ表紙のみ)あり

(45) いろはしりとりと』ー いろはしりと引ど乱、つ

刊 小 1冊仁編栴 4丁 17.2X l1.3cm 

中ばし[紅戸] 松坂屋 [出坂年不明]

二編のみ存仮綴じ(こより綴じ) 共紙表紙

偽錆樹氏単色墨摺り) 四丁と三丁を逆に綴じ

る 小野主主主46fいろはしりとりど"v"コjι寝

~jか板元「中ばし松坂屋むとあり、「松坂屋金

之助Iか

(46) いろはしりとりど』いつ Lちはしりとりど品、

つ

刊 小 合1冊〈三鍋 12丁 17.3X 11.20血

馬喰町[江戸1 吉田屋小吉 [出版年不明]

仮綴じ(こより綴じ) 共紙表紙般活諸氏単

色墨摺り) 各編4T Ij野文庫45fいろはしり

とりと〉ー」は本資料の覆車かjJI.臓にて務の覚

え書きを付す

(4η 潮 1歌色めぐり劫唱うT出掛('10)
刊横小 1冊に編下巻桐 16.5 T 5.6 X 

12.Ocm 

一荷堂編貞信画大坂綿屋喜兵衛 [出版

年不明]

見返し・第一丁は多色摺り 第一丁裏に「撰者

半水」とあり 奥目録あり

(48) 浮連唱歌〆袖之詠よしこ併での劫初

刊棲むj、4冊 65T 5.7 X 12.5cm 

一荷堂編長谷川貞僧画廊E三年三月一荷堂

主人序(初輯) 恋々山人半水序仁編 ー荷

情口子己締 恋々 山人述([図書記)[二編以下

年時不明] 心才ぱし防護む 冨土屋政七ほか1

庫

書名は初輯外題から採用 二編「うかれ寄/袖

の詠j三四編「浮連寄/袖のながめ」 丁数は初

輯 16丁半・二編16丁半・三編16丁半・[四銅

15丁半各冊奥目録あり

伺9) 浮世都々いつうきょど乱り

刊小合1冊巴巻，) 12丁 17.3X 11.5c血

梅暮里唄種校馬脚T[江円 吉田屋小吉

[出版年不明]

仮綴じ(こより綴じ) 共紙卦民(各編とも絵

表紙単色墨摺り) 各編 4丁二脚閣「浮世

ど〉逸I、三脚卜掴「うき世郡々し可j 三編巻末

に「唾並瞬拳指南梅暮国の広告あり

(5ω 越前万歳/くさづくし えちぜん料品、〈さ

づ司し

刊中1冊 4丁 18.3X 13.8cm 

[出肱地不明J [出版者不明J [出版年不明]

仮綴じ(こより綴じ) 共紙卦民個案入り文

字凄紙単色墨摺り) 外題詳細は「ひらがなけ

いこ本/越前万歳/くさづくしj 内題「くさづ

くし」 輔副こ rul.)即応とあり

(51) 越前まん乱、/七福神話ぜん動乱、

凶ふω，
刊中1冊 6丁 19.5X 14.7cm 

[出肱地不明J [出版者不明J [出版年不明]

仮綴じ(こより綴じ) 共紙輔氏伏字要紙

単色畳摺り) 外題詳細は「ひらかなけいこ本/

越前まんさい/士握神」

(52) 越前まんざい/道具づくしえちぜん動

乱、おぞづ司L

刊中l冊 5丁 19.2X 14.7cm 

[出船肝明] 出版者不明] 出版年不明]

仮綴じにより綴じ) 共紙輔民伐淳凌紙

単色墨摺り) 外題軍縮は「ひらかなけいこ本/

越前まんおハ/道具づくし」

(53) 越前まんざい/道具づくしえちぜん瓢，

ざい白やづ<l-

刊中l冊 4丁 20.4X 14.2c皿

[出船肝明] 位協渚不明] 出版年不明]

仮綴じ(こより綴じ) 共紙裁哩伏字要紙

単色墨摺り) 外題詳細は「ひらかなけいこ本/

越前まんざい/道具づくしJ Ij寄文庫 52rj醐 t
まんふ世具づくし」とは同版と思われる古瀬じ

方・用紙が異なる(表紙裏白紛

(54) 越前まんさい/北国下道中 えちぜんま
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~唱っこ.<<tð-Jど現ゅう

刊中1冊 6丁 19.2X 14.4cm 

[出腕肝明J [出版者不明J [出版年不明]

仮綴じ(こより綴じ) 共紙表紙(文字表紙

単色墨摺り) 外題詳細は「ひらかなけいこ本/

越前まんさい/北国下道中」 内題「北国下道中」

即断にて務め覚え書きを付す

(55)江戸絵材句とえどえ材佐
刊 大1冊 2T 25.0 X 17.1cm 

[出船肝明J [出版者不明J [出版年不明]

仮綴じにより綴じ) 裁民なし

(56) 江戸じまん/切見世さんげ/¥ ぇaニ

瓢思Jみせ晶lずさんげ

刊中1冊 4丁 18.5X 13.0c田

[出腕師明J [出版者不明J [出版年不明]

仮綴じにより綴じ) 共紙表紙縦波紙単

色墨摺り) 後補の覆》場紙(後ろ表紙のみ)あ

り務の書入あり

(5η 絵本どLいつ総まくり 刻臥必どいτ持うま
くり

刊中1冊 20丁 17.7X II.6cm 

蓬壷輔索々老人閲表紙舗網に「己画

帯雨刷とあり索々老人序[年時不明J [出版

地不明J [出版者不明] 勤拒年

元表紙は摺付表紙後補の覆し場猟あり 務の

書入あり

側 お叶2吉次闘し骨名の作紋/はやりお

んどひゃうご~S-t... お吋諸色白ラ強制球女w立

やり制必ひβ ご 札

刊 大1冊 2丁 25.0X 17.0cm 

津国[近江] ときや太兵衛 [出版年不明]

仮綴じにより綴じ) 共紙表紙(文字表紙

単色墨摺り)

(59) 御晴飼究 お晶なうた

刊大1冊 17T 28.2 X20目。C血

中務英夫謄写昭平岡L年一月写

謄窃板 )11向嗣胡呈侯爵池田家事務所の原稿

用紙使用巻末識語り11向島禾舟氏の需に応じ中務

英夫之を謄写す昭軍肘L年一月四日 池田家事著書

晋稼史編修室に於て藤知鮭誌J

(6ω 尾山師Eぜきや'M1..S、 し 桝 嵐A心ゆ

悼漕申，~

刊小1冊 8丁 17.5X 11.5cm 

[出船野間月J C虎吉劇 [仕版年不明]

仮綴じ(こより綴じ) 共紙表紙(上下巻とも

絵表紙単色墨摺り) 上下巻各4丁上巻表紙

に「虎古紙とあり、「安西虎吉」か後補の覆い

表紙あり

(61) 音曲太黒煎餅制点空d辛口せんべい

刊小2冊(雪・祐向巻存:) 30丁 11.0X 

7.8cm 

[出船肝明J [出版者不明J [出版年不明]

倒寸表紙書名は雪の巻列掴による花の巻外

題「おんきょくたいこくせんべい」 雪の巻応亙

し題「大黒せル喝、」 花の巻見返し題「大こく

煎餅」 各冊15丁

(62) 薫りど』逸かおりど品、つ
刊中1冊 10丁 17.4X11.5ロn

4暢包E律直政商梅暮里唄種校安政四年正

月金龍山人序 [出脚匹不明] 泉永堂安政四

年一月

摺付表紙見返し題「かをり都々逸 後補の

覆L可矧紙あり

(63) 薫りど』逸品悩iI，，1::I.η
刊小合 1冊(初~三船 12丁 17.3X 

11.3c血

梅暮里唄溢枝馬糊丁阻円 吉田島j、吉

安政四年一月

仮綴じ(こより綴じ) 共紙表紙(各冊とも絵

表紙単色墨摺り 1，上野主庫 62鳴り b 泡

の改修本と推定される ω焼主;庫 62の表紙・見

返し・序を跡、てjJI民棋を付し、また本文を初~

三編に分けて「二恥巴編」の表紙を含む丁を新

たに挿入〉

(64) かた美曽我州最そが
刊大1冊 2丁 25.2X 17.0c血

[出腸肝明J [出版者不明J [出版年不明]

仮綴じ(こより綴じ) 事説明なし書名は内題

による一枚別り 2点、「華版風俗/四季靖勧伏

坂ばくろ町仕形屋与兵衛出0・「京羽三重娘気質J

(ぱくらう町いなり前志方屋与兵衛協を添える

務の目録メモ書入あり

(65)仮宅度独逸か1.Jt=<E，どいつ

刊中 l冊 棚 嗣 13丁 17.2X 11.7cm 

梅暮呈(谷剛編安政三年金龍山人題詞 同
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版地利月] 大錦

摺付表紙見返し題「かり宅ど〉逸 後補の

覆同敏氏あり 草体のモノクロ写真1樹司封

(66) 勘市昇割育死ゃん札ぶしかんいちはう

じゃ<LA心ゅうや'A.41ぷL

刊 小l冊 6丁 16.2X 11.3c血

吉田村(茨秘尉 加藤長八明治十七年十月

仮綴じ(こより綴じ) 共紙表紙仕下巻とも

絵表紙単色墨摺り) 上巻表紙4慨崩巻末

に1司既あり 「定価金二銑例記 後補の覆い

表紙あり

(6η 清元梅の春寿吉穴きょ拾うめのI泌すご

さぽ

刊 1枚 48.8X 71.5岨

一「髄斎藤よし画 [江戸板カヨ 辻岡屋亀宕

[出版年不明]

色味より明治出版と，酎コれる

(68) 晴元延寿太夫借用証文〕きよもほんじ

ゅ治時点〈よ現ょ制，

写 1枚 27.9X 40.0cm 

清元延寿式決書明治四年十一月

小西件浜衛宛緒用書表書「証文清元延寿」

証文の文末に「明治四未年十一月」、「於大坂

清元延寿主ゴむとあり

(69) 清元直伝本きょ拙宕耐畝，

刊小5冊 162丁 11.7X 8.3cm 

江戸山本平吉天保十三年・天保十五年

各冊とも題費節まぽ剥落春名は魁亙し(各冊と

も同)による 見返しに「需転改垂寿式訪謝附1と

あり 第二冊の巻末に「天保十三寅の春」、第三冊

・第四冊の巻末に「天保十五反の秋Jとあり 各

冊同宮高山人の奥書あり 巻~33 丁・巻二 34 丁

.巻三31丁・巻四31丁・巻五33丁

σ0) 国尽道行新肉節 (1::-:S(l.A'1榊凱A品、

ぷL

刊中1冊 4丁 20.5X 13.2cm 

八丁堀[江戸1 河内閣白兵衛 出版年不明]

仮綴じにより綴じ) 共紙表紙(上下巻とも

絵表紙単色昼摺り) 下巻外題「くにづくしみ

ちゆきしんないぶし」 後補の劇場紙(後ろ表

紙のみ)あり 虫損あり

例) Iすいせいあ間ん旬以J肉 札け し噌

L暗抗生Iv乱A必L、ぷL

刊中l冊 4丁目.0X 13.0c皿

東両国[紅買 浦木屋喜重 [出版年不明]

仮綴じ(こより綴じ) 共紙輔氏(上下巻とも

I津若務主単色墨摺り) 下巻外題「けいせいあ

だもんくしんないぶし」 後補の覆し場編後ろ

表紙のみ)あり 虫損あり

σ2) 傾城もん句新内s、し l北噌しもん〈以広

L、ぷL

刊中l冊 4丁目.0X 13.8c血

八丁堀[江戸] 京屋宗兵衛 [出版年不明]

仮綴じ(こより綴じ) 共紙裁読は下巻とも

I津署繍五単色墨摺り) 下巻外題「けいせいも

んく/しんないぶし」

σ3) 孝行来讃こうこ封治ん

刊半l冊 10丁 23.9X 16.7ロn

[出版地不明J [間人氏蔵嗣(刊記 天保

三年二月(刊眉c)

仮綴じ(こより綴じ) 共紙輔氏伏字表紙

単色墨摺り) 出版者・出版年は刊記院よる 明

治以降の複製初当

(74) 御しJ背/動乱、鯛珊レ〆とりおい

ご凶安掠Ivt!い ;::1.Ij>ぅ曹とりおい

告毎聖書名.街応うぎまんざし守

刊中合1冊。点) 5丁 20.8X 14.7cm 

[出版年不明]

仮綴じ(こより綴じ) 共紙輔氏従猿紙単

色墨摺り) 前三丁は同卸しうぎ/まん品v、後

ろ二丁は「街蜘犠/とりおしリと腫する冊子を合

わせ綴じる 官鰭は内題「まんざい」、板元「大坂

大平」俵絢 後者は内題「烏おい」、「一条平

井杭(表紛

σ5)言葉入いき掛郭々ー ことIかりい書出ど
~，つ

刊中1冊 15丁 17.6X 11.5cm 

鈴亭梅暮里古久我(梅暮呈谷略目作直政画

嘉永六年十月梅暮星組嶋芋 [出腸肝明1 [1出

版者不明]

元表紙は摺付表紙書名問京裁民による見返

し題「こと弟、りいきなどfー」 序題「新案絵

詞度々一軍恥 後補の覆い輔氏あり購入嘉お

よび皇居桝崎、の紙片あり jJr臓にて務の覚え

書きを付す
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間魁ど喝さ酬す'.!:'.!:'I.¥?

刊 /JY合l冊(初・二冊 B丁 17目4X 11目5岨

馬噛丁 [i工用 吉田屋小吉 [出版年不明]

仮綴じ(こより綴じ) 共紙表紙俗編とも絵

表紙単色墨摺り) 二編外題噛どれ可」

ση 廓カv、り吉原LNtJl.、説請をえりよ凶沿L
A品、

刊中1冊 4丁 目 。 X13.0cm 

[出版断言明] 創作づみ [出版年不明]

仮綴じ(こより綴じ) 共紙表紙 L上下巻とも

絵表紙単色墨摺り) 下巻外題「さと泊、へりよ

しわらしんない」 上巻表紙に「金ドづみ」、下巻

表紛こ f，吋み」の商標あり

(78) さんげ/¥青物づくし さん11古んげ晶おも

町大L

刊中1冊 4丁 19.5X 13.00田

八丁堀[江同 京屋宗兵衛 [出版年不明]

仮綴じ(こより綴じ) 共紙表紙(文字表紙

単色墨摺り) 表紙に「事蜘とあり

(79) さんげ/¥江戸稲荷づ〈しさんlずさん11

えEい桜土ヨι
刊中1冊 5丁 20.4X 13.5岨

八丁堀[江問 京屋惣兵衛 [出版年不明]

仮綴じにより綴じ) 共紙表紙(文字表紙

単色墨摺り) 外題詳細「ひらカぜよ六行/さんげ

/¥/江戸稲荷づくし」 後補の都宮搬出量ろ

表紙のみ)あり 務の書入あり

@ω さんげ/へd葺外もんく 主んt始 以fどうl坊

ん〈

刊中1冊 4丁 18.5X 12.8cm 

[出腕師明J [出版者不明J [出版年不明1
仮綴じにより綴じ) 共紙表紙(文字表紙

単色墨摺り) 外題詳細「ひらカぜよ六行/さんげ

/¥/宙怜んく」 後補の駒場編後ろ裁民

のみ)あり

(81)さんげ/¥船玉大明神以"世んl均な
だ樹~鴨まうじん

刊中1冊 4丁 19.0X 12.8四

八丁堀[江同 京屋宗兵衛 [出版年不明]

仮綴じにより綴じ) 共紙表紙(文字表紙

単色墨摺り)

(82) さんげ/¥/辻君づくしさんl弛ん11，よ

たか弓s<し

刊中1冊 4丁 19.2X 13.0岨

横山町[紅同 和泉扇情 [出版年不明]

仮綴じ(こより綴じ) 共紙表紙伏宗表紙

単色墨摺り) 外蹟平細「ひらカ唯夫行/さんげ

/¥/包君づくし」 後補の駒場紙後ろ裁司

のみ)あり

(83) 志奈川/お巴j寄 U劫めiISC~乃た
刊中1冊 7丁目.0X 13.3cm 

[出船肝明J [出版者不明J [出版年不明]

仮綴じにより綴じ) 共事場務王臼津若繍玉、

単色墨摺り) 列題詳細「ひらかなけいこ本/志

奈川/おどり寄」 内題「しな川」

(84) 女郎買どうらくさんげ/¥ じよろう机吃う

らG刷世W1
刊中1冊 4丁目.0X 12.10血

[出腸肝明J [出版者不明J [出版年不明]

仮綴じ(こより綴じ) 共紙表紙縦波紙単

色墨摺り) 最終丁に揖報告あり

(85)新曲糸の節凶虐よかとの札
刊棚、1冊加丁 7.4X 16.4cm 

樟山検校・安永検校・瀧長検校輯宝暦七年序

[序者不明] 皇 却 原1 吉田[善玉虫悶ほか3

障宝暦七年九月

各部ごとの目録を官頭民一括して綴じ直す形で

改装務の書入あり

(86) 新古古静貝;集 以よiまう抱岬う

刊中3冊 72丁 18.1X 11.9岨

歌輔駄斎輯E 臨江草東)1[序[年時不明] 加
版地不明J [出版者不明J [出版年不lJIl]

寸務。寄初編25丁・三編24丁・三編23丁

(8わ l..Nさくこ。コいーっとせ，5:t..凶 K司、
いひとつと世• .n. 
刊小1冊 4丁 16.0X 11.1cm 

吉田村自茨城駒 加藤長八明胎二十一年六

月

仮綴じ(こより綴じ) 共紙表紙(上巻絵表紙

下巻主津安紙ともに単色墨摺り定価金銭

五島 L上巻表紛 「ーツトせひらけてあんしん

するよと/二十三年まちこ fろ/コノこくわいひ

らけたしJQ務事事 後補の覆し法雄氏あり

(88) 新撰度独逸太成後篇 LN世Aど&η
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旭噌も℃デ叫，

刊検J、l冊後編存) 46丁 7.5X 15.7阻

歌津能六斎輯万延二年春隆興堂主人=寒翁序

東部[IIF] 品川屋久助(当世蛍

後編のみ存毒名は内題による見返し題「新

選ど与逸太成後編」 巻末に隆輿堂主人歌湾能

六斎の識語あり

(89) 新内あだt.N< W Jl. wit:品以

刊中1冊 4丁 18.9X 13.2cm 

屋霜酉(表紛 凶肱地不明J [出坂者利用]

日出按年不明]

仮綴じ(とより綴じ) 共紙表紙 L上巻絵表紙

下巻実字表紙、ともに単色墨摺り) 後補の覆い

表紙(後ろ表紙のみ)あり

(9ω LN肉恋衣ど3・L、つぶし凶品、こいごろ

もどどいつぶし

刊中1冊 4丁 18.3X 12.lcm 

[出版地不明J [出版者不明J [出版年不明]

仮綴じ(こより綴じ) 共紙表紙仕下巻とも

絵表紙単色墨摺り) 下巻外題「しん内どれ、

つ」

制)新内恋小車以品口明おぐるま

刊中l冊 4丁目.0X 12.9c皿

[出版地不明] 柏重板 [出版年不明]

仮綴じ(こより綴じ) 共紙表紙 L上巻絵表紙

下巻文字表紙ともに単色墨摺り) 下巻外題 I新

内/脅I直」

(92) LN肉心の竹凶品℃こ羽田畑す

刊中l冊 4丁目.0X 13.0c血

浅草[紅河 本ヰ安七 [出版年不明]

仮綴じ(こより綴じ) 共紙表紙 L土下巻とも

絵表車L単色墨摺り) 下巻列題「しんないじゅ

竹」

(93) 凶』ぷ北らのま割掬 以品、とらのまきも

の

刊中1冊 4丁 19.0X 13.0cm 

八丁堀 [IIJ寸 [出版者不明J [出版年不明]

仮綴じ(こより綴じ) 共紙表紙仕巻絵表紙

下巻文主要紙ともに単色墨摺り) 下巻外題「し

んない/虎巻物あだもんく」 上巻表紛に「八

丁堀革むとあり、板元名置識なし

(94) 新内ぬき書/再板あだもん旬以品、

ぬき由培宮川以底抗先Iv<.

刊中l冊 4丁目.0X 12.8c血

鶴賀若狭瞬横山町[江同 和泉聞く吉

日出版年不明]

仮綴じ(こより綴じ) 共紙輔氏伏字表紙

単色墨摺り) 裁民に「樺続移動とあり

(9f日新肉間謹言凶品唱やのもつごと
刊中l冊 4丁目.0X 12.9c血

八丁堀[江戸] 菱薪 [出版年不明]

仮綴じにより綴じ) 共紙表紙 t上巻絵表紙

下巻文芹凄紙、ともに単色墨摺り) 下巻外題は

「しんない/ねやの睦言1 下巻表紙民「ひしL

A府副とあり

(96) LNIまん青物八百屋さんにみf¥ I..IU 
l弘あお宅mヰ吐吋唱んに£以dこよ

刊中l冊 3丁 17.6X 12.0c皿

腕 pらとふt，n法戸崎眉俵紛 八丁堀[江戸1
東伝 [出版年不明]

仮綴じ(こより綴じ) 共紙輔氏従譲紙単

色墨摺り) 板元「八丁堀東仇とあり、「東屋

在勤か

ωη 新板大津ゑ，5;(" 凶訟おあつ尤礼

刊中l冊 10丁 17.3X 11.5岨

梅暮里唄種校重政回] 安敬四年一月金竜

山人序 [出腿匹不明J [1仕版者;不明]

摺付輔氏後補の覆司議民あり

側新板ごんど凶弘疋"IVI:!:

刊小1冊 6丁 17.3X 11.5cm 

[出船匹不明] 石どふ [出版年不明]

仮綴じにより綴じ) 共紙裁民(上下巻とも

絵表紙単色墨摺り) 下巻外題「しんぢうくど

き」 後補の帯法瓶あり

(99) Lんl弘A百山さん11/¥ 凶臥止う

ひや告孔応NI世話H
刊小l冊 3丁 17.7X 11.8c血

[出船肝明] 世路渚不明] 世版年不明]

仮綴じ(こより綴じ) 共紙輔氏縦装紙単

色墨摺り) 後補の駒場雄氏あり

(100) 新板と』いつるし w弘.<1:1:1.¥"コ'.st.
刊中l冊 29丁 17目。 Xll目2岨

端唄堂撰タ岐廼屋画弘化二年五月好色外史

序 [出船出不明J [出版者不明] 白書永七年
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春刊州

摺付表紙見返し題「月掛ミらす」 見返しに

「甲寅春」とあり、嘉永七年春か後補の覆い表

紙あり

(101) 新板二合半領おみよ宇却跡中はな

し 凶 I政dどうはん'Jβおhょうたる乱A心ゅう1;It.iL
刊 小1冊 5丁 14.7x 1O.3cm 

馬糊T[東京1 吉田小吉明治二十二年一月

仮綴じ(こより綴じ) 共紙表紙偽法紙単

色墨摺り) 後補の駒場職あり

(102) LM弘刷静Mトお仰心中くどきし

んI勘右剖菰)1す吋悩札M;申うaき

刊 小1冊 8丁 16.2X 11.7cm 

[仕拘損杯明J [出版者不明J [出版年不明]

仮綴じ(こより綴じ) 共紙表紙(J:下巻とも

絵表紙単色墨摺り) 後補の覆U場議民あり

(103) 新吉原おいらんくカ丸、さんげ'/¥ L 

A広lA語法1もA刈t喧似台以H
刊 小1冊 4丁 17.6X 12.10田

麻布位。司 山時治助 [仕跡存不明]

仮綴じ(こより綴じ) 共紙表紙催譲紙単

色墨摺り) 最終丁に挿絵あり 後補の駒場掛

後ろ表紙のみ)あり

(104) すみ.t::J11 すみ勧め

刊 大1冊 2丁 25.0X 17.3cm 

[出勝也不明J [出版者不明J [出版年不明]

仮綴じ(こより綴じ) 裁民なし

(105)新曲/青海波以虐ぷ乱、机、は

告抱書名:新曲青海掘り

刊半1冊 3.5丁 21.3X 14.8cm 

永労家間宇清元延寿太夫調 日本橋 [IIFJ

力噛忠兵衛明治三十年十一月

表綿立色摺り 虫損あり

(106) 梱<<大Ll車株b乍暗昨厳島々 34Af/¥
そうυ的おおや現ニAA.:やりょう占正.M::示!'N1"f以A1
刊中1冊 4丁 18.5X 12.8cm 

浅草 [IIFJ 泉屋栄極 [出版洋不明]

仮綴じ(こより綴じ) 共紙表紙(文字表紙

単色墨摺り) 後補の劇場猟(後ろ輔民のみ)

あり

(10η 高尾さんげの段帥前官M内対抗，

刊半1冊 3丁 19.8X 14.0cm 

神田区r:?J 伊賀屋勘右衛門 [出版年不明]

仮綴じ(こより綴じ) 共紙表紙俗語紙単

色墨摺り) 外題に「七種=佳+若)曽我第

三番目」とあり 務草稿「高尾考」に挟み込まれ

ていたもの

(108) ち』ぷ大宮在久名村三人以，中団
結球協芋引，¥(1;占むら副司u.心ゅう
刊小1冊 4丁目.7X l1.5cm 

手子林村(埼玉尉 原因勘次郎明治二十七

年十一月

仮綴じ(こより綴じ) 共紙表紙伐宗表紙

単色墨摺り) 後補の梯昔話眠あり

(109) 鶴賀新肉ニ上リ，5、しつ勧U期刈こあ

由旬占L

刊中1冊 4丁 20.0X 13.0岨

八丁堀[紅同 京屋宗兵衛 [出版年不明]

仮綴じ(こより綴じ) 共紙表紙 L上下巻とも

絵表紙単色墨摺り) 後補の覆し曽獄後ろ表

紙のみ)あり 虫損あり

(11ω 東海道/五十三つぎ/さんげ/¥
ど勤、出主防示臥Dぎ凱政訴げ

僅理審名・東海萱さんげ〉五十三徒ぎ〉

刊中1冊 4丁 18.5X 12.7岨

芝[江問 福田屋吉五郎 [出版年不明]

仮綴じ(こより綴じ) 共紙表紙伏事表紙

単色墨摺り) 後補の覆暗猟(後ろ輔氏のみ)

あり

(111) 床うたLNない品、し とこうた凶品、札

刊中1冊 4丁目.0X 12.9阻

芝[江問 山田周錫む [出版年不明]

仮綴じにより綴じ) 共紙表紙(J:巻絵表紙

下巻文淳凌紙ともに単色墨摺り)

(112) 都々一つゑ .!:'.!:'¥.ηつえ

刊中1冊 6丁 17.7X 11.8cm 

[出腸肝明J [出版者不明J [出版年不明]

劉寸表紙表制に明国扇軍むとあるが、出版

者・編者・画者のい升ω不明表紙に都々逸坊

扇歌の図像あり 「昭和四年神無月求之」との書

入あり

(113) 都々 いつ花筏どと工ηI坊かかだ

刊中1冊 10丁 17.5X l1.5cm 
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4嚇証律直政画梅暮里唄種俊安政四年正

月金龍山人序 [出肱臨不明] 泉永堂

摺付表紙後補の罰法務民あり

(114) どLいつ節 ~a"コEι
告鯉書名・新板都〉ー坊扇歌心いき登どーぷ

し吾妻がた轡の遥車於潮郁々一:下.新はん

心いき績と凶サ1[.吉原どれリ11:上.吉原!:!>:

1，')11ぶし:下.仇もんくま〉よ:下.志λ淑ど与

し可よしこのぶし.事淑江戸じまんこころいきど

与しサ11 江戸中若衆ど〉一書ぬき文句目上〉

刊 小 合1冊 20丁 18.2x 11.2cm 

江戸吉田屋小吉[ほカサ [出版年不明]

書名目談祷の劇場務礎調による以下の 9点、

を合紙「車砲忌/都々 ー妨扇歌/心いきと fーぷし」

(松坂屋跡 I吾妻由主主:恋の造車於潮陥々 ー」、

「新はん心いき続と凶可」、「吉原どれ可上」、

「在原ど山ヤつぶし下」、「仇もんくま〉よ下」、「ど

片、つよしこのぷしJ(jj碗ぱし和久治齢、「新

板江戸じまんこ〉ろいきど〉いつ」、「江戸中若衆

ど〉一書ぬき文句上:J(吉田島j、吉船 いずれも

仮綴じ(こより綴じ)、共紙裁揖(単色墨曹り)

後補の郡湯猟あり

(115)東都一節文句集ど乱、つ札.tMlA>う

鍾謹書名:東那ー飾文貴重長:雪月初

刊 中l冊 16丁 17.4x 11.8四
為永春水・仮名垣魯文大人・松亭鍬選束琳

書画霞朝瞳酎事春序[年時不明1 [出版協不明]

日出坂:者不明] 万延元年秋

摺付表紙外橿草品目「東都ー飾文失重量雪月才白

出版年は巻末の記載 (f.庚申秘)による為永

春水・仮名垣魯文・松亭金水の三名の選による都

々巡嚢集務の書入あり後補の駒場猟あり

(116) ど抗、すζ身のうへさんげ/¥ どらむ

すこみのうえ新政W1
刊中l冊 4丁目.5x 12.8c血
[出版地不明] 伊勢屋平兵衛 [出版年不明]

仮綴じ(こより綴じ) 共紙表紙従湯雄氏単

色墨摺り) 最終丁に挿絵あり 後補の覆し場猟

(~量ろ表紙のみ)あり

(11η 中仙道熊谷在久下村心中なかせんど
う僻地乱、<1骨凶A心的

刊 小1冊 4丁 16.0X 11.5cm 

黒須口口著下谷区係改〉 黒須口口明治

二十八年一月

仮綴じ(こより綴じ) 共紙輔氏俗猿紙単

色墨摺り) 刊記に「暫伺弔即鵬溌行刈の置識

があるが、か寸寸Uこより姓名判読できず後補の

劇 場 級 制

(118) 男女こ山培出らど草逸なMこ£こ

宅泌をつじうらどどいつ

刊小1冊 34丁 16.1X 11.1cm 

梅暮里谷峨著歌川国郷画安政二年金龍山人

序梅暮呈谷峨凡i例東部[江戸] 皿倫堂寿梓

摺付安紙見返し題「新文句/辻占度狐包

序適「辻占度独逸之序」 後補の劇場紙あり

(119) 二上リ新内 l乙晶由旬以品、
刊中1冊 4丁 20.0X 13.3cm 

鶴賀若狭接著春徳画八丁堀[紅:PJ 京屋

宗兵衛 [出坂年不明]

仮綴じ(こより綴じ) 共紙輔氏仕下巻とも

絵表紙単色墨摺り) 後補の覆し場瓶後ろ表

紙のみ)あり

(12ω ニ上リ新内うさはらし にあ刷l-A品、う

さはらし

刊中1冊 4丁 19.0X 12.5cm 

浅草[紅月 大黒屋文吉 [出版年不明]

仮綴じ(こより綴じ) 共紙輔氏仕下巻とも

絵表紙単色墨掴り)

(121) ニ上リ新内手〈犯のいとすじ 1::;制旬L
A品、て.<;t=ø~宮北

刊中l冊 4丁目.0X 13.0c皿

横山町[江司 泉永 [出版年不明]

仮綴じ(こより綴じ) 共紙裁民仕下巻とも

絵表紙単色墨摺り) 板元 fJl扮Uとあり、 I泉

永堂開城闘剖」か後補の秘法級官量ろ表

紙のみ)あり

(122) 二上り新内花つくし文句 にあが~l-A広
いI;tt.よ女lJM，(

刊中l冊 4丁目.0X 13.0c皿

横山町[江戸] 和泉屋永吉 [出版年不明]

仮綴じ(こより綴じ) 共紙誠司仕下巻とも

絵表紙単色墨摺り)

(123) はうたータ話 はラナ心以晶司とり

刊中2冊 50丁 18.1X 12.1cm 

梅暮島'l'!l書抜正律梅暮里谷二・梅暮里玉我・

梅暮里唄種俊安政四年九月能六斎主人序馬喰
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町[紅同 森屋治盛時繍安政四年一月

四つ目綴内題「花睦ータ話呂(律)の巻」

出版年は見返しによる (P安政丁巳初春新蜘)

上冊25丁・下冊25丁奥目録あり

(124) 花いかだど乱、つ I晶、か出品、っ

刊小合 1冊に・三編栴 8丁 17.3X 

11.5cm 

梅暮里唄種校合馬喰町[江円 吉田劃、吉

[出版年不明]

仮綴じ(こより綴じ) 共紙表紙偽編とも絵

表紙単色墨摺り) 各編 4丁二耐樋「花い

かだb いつ」 三冊題「格筏i:'~ v "='J 三

編巻末に「梅暮盟主恥の都々逸もの旗本 3点の

広告あり

(125) 新音頭/浜荻譜 以おんどはままぎのふ

鍾盟書名:新音頭浜荻贈)

刊 横1冊 4丁 14.7X 21.3cm 

河崎南町(耕療川尉 林掃膨噛 [出版年

不明]

仮綴じ(こより綴じ) 共紙表紙破損(二つ

に破れている) 開反曲の表題は「扇八景/作り

:/1v棚さがし 1:水調子jの領収書を付す伏屋

書房州

(126) 目高川入相花王 日勤、〕ひ泊、hめ
いり都ぜ〈ら

刊 大 合l冊。，的 12丁 25.0X 17.3岨

[出勝也不明J [出版者不明J [出版年不明]

仮綴じ(こより綴じ) 表紙なし 「日商11入

中断EE/道行恩ひのふfきJ6丁・「松しま八けい」

2丁・ほか併群)4丁の3点を合綴

(12η 一日新内吉原もん句ひと倍以j'，j1品L

わ民ん〈

刊中1冊 4T 20.0 X 13.5cm 

八丁堀[江門 京屋惣兵衛 [出版年不明]

仮綴じ(こより綴じ) 共紙表紙u:下巻とも

絵表紙単色墨摺り)

(128) 三τ吻さか、 みつの劫、え

刊刷、2冊仕巻対 74丁目 X12.0四

一荷堂半水編長制11貞信画一荷堂主人序[年

時不明] 安堂寺町民閲 富士屋政七 [出

版年不明]

摺付表紙中・下巻Hのみ存中巻 37丁・下巻

37丁

(129) 三瀬〉浜みつのl掠
刊樹、1冊 60丁 7.4X 16.5cm 

津山検校編宝暦十三年九Jヨ時哉序皇都民む

吉田善五郎ほか3障宝暦十二年秋

題寮剥落、一部のみ巻中に挟み肋内題「新

曲三津例ぬ

(13ω 新板/八百屋お七しIvないぷし夢

路のこゑ/あだなーふし凶I弘，やおやおlhl..
IJ.品、瓜J帥じのこえあ在獄比ふし

刊中1冊 4丁 19.0X 13.0cm 

[出船肝明] 福田屋吉宝郎 [出版年不明]

仮綴じ(こより綴じ) 共紙表紙(土巻絵表紙

下巻文浮要紙ともに単色墨摺り r福田屋吉宜

郎改蜘(表紛

(131) 涜行lJ咽醐Ij 'J.nこうこうた萌え
刊樹、2冊t上中巻梢 62丁 5.2X 11.8cm 

一荷堂半水編明治紀元中冬一荷堂半水序(上

巻) ー荷堂主人序[年時利団J(中巻0) [出版

地不明J [出版者不明

樹寸表紙下巻欠上冊31丁・中冊31丁

(132)涜行千里の声り的こ弘説却こえ
刊梼j、1冊 t上冊のみ樹 15 T 5.3 X 

12.1c血

一荷堂半水編ー荷堂半水序[年時不明] 大

阪池田屋吉兵衛 [1仕拘存不明]

摺付表紙

(133) 両剖琳道神おろ凶んげ/¥ りょうぶ

LIVC劫明治ろLd<¥A台以，rj

刊中1冊 6丁 17.8X 13.1c血

[出腕師明] 伊勢屋平兵衛 [出版年不明]

仮綴じ(こより綴じ) 共事場鵡王りさ字表紙、

単色墨摺り) 後補の劇場雄氏(後ろ輔氏のみ)

あり 務の書入あり

(134) 六十余州豊年さんげ/¥氷山尚よし

ゅうl量封以芯Mfさんげ

刊中1冊 4丁 19.5X 13.0cm 

八丁堀[紅戸] 京屋宗兵衛 [出版年不明]

仮綴じ(こより綴じ) 共事詰諸王伎芹苦謝王、

単色墨摺り)

(135) [英十三関係資料.J 1;11，必さωうぞうか

んけもVJょう
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混 1峡

[出脚肝明] 保寿堂[ほ州

内創立以下の通り@蜘覚え書き書入あり)

大正四年「乙9防官/たま抱

大正十四年「新版福笑ひ(乙丑新曲岩戸神鋼」

保寿堂駒

昭和八年九月「ぽた似町哲也

昭和丸岸「甲戊漸曲/春色八夫向、「萩の声Jf保
寿堂鶴、「出7動(保寿堂鋤

時叶年一月明績弓'Jf保寿堂勝、「新三/藍

あかりJf事禄発出総
昭和十一年一月「新形子乃日ぬ保寿堂劉

昭和十四年「かちかち山」

昭和十五年「庚辰新曲/辰五郎」

ほかに吉田書底からのハガキ(昭和三十三年四

月二十九日)1枚

(136) 浅草/衝臓前辺国 脳意あてらまえ叫

ず

告製露銘:東潤殺嘩猶岡

刊 1枚 50.3X 52.5cm 

井上撤日図江戸尾張屋滑七嘉永六年春

麟は厚紙蜘保護表紙にsM寸掴表題目立「東

都議華絵図」 彩色摺り

(13η 淡路|回選見 掛1浩ゅうでルせっ
写 半l冊 37丁 24.1X 17.0cm 

[帯吟閑人写] 臥記;¥C年八月写]

書写者・書写年は、各々表紙書き付け・後ろ表

紙書き付けによる車剛l氏系図 11丁・淡路史談5

丁・その他 21丁 「兵庫県淡路志錦町/忍頂寺

雅楽郎動約束郵便の貼り紙あり

(138) 淡路御職之事制尤d沿う庇と

写 半1冊 31丁 24.4X 16.6cm 

[宮町議右僻号鈴司 [年時不明]

改装本(後補の覆し昔話祇あり) 表紙に「宮田

藤右櫛引とあり、書写者名か

(139) 阿波藩札制コI以定コ

刊 2枚 16.1X 3.9cm 

四可割

札の表酒に「享保十五庚劇膏」とあり 「ー匁」

「弐分」各 1枚袋入り表面下部に「魚屋/寺

普むと摺る

(140) 江戸本街道中記えE臥瓜tゼうちゅうき
刊棋をj、1冊 14丁 7.2X 15.8cm 

大坂玉オ<iJili糊日 抽版年不明]

(141) 万代/大坂岡鑑 I払也、摘さかまちか

品切

唖理春名・高代大開]草野

刊横小l冊 62丁 7.0X 15.8cm 

[，N野愛道著叫 宝暦五年五月刷11愛道序

心斎橋臥剖 柏原島佐平働まか 1摩宝暦六

年十一月

題費節まぽ事l落妻名は原題による後ろ表紙見

返しに ri助限窪寺中畑1名寄」あり

(142) 大塩草階以泊til'3守st..奴ふ11曹制心ょ
写大l冊 5丁 24.2X 18.0c血

[書写地不明J [書写者不明J [書写年不明]

仮綴じにより綴じ) 鉛筆書の翻刻を付す(便

筆7枚、筆者不明)

(143) 会計私記机叫すtベ虐

写半l冊 112丁 23.2X 16.2cm 

大田南畝著 [書写地不明J [書写者不明]

[書等年不明]

改装本原本は寛政八年十一月~岡九年六月十

四日までのま録浜田義一郎「大田南畝の『会計

私記血『書物展劃第 13巻第7号)の切り抜き

を付す貝返しに務の書入あり

(144) 諸芸人名録凶1¥.'以刷、る〈

刊横小l冊 168丁 7.5X 15.4岨

西村隼太郎編西キ1嘩却日肢[年時不明] 東

京須原屋茂兵衛ほか7障明治八年十月

見返し事膳第四llil括責

(145)第貴美草村似を
刊半1冊 50丁 22.4X 16.1cm 

建剖鞍足著伴蕎践序建剖瀬淀自序書榊議

桂堂蹴[い坊もも年時不明] 皇都原] 菱屋

孫兵衛ほか4蝉寛政六年十二月

(146) 仙術日待種せ以みつひ説得

刊半1冊 20丁 23.0X 16.0cm 

天明四年E月花山人序東獄山下竹町花島と

二郎苅周囲年正月

目録題「仙術日まち軽自 内題「仙術日待草秘

伝の巻」 尾題「仙術日まちくさ秘伝の巻」

(14η 淡冨星放年数制よ0紙よねんすう

写半1冊 20丁 22.8X 14.6cm 
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文化七年八月序[序者不明] 倭文廼舎主人写

丈E六年八月写

折本状 (!27.4cm) 書写者識語あり「此原書

は訳Fて所々破き損ひて既に喪んとするをもてこ

たv<書き写し侍りぬ倭文廼舎主人大正の六年

と云八月に写しぬ」倦頭に詑す、巻末にもほぼ同

文の識語あり)

(148) 天保+亙甲辰暦てんぼう帥支曹のえた

つ己よみ

刊 1帖 26.4X 9.1c血

[宮崎お丘著叫 伊勢山田[伊勢~ [宮崎左

i国 夫保十四年

冒頭識語に「伊勢度会郡山田宮崎をi出とあ

り折本伏(J27.4cm)

(149) C幕末頃洲本の図) 1:(まつごろすも国

ず

写 1枚 54.7X 80.0cm 

臥恒写J [;IcjE七年五月期

事名は地図裏面の務喜入による 「久恒献の

「凡例」に、大E七年五月、記憶を頼りにこの地

図を書いたとする彩色あり 住民一覧の覚え書

きを付す(筆者不明)

(15ω 万世御東京絵図 lねJ世Lピ白書ょうえず

刊 1枚 70.0X 80.5四

東京万屋庄助ほか2庫明治二年五月

彩色摺り 「嘉永二歳己酉孟春新刻/文久二歳

壬成陽春改正再刻/慶応三歳丁卯正月新板/明治

二歳己己主月改回仔帽。

(151) 名所旧跡岩屋誌臥~前世曹川沖
し

刊半1冊 18T 22.5 X 15.6cm 

侠藤隆弁編明治二十七年八月調堂淵題岩屋

町。境関 観音寺蔵版明治二十七年九月

「編輯兼発行人伊藤隆弁/印刷比渡滞空平

/定価金拾鋭(fI厄日

(152)横浜竹枝 ι時以し

告製聾絡:横演竹枝調

刊 小1冊 12丁 14.9X 9.1cm 

石壊居土依拠司二)著春道人容直通鈴木

松塘序[年時不明] 東京森泰二郎明治十三

年胡

内題は「横浜竹栂司」 後半三丁は「南北曲一

套 = (木偏+魁南小史泰拝題I 明治十三年

六月三十日御届

(153) 邸時劃凶あせん
写 2枚 14.2X 42目6cm

天保十五年十月・掛く五年二月書

「天保甲辰ァト月Jr嘉永壬子三月」の年記あり

い背もも忍頂寺駒脚l碗 ともに薬草名と配合量

を提訴対ーる

(154) 置宝田ちβほうき

刊横1冊 43丁 8.4X 17.4cm 

「寛保年間出板珍本」の墨筆書入れあり(表紙

見返し，) [出版臨不明] [出版者不明]

「霞亭文庫」印あり 女重宝記¢場勃当

(155)曙末文書〕ば:<*?似品
写 1枚 24.8X 98.5cm 

[書写地不明1 [書手者不明1 [書写年不明]

量豊聖書の翻刻を付す舗紙4枚、筆者不明)

(156) GみGニヨ|本lJ 31αひきふだ

刊 l枚 24目。 X16目6cm

[出腸師明1 [出版者不明1 [出版年不明]

持絵あり 単色昼摺り

2 複製本

(19) 十才子名月詩集じっさ也、uf.>いItつU岬う

僅謹書名.寝惚先生捕路月詩書訟

刊欄鋼大1冊 5丁 24.3X 15.4cm 

宿屋飯盛揖寝惚先生(大田南畝〉批点腹唐

秋人校天明五年八月四方山人序複製版:[出版

地不明1 [出版者不明] [出版年不明]

原本は天明玉鞠tiIf'・耕書堂刊康照綴じ

(15η 罰山人判取帳以〈さん凶孟A必Jちょう

刊欄嗣横1冊 59丁 14.2X 20.2cm 

大田南畝編複製版昭和六年七月株若樹題言

東京 [出版者不明] 征服年不明]

前国産箱入り 卦頃に「萄山人/申席城主/安田

主主事」とあり

(158) 芭蕉庵再興記 l乱ょ強以忠.~:うき
願書名・糠芭蕉巷再興問

刊犠製腕半 1冊 6丁 23.9X 16.7阻

与謝蕪村書複製版.昭和七年十一月藤井紫影
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序京潤1夜半会昭和七年十一月

蕪村自筆の影印版袋あり、袋表面に「蕪村翁

百五十奇建扇暗夜半会Jと活字で印刷

(159) 七十五日 凶じゅうd芯

刊俗語醐横1冊 50丁 14.0X 20.5cm 

三省舎棒鋼[年時不明] 複製版目[出版協不明]

日出板者不明] 大正十二年五月

稀書複製会版会報附@哲三期第十一団 原

本l土天明七年春判、材者樹蔵本(会報による)

本文第三十八丁欠

(16ω 名物拝見自由じ乱、 品、ぷつI乱、けんじ

ゅ致活い

刊住賜蹴tiJ 中1冊 13丁 18.2X 13.3cm 

猪尾庵眠鼠藩材媒画(口総 掛〈九年序

複鎚坂:[出腕都明J [出版者不明] 国版年

不明]

後ろ表紙見返しに稀書複製会の印あり

3 活字本

(161) Sadhana Ausadhalaya (The 

most問 liableAyurvedic Pharmac同fロr
Health and Happiness. The art of 

healing Sadhana Ausadhalaya 
刊 2冊

Joges Ch田 draGhose著 Dacca(BengaJ) 

凪岨.glade.凶 Baii叫iPr恒出喜&Publishin.g 

Works 

アーユルヴェーダの普及書 2点著書は、王山

ガルプーノレ大学教授町出弊宰匹。

Sad回na Ausadha1aya Cτ'he most 田liab1e

Ayurvedic Ph町 四.cy) 伽・ Hea1th and 

Happ恒国s48頁 18.2 X 12.0cm 1930.1.20 

口口市長践・ 1935.3.20J故防渚不明]

The art ofhea1ing 16頁 16.2X 1O.6cm 

(162)愛憂畝，噛う
刊 1冊 158頁 19.9X 12.7cm 

英十三・羽鳥千桂著東京町田書届大正十

三年十月

二人叢書第一輯湯朝竹山人が務にあてた割皆

の書入あり

(163) 随筆/仰ぐ楠公 ずいひつあおぐなんこう

刊 1冊 366頁 18.6X 13.6cm 

)11向島禾舟著東京書物展望社 ag和十八年一

月

カパーあり 著書謹呈本

(164) 阿奈遠加志 ilot.l<l勃も
刊 1冊 90頁 19.8X 13.8c血

木がくれmおきな著猫かひのをのこ校訂著

者没後第七十六年玄孫猫かひのをのこ序 [出版

地不明J [出版者不明]

奥付なし巻末に正誤謝附扉に麟拝あり

封書1i麗妓r

(165)阿波島沿革年表耐湖，、以油、他んぴ

ょう

刊 1冊 46頁 22.3X 14.8c血

[出船肝明] 国版者不明J [:kjE中頃刊]

表紙区「白天文十八年至大正三年」とあり 奥

付なし

(166) 淡路しま(名所案肉記) 耐3じほ似、し

局/.jJl，暗

刊 1冊 82頁 15.2X 9.1四

赤田千久佐薯神戸団饗社日苦手口八年七月

著者による贈呈の4噛附挟み込み(活版刷・宛

名なし) 巻末に全世名およて路加噸索引あり

(16η 淡路11頃机道案内紛?lXゅM叫時ちあ

IJ.品、

纏嬰醤銘・淡路巡衝益潟村)

刊 1冊 33丁目 X19.7四

岩根端技著洲本幸町民庫尉 福浦文蔵ほ

か3緯明1台十三年四月

淡路新聞社制?

(168) 淡路農歌耐尤の効、

刊 1冊 10丁 23.4X 16.1cm 

河本正義編神戸兵庫県民俗研究会昭和八

年半一月

袋懐じ巻末に担向索引あり

(169) 諸国風俗問状/淡路国答書以こ句、

う水制A:.I::官財均的之弘ょ

刊 1冊 38頁 23.7X 16.2cm 

河本正義校神戸兵庫県民俗研究会日開九

年一月

袋綴じ
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(170) 石海神枇舎人親王同時山心地
ねりLM>う

刊 1冊 84頁 23.6X 16.1cm 

)1[嶋示舟薯御影町。誼県) )1同影附昭

事叶三年十月

袋綴じ著者謹呈σ紙片脂版刷・宛名なし・2

望号挑み込み務絢1[膨附封書 l通(本書町刷

者・八回僻台郎の名刺が同封)挟み込み

(171) 偉人の悌い以，q)鋭掛11
刊 1冊 10頁 18.9X 13.00血

高田屋嘉兵衛翁偉業顕彰会編昭和十四年九月

太田直三郎序 [出版地不明J [出版者不明]

奥村なし 「高田屋嘉兵衛翁偉業顕彰会式次第」

鎌田手腕換み込み

(172)ーノ谷戦記内側こせ崎
刊 1冊 106頁 22.8X 15.5四1

後藤隆者大阪後藤捷一瞬叶三年九月

(173) 医鳳道化百首いふ犯ラ附伸也岬

刊 1冊 58頁 18.9X 12.90血

普竹補著東京あ制まんや石川巌昭和七年

三月

著者謹呈の菩込あり 著者からのメモ書き4紙
片挑み込み

(174) 今津先賢遺文集いま先制す品、ぶんし
ゅう

刊 1冊 342頁 23.6X 16.1cm 

鷲尾E久薯西宮芸香社昭和十六年三月

函あり 袋綴じ巻末に正誤表貼付務宛鷲尾

E久封書1通結版刷

(175)入江昌喜翁いりえま組踊
刊 1冊 104頁 21.0X 14.8四 1

入江昌喜事噺顕彰会編大阪入江国喜事期顕

彰会昭和十九年王月

(176) 岩淵配行模型初冬巾ぶちまうすそ切
の射事

刊 1冊 136頁 18.4X 12.5cm 

池辺義象・阪正臣・武剛腕著 [出船肝明]

[1出版;者羽田 [出版年不明]

刻寸なし

(17η 打出史話弘司..t.>

刊 1冊 162頁 22.0X 15.1cm 

一一一(178) 詠楠百絶えげよ統帥<1わ
刊 l冊 14丁 19.7X 14.7cm 

) 11鵬吹編神戸)11内結次昭和l岸田

表紙法乙「禾舟書屋むとあり 則寸に正誤表貼付

(179) 江戸IJ咽貝の話 えどと切羽l拡乱

刊 l冊 126頁 18.4X 12.80:血

英十三著東京文川堂書房 B喜和二十五年十

一月

見返しに献辞あり 務のメモ書き挑み込み

(1聞大はし蹴i札
刊 1冊 14頁 18.6X 12.7cm 

高安月郊作歌西山吟判宇曲 [出版地不明]

日出坂者;不明] 大正十五年十二月

奥げよし

(181) 土佐絵復興者/岡田為恭とさ泊、っこ

うしやお古寸"=1"=11祐か

刊 1冊 24頁 22.4X 15.6cm 

藤盛祐範著京都関西考古会大正十三年五

月

袋綴じ表紙出乙「酬蜘働(為恭真鍋と記し

td重篤風の印刷あり 後ろ表紙には「為恭蓮月/

追慕会」と朱印風の印刷あり

(182)妙心寺餌闘L1V開山国間胸伝みよう
凶心ご机ぜん晶、いざAζ.~でん

刊 l冊 108頁 21.8 X 15目白血

正控端瓶話編花匪肘(京都H明正鵠縦桧

明治四十一年三月

(183) 勧K浴抗、れは〈

刊 l冊 106頁 14.4X 10.40血

高島吉ヨ時東京明文社明治三十二年六

月

附録として「東京付近嗣併湯略案内Jr静今望む
を付す

(184) 廼間集机も以踊
刊 l冊 6第八縮宇:) 38丁 23.0X 13.6cm 

安井小耕輔東京駒田彦之丞昭制年三

月

袋綴じ
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(185)花月随筆刺子対1、ひっ
刊 1冊 674頁 22.6X 16.0cm 

飯島花月薯佐釦ド信網序昭和七年秋高野辰

之序輸入年七月柳田国男序東京冨山房

昭和八年九月

本文中の挿絵筆白紛に頁付なし貝返しに

献量瓢占付函あり

(186) 賀集嘉平翁事績か凶切ゐペ~'i:I犯せ
き

刊 1冊 10丁 22.0X 15.3cm 

[出脚肝明] [出版者不明] [出版年不明]

袋綴じ奥付なし内題なし書名は後書され

たもの務の書入あり

(18η 酒客必携/害Ij烹唐通誌凶由.¥(t)っけ
いりょうりやっうし

@盟書名目酒客E携割却苫通誌[シュキャク

ヒッケイカッポウテンツウシ.J)
刊 1冊 23丁 17.8X 12.6cm 

前橋東棚田警明治十八年三月仮洛垣魯文序東

京高静寵紅郎(出版人j 明治十}¥:年三月

袋綴じ読みは序によった東京前橋章居梓(見

返し) 発売元は前橋書庖 o::x漉堂・中外堂、定

価三十銭倶付1
【園鵬】参照(表紙・二丁表・三I裏四丁お

(188) 勝間龍水市η剥ょうすい
刊 1冊 22頁 15.8X 11.7cm 

森銑三薯 [出版地不明] [仕拘渚不明] 昭

事叶二年正月

袋綴じ奥付なし巻頭に「賀B召和十二年元

旦森銑三訂とあり

(189) 平副云書 かち品よ

刊 1冊 110頁 15.9X 1O.7cm 

由可弥作野上豊一自防相東京岩波書庖

昭和二年十一月

(19ω 加東郡上東条村秋津住吉神社の百
石踊歌枕うぐん帥掛みう品世フ拘よU川

ゃのひやっこG古島正法

刊 合1冊 23頁 22.5X 15.1cm 

谷川|尉頓・河本正義著 [出版臨不明] 出版

者不明] [出版年不明1
表紙破損奥付なし輯齢崩輸と屈われる「兵

庫県下の秋祭の二三河本正動「美轟郡中古)11村

長谷細田[サイダ1桝士百石踊歌河本正動の2

編を切り抜き合綴

(191) 仮名反古か制まご
刊 1冊 96頁 21.4X 14.6c血

野崎左文編若葉貞爾校東京仮名垣文三

明治二十八年二月

巻頭口絵「古総務垣魯文翁肖憧U2葉あり

(192)京阪歌舞伎年代記 〔ほか〕 出、はん

か占連ねん抵を

刊合l冊 486頁 21.2X 14.8cm 

伊原青々園[ほカサ著東京歌舞伎出版部

雑誌「歌舞偽りjE十五年四月--..og和四年十二

月)に連載された「京阪/歌舞伎相場町ほカ咽

合綴表紙は、昭和四年十一月「自妙斬知表紙を

用いる内容は以下同町

「京阪/歌舞伎桝指日(ー~四十)J 統涼青々

園著

「日本演劇大辞典一小道具の部第一J ~同f

紺 E・川腕滑湾編

「帥繍劇大辞典十三牝婚の部第一」 対す

紺 E・)I腕滑揮編

噂事託担曽駒史(~六)J 高野辰之著

「告訴靭2商売をした話(ー~六)J 松本亀松著

「歌舞伎脚柑楢仁四)仁五)J 渥美滑太

郎著

「明治劇談/過ぎにし物語(二) (四)J 岡本

締堂著

明鍾護軍苦J 秀也記

「校訂/続名声湖揚輯苦[ぞくめいせいぎじよ

うだんわ.JJ 守樋憲治枝

「栂丁/続名声戯場談話[ぞくめいせいぎじよ

うだんわ]口臼」 報瞳治校

(193) 河竹騨可弥州法悦組跡
刊 1冊 752頁 19.4X 14.0cm 

河竹繁俊著大正三年十一月坪内遁遥序饗庭

筆枕惇伊原青々園序大正三年十一月 田村宗

成義東京春陽堂大E十四年七月

見返しに割際結付函あり

(194) 閑吟集地司岩ん凶う

刊 1冊 128頁 15.9X 10.3cm 

藤田徳太郎校注東京岩波書庖昭和七年三

月

(195) 含翠掌考由%すいどラこう
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刊 1冊 110頁 18.2X 12.8cm 

森繁夫著対坂大阪青年塾堂昭和十七年三

月

表紙に「郷士先賢叢書第六書記とあり

(196) 江戸前田出/機関銃えどまえI官A后古川，

帥う

刊 1冊 11頁 16.4X 12.1cm 

莱色子編 ag和十八年三月自序暗口十八年三

月一寸二三蹴 [出版地不明J [出援者不明]

明叶八年三月

袋綴じ奥付なし骨l本あり、一冊は「謹量忍

頂寺先生中村」とあり、村捧彦からの寄項目か

(19η 虜幽開国秘膏ぎ害時日〈ひ.tdv
煙車童書名:開匿縮問

刊 1冊 540頁 19.3X 14.5cm 

出志語苅反弘苅土四目玉年九月

函あり

(198) 義士雑稿十鏑訊ぷっこ光γ叫，

刊 1冊 52頁 22.0X 15.0c血

私、岡惰三著朝鮮京城府松岡惰三昭和十二

年副

後ろ表紙貝J!&しに奥付IJ紙片を附寸また、古

書障の整理票「邦典古書/椿書林神戸東須磨若

宮」附すあり非涜品倶付)

(199) 紀州御庭焼考凱岬うま可申特こう

刊 1冊 30頁 22.6X 15.2cm 

吉田王郎編神戸吉田王郎 [出版年不明]

奥付こ発行情識なし編者兼発行人の吉田主

神戸市陶磁蹄移旬新員非売品焼付)

包00) 狂歌/あふひ州動劫もおいぐさ
刊 1冊 31丁 24.4X 16.80血

健理毒名沼致葵聖司

門野椎渓編昭和九隼三月自序昭草肘L~四月

野崎注文践 [出版地不明J [出版者不明]

袋綴じ丁付なし奥付なし扉題「大倉鶴彦

翁七周，国島善二世泊歌廼屋襲名披露/狂歌集

巻頭に肖像あり、キャプションは「晩年の大倉鶴

彦翁Jr.二世湘樋皆齢

包01) 狂言羽島紙きょヨ11.川Ud!~み
刊 1冊 292頁 14.8X 10.4回1

大蔵虎光薯笹野堅校訂東京改造社昭和

十八年七月

日本出晒醐紙会社回嗣

(202) 郷土先覚神田松雲翁きょうEせん由喝、

んだはううIv.まち

刊 l冊 70頁 20.8X 15.0阻

)1[膨同署神戸神戸史談会昭和十六年七

月

見返しに昨申回松雲翁」として略伝あり

(203) 曲亭馬琴年譜きょ〈て川置き:MV.ぷ

刊 l冊 20.8X 1O.2cm 

議潤三郎著東京使藤巻成・馬琴会昭和七

年十一月

19.5 X 136.3om1枚(両面町届Dを 15に折り

たたむ

(204)清元略年表きよもとw>偽Mkう
刊 l冊 20頁 25.7X 18.30田

清元菊社会編昭和四十二年秋森岡甚吾序 回

版地不明J [出版者不明]

奥げよし 「追加I挑み込み 1葉序者調司は

蕪耐詮議

(205) 近世邦楽年表江戸長唄附大薩摩

浄瑠高の部勧品、l蹴知以前日ヲ淵たつ

けたりおおずつまじようるりのぶ

刊 l冊 292頁 26.5X 19.80:血

東京音楽学校編東京六合館書唐大正三年

五月

背に「近醐珠拝表(長唄之削忍頂寺務調町

と記した手製カノ〈ーを付す

(206) 第一回顕彰/勤王護困窮l土先覚者

略伝 泊A袖叫すんはラきんのうごこ休っしせん以

しゃ~でん

刊 l冊 112頁 20.9X 14.70:血

谷垣芳却l編大阪大政翼賛会大阪市支部

昭事叶八年五月

列題後に「史邑星島とあり

αoη 質規鵠需見<IA>劫も吐つ
刊 l冊 62頁 21.8X 15.1cm 

藤井乙男著 団腸肝明J [出版者不明]

[1仕版年不明]

奥付なし献辞あり

(208) 隈川春雄兄弟 〈ま例措弱音きょう也、

僧謹毒名.隅JI障禄佐兄弟J
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写 1冊 20丁 23.2X 15.9cm 

川幅改薯暗日六年九月自序

袋綴じ)11向島右次が晴播魁新聞」に連載した

「限)11春雄兄弟」を切り抜きsMサ、序は謄毛主版で

直筆署名 口絵として写真 2葉を巻頭目こイ寸す、キ

ャプションは晦111翁手本Jr恒本雪臣碑」 丁付

なし奥付なし 「隅[ママJ) 11春雄兄弟」と墨

書した紙片短僚的を挟む

(209) 現今の古曲界げん日llX:.きょ〈机、

刊 1冊 38頁 23.5X 16.2cm 

山中豊著 [1出腸師明J [仕版者不明J [出

版年不明]

袋綴じ謄宰版頁付は 21-54 奥付なし表

紛立後補 「慨研明白悌六号・lm:鵠7号、編

輯兼発行人青柳境対挑み込み

(21ω 柑子省操こう以凶う

刊 1冊 154頁 15.2X 1O.8cm 

籾山柑子著東京世情堂明治四十年十一

月

表紙に「世惇善堂文宜」、後ろ表紙に「世惇蓄量むと

あり

(211) 刷蹄院こうたけA定ゅう
刊 1冊 353頁 19.0X 13.3cm 

湯朝竹山人著東京アルス大正十五年一月

α12) 巷般大阪商業史 こうずぷ，ぉ晶ちかはラぎ

ょうし

刊 1冊 40頁 21.7X 15.0cm 

佐古慶三著大阪高尾書届昭和二年十一月

(213) 神戸東欧史こ抑制、L
刊 1冊 170頁 18.2X 12.7ロn

落若手重信著神戸 b崎書庖昭和十七年五月

日本出胸部針朱式謝士僻嗣 函あり

(214) 稿本/虚子句集こ剖瓢虐.J:l..<L岬ラ

刊 1冊 68頁 15.0X 1O.9cm 

今村一声編東京世情堂明治四十「年二月

表紙に「骨惇書堂支庫」とあり

閉め紅葉山人俳句集こうよう齢叫乱礼Jゅ

う

刊 1冊 132頁 12.3X 8.7cm 

瀬川疎山編野口寧斎・角田竹冷・巌やl波・

山田寒山・阿心庵雪人題詠東京帝耕土明治

三十士年三月

(216) 国際連盟調査団報告書 こ〈さも市A幼
いちょ音色ず釣ほうこ<w

刊 1冊 210頁 18.8X 13.0cm 

日強] 上海月社出版部昭和←年十月

内題「国際連合会調査団報告書」 昭和七年十

一月九日付言I三前毘民書娯み込み

(21η 各種専門/五大老舗案内一名東京

御買物食通案内似凶せ続記也、uこせあん

屯叫喝胤、とうきβi>'tl"司ペP.>l..ぷつうあA)品、

刊 1冊 288頁 10.2X 18.3cm 

栗山謙作・和多田素介編杉村楚人・岡瞬叶

・水島爾保布序東京玉大老舗案内相府会大

正十四年十一月

(218) 西鶴織留輪講乱、品叫おりどめりιぅ

刊 1点、 23.0X 16.0cm 

三田村鳶魚編 [出版臨不明J [出版者不明]

[出版年不明]

未裁断未製本数葉を紐で鐘める 46.8 X 

31.Ocmを四ワ折り、 93.6X 62.0cm釘ヒポり、

の 2種あり一部甜謎鞘みノドにあたる箇

所に印刷あり、その種類と各々の頁付けを示せば、

「文三J(;!3 ~6H号、「文科三号.J (65 ~96 頁)、

「文科四号.J(97 ~ 120頁)、「文科六号j(121 ~ 158 

E号、「文八号j (159 ~200 局、「文科九号j (201 

~ 238局、「文科十骨」包39~ 276頁、目次 1
~2頁)

(219) 最新映画IJ咽貝はやり唄 乱吐んえいが

こう却まやりうた

刊 1冊 146頁 14.2X 10.3岨

大阪青年弗島会編大阪歌曲好愛会昭和五

年六月

α2ω 突亥震火/再生の記みずのι吐んか

乱噌同港

刊 1冊 20頁 22.0X 15.2c皿

忍頂寺誠一著大正十五年正月自序 回諒]

[1出版者不明

奥付なし

(221) 覇月寺乱、みβ じ

刊 1冊 14頁 26.3X 18.8cm 

[出版地不明] 世路渚不明] 出版年不明]

奥付なし 「株式会世〆朝鮮殖産銀行jの罫紙
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裏にメモ書き「大正十五年西宮町誌 'J挟み込

み

包22)倍強きど
刊 1冊 18丁 22.0x 15.1c血

板愈良編中)11雀子画法勝寺村(鳥取駒

板愈良晴日三年十二月

袋綴じ勝明板多色摺り丁付なし表紙「富

士乃屋草紙「富士乃屋刑IJJ、奥付欄外「富士のや

草車梯十九j とあり

(223) 残月集ざん(1"コ同う

刊 1冊 130頁 21.8x 15目。四1

矢野口三郎・材調良編南穂高村俣野県)

耐揖一明治三十年)¥月

包24)三醐釈放晶也、ゆ批ょう
刊 1冊 148頁 20.0x 14.0四 1

秋庭太郎著東京秋庭太郎昭和二十四年一

月

謄写版見返しに献辞あり扉裏「題篠樋口

慶千ft.J1::あり

包25)江戸文芸/借島民牒ぇ.l!iiゐ11礼
申のはラせ叫岬う

刊 1冊 148頁 18.2x 13目9回 1

尾崎久劫箸神棚治画(表紛 松本領翌年

J開 しなの川郷土昭和二十三年五月

帯あり

包26) 芝居絵本蒐蔵之記 u乱、訂以心的ぞ

うの昏

刊 1冊 186頁 22.2X 15目2回 1

世話情著東京出憎昭和卜一年四月

著書献呈本巻末に作Jlc::名弼|あり

(22η 嶋田見山 wj;;閉す'M!.ん

刊 1冊 20頁 16.0X 11.9c血

森銑三著 [1出船肝明] 凶版者不明J [昭

事叶年一月刊判

奥付なし見返しに「賀正昭和+年元旦森

銑三」と印刷あり

包28) 三味線組唄し柿せん<hうた
刊 1冊 60頁 22.1X 15.2c血

藤田斗南著大阪上方芸術保存会昭和三年

五月

三味線楽系統表(ilj，醐由 1葉挑み込み

α29) 爪睦U申J じ付刻扱j

刊 1冊 122頁 18.9X 12.7cm 

日再調擁捗拭会担編東京 日相磯撤回会社

昭和:ItfiF十月

遅塚麗水著『爪庄の刷を基Hに追補指丁し編纂

したもの

(23ω 中止色.!::tk色桜 lJPぅl是品岬うt忌ざ〈ら
刊 1冊 126頁 21.1X 15.Ocm 

玉柿槻月薯東京七粂憧昭和十六年四月

(231) 鏡石句集/落椿山知曹也岬うまちっぽ

き

刊 l冊 272頁 15目。 XlO目白血

大谷線石著東京{I，函堂大正七年五月

正誤表 1葉挟み込み森谷書房からの書籍送付

票慨衣者集J1冊)挟み込み

(232)仁斎日記抄以息A己創ょう

刊 1冊 32頁 18.0X 12.7cm 

中村幸彦著東京生活社昭和二十一年九月

日本業書83

(233) 新肉節年表 W J!.¥SU;IA正kラ
刊 l冊 30頁 19.1X 15.1cm 

岡本文損害東京蘭闘再昭和十年一月

畢綴じ

(234) 住吉対土御田植す砧Ltd.'~恥日
え

煙量語路:六月十四日住吉大中士細田樹申事)

刊 l冊 26頁 19.1X 12.9cm 

[出版地不明1 [出版者不明1 [出版年不明]

劇ずよし

(235) 聖地淡路せも喝樹コじ
刊 l冊 26頁 22.3X 15.1c田

聖地淡路顕彰会編目喜和十五年三月聖地淡路顕

彰会序 [掛体] 盟都熔侮購絵

神戸三越にて開催された唾地淡路展覧会J何

和十五年四月三十三日~三十八日)の出陳品目lこ

忍頂寺務の蔵品がみえ、併せて開催の「淡路を語

る座談会」に神戸淡友会会員として出席、発言内

容のま録あり また、大阪高島屋の「淡路島展覧

会」何和十五年六月四日~九日)にも務の出陳あ

り 巻末に聖地淡路顕彰会会則あり 奥付なし
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(236) 征露軍歌せ防ぐ柏、
刊 1冊 24頁 14.1X 1O.9cm 

萩原幾喜編東京萩原新陽館明治三十七年

三月

作歌広広瀬武夫・横井忠直ほカミ

包3η 世子六十以後申楽誠儀せ凶〈ωうい

お制向拙后

刊 1冊 58頁 22.1X 14.7cm 

吉田東伍校註秦瑚E聞書東京池内信嘉

明治四十→年七月

α38)全国μ躍陣内ぜιφ劫焔Iu>品、

刊 1冊 494頁 16.5X 11.1岨

日本遊覧柾絹東京 日本遊覧社昭和五年七

月

画あり

(239) )1醐阻の島土産 せんりゅうえのし事みや

11 
刊 1冊 68頁 11.4X 16.2cm 

母袋未知庵著東京古川割問樗桧昭和十五

年六月

量綴じ見返しに献辞あり

包4ω 川柳蕎麦の花せんり的そI初 l拍

刊 1冊 22頁 14.8X 19.40担

母参制改R庵著東 京 日月庵載也昭和八年六

月

袋綴じ袋あり袋に献辞あり

(241) JII柑帽公記せんり岬品ζうき

刊 1冊 158頁 18.0X 12.8cm 

母袋未知庵著東京書物展望社昭和十六年

十三月

日本出加齢株式会社配給元) 袋 綴 じ 函

あり献辞あり

(242) 1縦四位/太田隆正ぞう伽吋お〈
Iゴ=かまさ

刊 1冊 54頁 22.7X 15.0cm 

恒松隆慶編長久村(島根尉 恒松隆慶大

正五年四月

(243) 贈E五位鈴木重指l真人物ぞうはど，V村警U1t:点以心んぷつ

刊 1冊 72頁 22.2X 15.0cm 

樹下快淳著東京遺風顕彰会昭和寸年五月

伍腕

在阪は昭和六年八月刊

(244) 贈正五位古東領左衛門醐云有はう
ご.'-=とうりよ芦え以"'J~ちら
刊 1冊 52頁 18.8X 12.8cm 

古東章著樹下快淳校東京天野敬一昭和

十五年十一月

表紙に「東京淡路創詰むとあり 著者古東は「領

左聾刑玄孫I、樹下は極漕寮編i官官j

(245)淡国通記削よりうき

刊 1冊 74T 25.8 X 17.8c皿

碧堪絡じ著 [出肱地不明J [出版者不明]

日出版年不明1
元禄旗本の翻刻謄竜王版を和装仕立て奥付な

し巻頭に「禅者碧堪海L略伝jを付す他序末

尾に「元禄辛未年玄月下弦紀之野峯雲石堂寂

本採蓮於泉陽歯南寺中開国:Jf:元禄丁丑三月望後

老禅鉄崖書刊月居」とあり 自序末に「元禄

辛未仲春上涜野禅碧描= (尺+月)子指月亭拍奉

室中」とあり 扉に「由良要塞司令官倣閲済み」

印あり

(246) 淡島遊記 t::lul::神うき

刊 1冊目丁 17.6X 11.5cm 

街噸民著匹回友三郎訳福良村住誼尉

平瀬与一郎明治十四年六月

末尾に航持あり

α4η 妻木つまぎ
刊 2冊傍昨春巻・夏巻栴 250頁 15.0

X 11.0回n

松瀬青々著大阪春姐堂ほか 1障明治三十

八年四月

新年春巻154頁明治三十八年四月十五日摘す)、

夏巻96頁納治三十八年四月二十八日新刊

包48) 広重筆東海道五十三次回U郎っと

う晶も浩ちdユ時以r:ぜ
刊 1冊 48頁 18.8X 26.3cm 

大阪朝日新聞編大阪大阪朝日新聞昭和三

年四月

奥付なし表紙後ろ表紙に「昭和二年四月七

日 大阪朝日新聞第一万六千二百九十六部制動

とあり

(249) 独吟どぜん
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刊 1冊 180頁 19.4X 13.3cm 
岡本続堂著東京岡本敬二昭和七年十月

函あり 遺障百合謹呈本信前 献本時の紙片

あり(岡本竜仁田司

(250) 増輔/浪速のしぼりそち1:10なlオヌ1)Lお

刊 1冊 106頁 16.4X 11.5cm 

太田源太郎著大阪本淋I子堂(見返し) 明

治二十八年十二月

非売品俣返し)

(251) 棺舗展割弱折棋，の広u1.l岬J
刊 1冊 80頁 22.2X 15.2岨

日置議機丁太田敬太郎校合玉卦敬京図案t表
紛 金沢石川県図書蛤協会昭和八年四月

鱗題によると「もとの外題闘昔の葉越の枝折と

せらtL..内題はならの葉越のしをりと記されてゐ

る。[中略]巴著者同嫡旨富団長周翁、著作年代は文

政四年。その時翁は七十四歳の高齢であった。」

底本は石川県図輔自所蔵本

(252) 楠公百人一首 なんこうひや<1司ん均しゅ

刊 1冊 20頁 19.0X 12.9cm 

) 1同祐次編神戸禾舟書屋昭和七年一月

則寸法後ろ表紙に印刷非現官日頃付)

包53) 酉園宗三郎!こLぞ問うおるう

刊 1冊 14頁 17.3X 12.4c血

山口滴翠著 [出船監ド明J [出版者不明]

臥jE.十五年制

奥付なし口絵2葉内題明利宗三郎略仇

西園(西村)宗三郎王十恒忌ならびに実父・佐

野長寛七十四B迫閣官念の面白本(巻お 宗三

郎は明治丸坪一月三十九日没

(254) 二世義太夫竹本格磨少嫁 lこせ同開

ゆヲヒI性創立りまのはうじよう

刊 1冊 32頁 22.4X 15.3cm 

福良虎雄編箕面村伏阪府) 福良虎雄昭

和四年一月

「三酎持議式指臨会冊子福良虎雄寄贈'J0巻
利 手械踊慎付)

包55) 日本事謡史 I司iJvfJ渦し
刊 1冊 1198頁 22.2X 16.2cm 

高野辰之著東京春秋社大正十五年一月

附録あり舗構図・町大能面

α56) 制措史の研究 I刷、切けん制

刊 1冊 622頁 19.3X 13.9cm 

穎鳳歯欝著京都星野書底昭和八年五月

函あり jjlJ冊 rr.留糟史の研明白附言J(18頁、

仮製本)あり 星野書底の愛読者カード・中村幸

彦の名刺・中村積徳堂の封書切り抜き(務の書入

あり)、それぞF峨み込み

(25η 司幅ν末揃~ 1附与すえ古1掠
刊 4冊 141丁目.7X 11.00血

洞毛山人編昭和六年四月白i政 [出版地不明

[出版者利回

袋綴じ謄写版央付なし奇書文庫第 8編之

1~4 句踊31 丁・三編33 丁・三編41 丁・四編

36 T) 著書謹呈の書込あり 践によると、「飯

島花月翁のIl鋸柵叢書』所収の同書を、母選抹

知庵氏の謄写したるもの」その他によって、天保

板本を複製したもの母器財枚目庵・中平門前雀の

校正正誤表およて用主幻自記ι思しき文言を記し

た紙片、各1葉挟み込み

(258) 自門新柳記 は〈も以Aりゅうき

刊 1冊 25丁 16.4X 9.7cm 

海揚許予養社編岡里揚序暁嵐校仮名垣魯文

批点明治王年夏海陽許予序明治←一年秋日桜

痴居士宮字 [出加古不明J [出版者利用

袋綴じ奥付なし見返しに「財害桜蔵梓」と

あり

包59)春雨牧草吉 l事翫助主11)がたり

刊 l冊 272頁 21.5X 15.1c血

上回秋成著中争埠彦根注大阪積調官昭

和二十二年四月

カパーあり 著者謹量の書入あり

(26ω 後藤基邑自筆本/播暢名所考ごとう
主此も印つI弘d政広切札、tょこう

刊 1冊 48頁 23.9X 16.4cm 

河本E義著神戸兵庫県民俗研究会昭和八

年一月

袋綴じ表紙は後補か延享三年四月後藤基邑

自筆本の謄軍版桜谷忍謄写巻頭に地名索引あ

り

(261) 費財ラ胡F昌歌 ひこ号凱ょうか

刊 l冊 16頁 14.7X 1O.9cm 

藤田南渓作歌杉江秀作曲大阪佐伯静男ほ
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か2庫大正二年六月

発売元I'i-柳原書庖ほか2捧

α62) 兵庫県石海村史 ひょうごけんLめみむら

し

刊 1冊 190頁 21.0X 14.8cm 

)11膨附著御影 町 住 調 県 ) )11嶋禾舟昭

事叶六年十二月

謹呈印あり 正誤輔氏片挟み込み南方鮒甫の

言|報に関する新聞言E事2点切り抜きあり

包63) 兵庫県下食用鮮魚介類陣荷頓覧ひ
ょうdすλ晶、w<訪世AA.品、い乱立はう山Aん

刊 1冊 80頁 17.8X 8.4cm 

兵庫県水産試験場編明石兵庫県水産試験場

昭和十六年十一月

巻末に地方欄名索引あり

(264) 兵庫県下の古文庫印ひ~すん晶明こ
ぶ品川，

刊 1冊 16頁 24.2X 17.0cm 

島田清著起町 t掛目県) 土俗趣耐土日醇日

二十二年四月

袋綴じ謄窃板温古志叢書第1編

(265) 兵庫先賢遺珠ひど主ごせんけA川岬

刊 1冊 38丁 22.9X 16.0cm 

江口貞膏編昭和十九年五月江口貞膏良橋序

榊月江口氏舗開 昭和十7昨冬

袋綴じ謄写版奥付なし献本時の紙片あり

。工口良橋・同住折、ゴム印)

α66) 兵庫文芦叢林ひ.~.ぷん世も守うりん
刊 1冊 23.5丁 23.3X 17.7cm 

江口貞膏良橋著昭和三十一年五月序 [出版

地不明J [出版者不明]

袋綴じ謄写版奥付なし二十四丁表は後ろ

表紙見返しにE占付

α6η 兵局謹書考 ひdごま1'"こう
刊 1冊 26頁 23.7X 16.8cm 

中谷保三薯昭和三十六年八月序 [出版地不

明J [出坂者不明]

奥付なし

(268) 福原遊郭台草誌ふ〈臥ゅう以M fJ'<

し

刊 1冊 136頁 19.3X 12.8cm 

須田菊二纂著神戸福原袋座敷業組合事務所

昭軍民年十二月

α69) 物薦郭同乎 ぷつるい以うこ
刊 1冊 196頁 14.6X 10.3ロn

東条操栂丁東京岩波書盾昭和十六年十一

月

岩波文車

(27ω 刺画の変遷ベ~噛明へん世ん
刊 1冊 164頁 22.2X 15.1cm 

石原保秀編東京乾裕長生会大正十四年六

月傭船

初版は大正十四年三月刊 古害者章の整理票日Mサ
あり「朝倉書底神戸市三割Iー」 続編あり(小

野文庫271) 定価二円

繍一一一
一一日一弘…

f
一一(272)癖三酔句集へき畝，す1.¥(uj.ぅ

刊 1冊 168頁 15.1X 10.9田n

岡本癖三醇著東京俳書堂明治四十年六月

(273) へちまと十年 4設伽現時

刊 1冊 168頁 18.0X 13.0ロn

山本吉之巌編神戸へちまクラブ昭和三十

一年六月

非勢品侠付) へちまクラプ創立十年記念誌

開

α74) 法然院誌/附忍激上人行状記 l訪
ね品叫んつけたりlこA応よ乳AヨこA岩ょうl沿うき

纏嬰醤諮・格棄却硲法然襲誌.附忍器仕入行

状記

刊 1冊 157頁 18.8X 12.7cm 

白;蓮社端宏薯京都白華社靖法昭和二年十

二月

(275)北斎改名考ほ倍，刷、批℃う
刊 1冊 55頁 19.1X 13.5cm 

桑原羊次郎著松江教対宮大正十←年九月

口絵 1葉「葛僻田翁之肖像、写真 1葉「紐

育市コロンピヤンハイト七十井議弛フラン

シス レスロップ氏蒐集北斎筆の揖報告ある書籍倶
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割激五寸余)の帳入として堆積しある状景明治

四十五年五月十一日 著者撮影」 奥付は後ろ表

紙見返しにあり 定価三十銭

(276) 松の落藁宮つのおちぱ
刊 1冊 214頁 15目7X 10目3回 1

藤田徳太郎校注東京岩波書庖昭和六年十

一月

(27η 粧~*室堂先生年譜ま坑，とl抗、どラ世ん
せも噌~

鍾毎里書名・大和義挙天誹組組裁松本套堂先生

年譜・天輔E八十年祭和宮古

刊 1冊 19頁 20.7X 14.8c血

大野一造著刈谷町後知県) 維新志土顕彰

会昭和十吐洋九月

天株組八十年祭言稔涼(表紛 見返しにsIrfサ
資料あり非涜品焼付)

(278) 万葉集上野国歌私注まA品凶うこう

ず吋句也こす"=lh的

刊 1冊 140頁 21.0X 15.0cm 

土屋対月著育制覇煤乎堂昭和十九芹九月

カバーあり 口絵写真。頁・6点j

(279) 明音大正車部信輔憶本番附めいじt::l.'l-
JdLAi貼吐忌ほんぱN-:SIす

刊 1枚 50.7x 39.0cm 
明治文学稀書複製会・石)1畷編東京詩f酬司
昭和十年十月

袋(19.6X 13.1叫あり 「明尚文学/稀書

複製会時動悌1期第11iIDあり袋日こ噂5日
の墨書あり定価消し、献本か

包8ω 鳴雪句集め同つ〈凶う

刊 1冊 144頁 18.8X 12.7四 1

内融高雪著東京俳書堂明治四十二年一月

(281) 道のじをりみも似おり
刊 1冊 90頁 15.0X 8目Z四 1

日静叶五年五月閑院宮載仁親王令旨 [出版由

不明] [出版者不明]

奥付なし 「修養団の行事jr修表団恥あり、

修養団は発行者か巻末に曹淋詩あり(記名作者

は竹内浦次・暁烏敏・佐々木掲

(282) 書限措〈ν、み慌の悦><，肘

刊 1冊 69頁 11.3X 15.5cm 

大西亀太両編米信画京都大西亀太郎明

治十年七月

α83) 横井也有肖信晴 ょユ吋柑うはうぞうこう

刊 l冊 48頁 22.1x 15.2cm 

山田秋衛著名古屋曽保捧之舎昭和十年

一月

巾付録也有翁閥勤t碑建設錨醐告」あり

(284) 吉 原 本 以bらItIv
刊 l冊 168頁 15.8X 1O.4c血

決升千青著東京古版画研究学会昭和f一年

三月

巻末に妻名索引あり

(285)蘭恵弁妄;A，ltI.ν税局ラ

刊 1冊 126頁 26.2X 18.7cm 

甲回健之助・今沢慈海著成田町(千葉尉

成田山新勝寺昭和十三年一月

袋綴じ書袋あり 成田山開基一千年祭託念薬

草園叢書第一編出援者謹呈本

(286) 1)ットン幸陪書全文/解説並に関係条
約文その他付録り北ん間こ〈はぜんぶん晶、いせ

つ右右前こ制品℃ょう科部材似品以

刊 l冊 300頁 18.9X 12.5cm 

鈴木文四郎編東京・大阪朝日新聞社昭和

七年半月

正誤謝尭み込み

包8η 六樹園狂歌集り¢ゅ以虐ょうか凶う

刊 l冊 49丁 24.1x 16.8阻

西山清太郎編昭和四年一月野崎左文序昭和

四年西山清太郎肱 [出版地不明J[止版者不明]

袋綴じ巻末「石川雌望翁の家系Jr石)I幡望翁

の系譜Jのみ活字叛、うち前者は頁付だが本文に

あわせ丁付事激を数えた奥付なし後ろ表紙見

返しに「東京京欄噴町波屋調書包の鮮Hあり

α88) 砕世絵目劇うきょぇt<~
刊 1冊 15T 24.0 X 16.0cm 

[出船肝明J [出版者不明J [出版年不明]

袋綴じ謄写版序文によると「東都某肉の

浮世絵コレクションの目録、簡略な解説が付され

ている
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4 雑誌・機関誌

(289) 安芸国あ抑Qζ

明U 1 22.6 X 15.2ロn

安芸郷土布開会・逸見敏万編広島文屋書庖

昭和六年七月悌一冊)

月刊縛務後記によると、謄明板の既刊 2号分

が好評につき、活版に切り替えての 3号粥'TIこ先
立ち 1，2号を活字印刷にまかすこととした、本号

はその初号巻末に「丈屋書居古書月報Jあり

(29ω 異国叢書通信ほ〈初はつう凶
刊 5，6 20.5 X 14目5回 1

異国叢書刊附部・奥)1除編東京駿南社昭

和四年四月併をE坊

隔月刊

(291) ラた沢ヨt~
刊 合1冊 1-7 21.2 X 14.5cm 

鈴木武雄編大阪うた沢社大主十二年九月

繍刑号)

不定期間

(292)江戸えど

刊 5(4) 22.3 X 15.2岨

畑虎之取締東京江戸旧事来訪会大正六年

三月傍担港第四量的

月刊

(293) 江戸開t え出品、

鍾謹書名江戸時何般的

刊J(J，2)，2(1，3，4，6) 22.1 X 15.2cm 

菅竹補編神戸江戸時代社ほか 2庫大正十

五年十月偵肝リ号)

月刊

(294) 江戸文化研涜えどぶんかl柑ゅう
刊 1(1劫 19.0X 13.3c皿

高木好次編東京江戸時代文イ聞究会冊目

七年王月偵肝リ号)

月刊(三号・四号伺のみミヶ月空き)

(295)江戸韻体呈どぷlifN
刊J(J-6)，2(1ー12)，3(1-1ω22.0X 15.0cm 

笹本寅編東京む戸読本社昭和十三年六月

偵If刊号)

月刊

(296) 延寿清話え刈均出，市
鍾鯉書名:大江戸之郡斑寿滑鵠

刊合11冊1(1-11) 21.9 X 14.8岨

忍頂寺務編神戸忍頂寺務大正十三年三月

偵肝リ号)

不定期刊務の書入あり 挟み込み書簡 2点

(便筆1通・ハガキ1弟あり ポチ袋1点あり

1(7)のみ高l片明帯主

(29η 太阪工劃育報 ぉbさかこラI孔、じようほう
刊 1(7) 25.8 X 18.20血

高木錦次編大阪(的対闘守工芸協会昭和

十九年三月悌七号)

「大阪府工芸協会二十周年記制移駐とあり(表

紛務の書入あり挑みi砂 IJ冊子「神戸文似車

ll!l.J(同日田あり

(298) 禾赫語以岬うま柑つ

刊1(1-15) 22.0 X 15.4cm 

川同鮎次編神戸禾舟書屋暗叶坪十月 G創

刊ま1
不定期刊非売品(四号尉サ) 献本時の挨拶状

2点(ハガキ1葉・便筆l週挟み込み

(299) よ方曲、みがた

刊 1(28) 22.5 X 15.4cm 

南木芳太郎編対坂上方郷士弼桧ほか 2障

昭和八年四月舘二十八号)

月刊上方遊郭号

。00) 関西川柳学会会報 料品、せんりゅうが
っ，:11'1.¥fJ¥いIまう

刊 〔陀蜘17年10月明 21.0 X 15.1cm 

森次郎左衛門編大阪関西11柳学会昭和十

七年十月

非売品 [以活版換謄与」とあり 号教書E織な

し繍賭・出版者の所番地主 4寄文庫 319の

それと同一羽毛蒲団チラシ1点、務宛母袋対韓

ノ、ガキ1葉勧

。01) 菊水き(j1.¥

刊 2(<θ，3(1-3) 26.8 X 19.5回1

有賀四郎編神戸輔副晴牡ほか 1賭日開九

年十一月悌三巻六号

隔月(奇数月)刊第三巻一号~三号の編輯兼発

行人は中野滑
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(302) Itふきょう

刊 合1冊1(1-1ω12.5X 8.8cm 

佐古慶三編 [出船匹不明] 希有文庫昭和

二年七月ゆ刑号)

不定期刊

。03) 清元きよもと

刊 合1冊1(1づ;) 18.2 X 12.5阻

今村中編東京清荒士大正十四年二月伯Ilflj

号)

。04) 清元寄院きょ拙ナ崎ゅう

刊 12，19ー21 22.1 X 15.3c:血

藤尾輔三編神戸大江戸芸栴社ほか l捧大

正十五年六月傍十二号)

月刊 もう一つの新7所は、大江戸芸術担涼京

支部

。05)清元涜報誌拙J的 Is
刊 122.2 X 14.9cm 

山口太郎編東京滑元流家元昭和十四年五

月偵IJfIj号)

年刊

。06) 近世文学者おせtλ制 Ib'<
刊 3(1-3) 22.0 X 15.1cm 

近世:j(学会編東京近世文学会昭和十二年

一月 6第三巻第一号)

。。η 創重きんよう

煙車墨書名 :K到YO)

刊 1-4(1-3) 14.7 X 1O.8cm 

長田富作編神戸へちま文庫 H苦手口二十四年

一月鎗伊j号う

月刊通巻号教は 1-39号証絡の.jjl.尿記は、

区別YOJ(表紙ただし通巻1-23号、「きんよ

うJ(背、ただし通巻3-39号.) 2Cト12)，3 (2，3，5) 

は固体Zあり、本語計 53冊所蔵また「へちま倶

楽部全員l民名簿"J1冊あり(昭和二十四年六月付

の「金曜融街端昏j 1葉識み込み)

。。ωIJ唄の友 ζラt=.O.泊
刊 1 19.3 X 13.4cm 

東京法木幸雄昭和十→年一月償問j号)

。09) 神戸史談ニテV~ん
刊 121.3 X 15.2cm 

神戸史談会編神戸神戸史談会昭和二十四

年二月復興第一骨)

通巻199号倶付による、表紙に国語巻299号

とあり) 巻末「会話復興に際して」によれば、

神戸史談会は明治三十八年七月岩Ij設、会誌は大正

十五年一月倉刑し第 198号にて一時中絶同じく

巻末に会員名簿あり

(31ω 神戸史談ニテU ゐ
刊 日差田誌o，海接続o 22.1 X 15.1cm 

川嶋右次編神戸枠戸史談会昭和十六年一

月俣田誠

「須磨誌Jf謡肺二あり 号教師卸よし

(311) 神戸史談会会報 ニドu三んかいかいほ

う

刊 日醇日 15年 11月，16年 3月3月，9月，11

月，17年 3月，5月号)，190ー195，197 22.0 X 

15.0cm 

) 11鮎次編神戸枠戸史談会昭和十五年十

一月

隔月刊年時の早いものには号数百E識なし最

も早b申附分と尉コれる誌面個師十五年十一月

刊州の中に、「兵庫史談の廃刊」に関する記事あ

り 本譜十14冊、また「神戸史談会会員名簿何

車庁七年十三月一日現泊J1 flffi所蔵

(312) 神戸謡曲界こ肘ょう吉崎、、

刊 14ω22.4X 15.5cm 

塩谷普段編神戸塩谷善助昭和十年四月舘

十四年第二号)

通巻42号

(313) 匡賠・匡肱こは係ん

刊 14(3) 21.1 X 14.8cm 

京都帝国大学国文学会編京溜弘文堂書房

間叶力洋三月 6第十四者第三号)

(314) 今昔日心や〈

刊 2(5-12)，3 (2-8，1か12)，4(1，4-7九5(11) ，6(1) 
22.1 X 15.Ocm 

島田筑波編東京上回泰文堂・小田原書房

四日六年五月悌二港第五号)

月刊挑み込みυ、ガキ 2葉あり 第三巻第十号

は「大東京展覧会医鼠今昔特苦IJ号」 出版社は

第三巻第八号以降1、田原書房

(315)彩壷会購買録乱、こ机司ix.v..<
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刊伏正9年3月-1開口3年3月 22.2X 

15.Ocm 

島聖域防扇東京彩査会ほ泊ミ 1庫大正九年

三月

不定期刊号教諭なし広告文により所蔵分

に欠あるこ左がわかる 会員名簿含め計 38冊所

蔵各号句表紙夕イトノレは以下の通り、「丸谷窯の

系統に就てJr:彩査会講演録/古'M>論Jr彩査会

講演録/回中長陣町「彩壷会講演録/三鵬世U

R彩壷会講演録/弄山万古]r彩査会講演録/日本

陶醐知分類法:Jr.今尉陸帽述/茶入の話Jr今
泉脳間述/高麗窯茶器j r:彩壷会講演録/鍋島」

「塩田力蔵君述A聞醐靭鴻IJ業員町「彩壷会講演

録/奥困窮IIJr'彩豊会講演録/業常慶とノンカワ」

「彩壷会講摘録/野々 キ吋ヨ育J[塩田力蔵君述ゾ中

興時代の瀬戸窯Jr:彩豊会講演録/青木木米:Jr仁
阿爾道八Jr'彩査会講演録/尾形乾山Jr:彩査会講

演録/支那青査及期国関係に就てJr:彩壷会講演

録/雲鶴青磁Jr彩壷会講演録/党悦と空中Jr彩
壷会講演録/朝鮮三島の話Jr彩査会講演録/朝日

陶磁雑話1r:彩壷会講演録/支那青花輔副乙就てI

「彩壷会講演録/陶輔髄溜舗に就尤Jr:彩壷会講

演録/三;河内焼(平戸胞に就てJr.彩豊会講演録

/永楽保台「彩査会講演録/唐津焼の話1r:彩童

会講演録/高麗青磁の窯祉日朝国Jr:彩壷会講

演録/庚砂手に就てJr:彩査会講演録/安東焼及其

系動機壷王子品演録/六兵衛と其系統の醐量'Jr.彩

査会講演録/八代掛に就てJr彩査会講演録/安南

蜘こ就て附南京報恩寺の陶磨'Jr:彩豊会講演録/瀬

戸焼の趣恥「彩豊会講演録/却麟誠紡尉サ模様

に就てJr大正十四年度報告附会員名簿Jr大正十

五年度報告附会員名簿'Jr昭和四年度報告会員名簿」

「昭和四年度報告会員名簿」に務宛彩壷会会費

送金眠、伏および糠替用紙を挟む

。16) 佐渡湾問ぜけ崎ゅう
刊 1(3-5，8) 20.2 X 15.0cm 

青柳融嗣小木町傍潟県) 青概房雄昭

和 L年四月悌三号)

不定期刊第八申立 23.5X 16.lcm 智勝幹L

メモ挟み込み

。1η 地唄夜話じうた判3

刊J(J，2) 23.0 X 16.0cm 

藤田久太郎編対坂上方訴臨存会ほか 1障

昭和三年七月鎗ifFIJ号)
不定期刊

。18) 信濃 V.;:o)

刊 1 (46，47) 20.9 X 14田自由

南沢幸勇編長野信濃毎日新聞社昭和二十

一年三月(四十六号う

月刊

。19) 三味線車し伸せんぐ吉

刊 11(4) 22.0 X 15.7cm 

森治郎左衛門編大阪大阪緩柳jゆ 惟 昭 和

十四年四月告書十一巻四月号)

月刊通巻第 106号jJI.抱月l噸問形V三味線

草」 編輯者・出版者の百種抽出土、 4甥':x:庫 300

のそれと同一母袋未知庵からの献本

。2ω 書物倒~ w:tつおう弘、
刊合1l冊1(1-8) 21.7 X 15.7c血

神側室珊東京従吾所好社大正十三年五

月偵肝日号)

月刊大正十三年九・十月号は「愚文珍文号j

。21) 書物展望 しよもってんlあ
刊 10(8)，15 (2) ，16 (J-4) ，17(J，2) ，18(2) 22目。

X 15.2cm 

斎藤昌三編東京書物展望拙まか 4庫 開 口

十五年七月傍十巻第八号)

月刊 第十玉港第三号明苦手口三二十三年十月)に

は「普相j二号」とあり 挟み込みチラシ (r:愛書趣

味Jr:少雨荘随筆集/新宮町多奥lI!J)あり

。22)新内道以品世ラ
刊 昭和 10年 8月時前 11年 6月 10.9

X 14.9cm 

岡本史繍東京岡本吏亦暗叶年八月

所帯お昔 3冊は月刊、その後不定期刊か奥付な

し号鱒琳ょし欠号あり計 5冊昭和十年八

月号は両面印刷の一枚物(24.2X 16.7cml二つ

折り 4頁、他の4冊は仮製本

(323) 曇星/江戸生活研現れ晴、ぜ乱、
かつけA虐ゅう

刊 1-5ω22.3X 15.1cm 

柴田泰助編東京春陽堂大正十五年四月鎗IJ

刊号う

月 刊 発f丁7晋の変更あり、春陽堂 (1-4(9))→ 

朝日書房 (4(10)ー) 許48冊所蔵

。24)JI棚じなのせん榊乱jJll)

刊 50，51，93 10.3 X 14.8cm 
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石曽根民郎編松本しなの，)1柳社昭和二十

一年六月悌五十号)

月刊九十三号は朝毘鐘3至。1.2X 15.1c凶

。25) 千葉県史跡調査 ちI;t!すんし世きちょうさ

刊U 1 27.4 X 19.9回n

旭寿雄編成田町(千葉駒 千葉県史廟調査

会昭和←一年九月鎗伊I号)

。26) 陳書 1;Mょ

刊 1-15 22.3 X 15.2四 1

神戸陳書会編神戸神戸陳書会昭和六年八

月偵『刊号)

不定期刊編輯者の変更あり、神戸陳書会→太

田|醐(6-9輯)→)11鮎次 (1()-15暢 2輯と 7

轍語体2冊ずつ、 3，5，6，8-15車申立各l冊ずつ副

本あり、計30冊芳識

。2η 同好 Eうこう

刊1(4，5，7-12)，2 22.5 X 15.3岨

落合重信編神戸同好発行所昭和十五年四

月悌一巻第五輯)

月刊新7所の変更あり、同好捕T所→書物文

化の会(:2(4-8))→且寄書底。(9)→ 計 19冊

所蔵

。28)読書展望ど'(W;てんぼう

刊 3(3) 25.5 X 18.5cm 

鈴木実編東京読書展望社日開二十三年三

月悌三巻三朝

月刊~輔 15母

。29) 読書主文献ど~ぷんけん
刊 4(5) 21.0 X 14.7岨

J~同氏お偏東京 日本古書通信社昭和十九

年九月傍四巻第五号)

月刊

。3ω 中座 T必ぜ

刊 2 22.2 X 14.8ロn

姥谷久一編大阪松竹合名社大正十五年十

月 6曹三編

不定期刊特集号名「歌舞伎事修司佐団阜普号」

。31) 担問品々散化きβ どけ働制
ぷA油、

刊U 4，5 25.4 X 18.k血

若林泰編神戸若材春闘日二十六年一月繍

四号う

月刊謄写版善晴品第四号編輯後記に「本

誌発展の為め常に御高配賜る」方々として以下の

名前期己あり「他長孟岡創世 )11島右次俳句骨)

川|辺賢武島田清神栄宣郷長谷川章問人

伊市浜田{山次郎馬場和夫福原おりL郎松本

沖伏郎官J晴榔若松f宇平襲野台高校歴史部」

第五号射す「昭和二十五年二月」とあるは二十

六年の輯己か

(332) 日本及日本人 l司王A正法的こ臥心ん

刊 2(1) 20.8 X 14.7cm 

寺田憲4肩東京 日本新聞社昭和二十六年

一月悌二巻第一号)

月刊

(333) 日本決:化 にほんぶんか

刊 14，22 21.3 X 15.1c:血

深谷徳郎・富永牧太(日本文価砂桧)編丹

波市町僚良則 天理図書館昭和十三年七月

傷十四号)

隔月刊日本出師酪鯵耐性 G臨元・第二

十二号則サ) 第十四号特集名「国文学号」に野

間光辰「事現謎封訴時辞表付棉屋文庫蔵書原

本紹介」所収、冒頭、忍頂寺務・他の著述参照と

あり

(334) ピブリアぴぷりあ

刊 1，2 21.3 X 15.2c血

典籍学会編丹波市町僚良駒 養徳社昭

和二十四年一月 t白押l粉
年刊 日本出胸部錫伝桧社 00鵡元・貴IJflJ号

奥付) 典籍学会ft表者協神田喜一郎悌一輯・

第二輯とも)

(335)ひむろひむろ

刊 5(11) ，12( 11) ，13(5) ，17( 1ω22.1 X 

15.2c血

坂井賀一向編神戸ひむろ杜昭和五年十一

月伐時五十因坊

月刊志賀う怯佐(発行者) 昭和五年十一月号

特議銘は~量生衣居土追悼号」、また表紙に「俳矢雌

誌」とあり 同号尉亙しに「草曝文庫扇面軍の世情

の写本をいたします。 規定御入用の方は二銭封

入士綱照会ひむろ社写本部」とあり 写真 1葉

(fPHOTO BY Y.YAMANE KOBEJの刻印、

高田蝶衣を囲む詑念会での撮影約挟み込み第

十三巻五月号巻末に「草曝文庫自靖国Iあり 第
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十七巻十月号が終刊号~捲 195 号)、巻末に「ひ

むろF晴晴耳目」およひ僻版で「ソ聯より

秋山紅二」なる記事あり(ノンプ川首重しで記載

。36) 兵庫史談ひ.o...1...I品
刊 1，2(1-7，1ω，3，4(1，2，4-12)，5-9(1-1ω22.7 

X 15.4ロn

神戸神戸史談会昭和t卓三月白骨刑号)

月刊一剖E合冊七巻王号(昭和十三年五月)

に紙片「吉分大魯の碑文に就てIあり

。3わ兵庫史協ペ和田岬誌ひょ?--'L.ttM吋z
h告書し

刊 12(1ω20.9X 14.7岨

) 11向島右次編神戸神戸史談会 IIB和十八年十

月

月刊非涜品焼付)

(338) 布教誌月刊/一知占さβ し11-:>かんい

ちによ

纏援醤諮:一如)

刊 27-29 18.2 X 13.0c血

宮田法惇編小豆島笠ケ瀧(香川県) 真言宗

教会講笹沖都伝道部昭和三十六年四月(三十七

号)

月刊奥付欄外に「笠ケ靖齢制寺内真言宗教会

講社湾都伝道部伝導["7"7J部主宰宮田瀧淳」

とあり チラシ「布教雑誌一如愛読者情加大運動

並誌代未納者急紺糧費助」挟む

。39) 竿，j(，~必こ臨時号/校訂/浮世絵類
考 ふれ、昌弘ム二りんじごう三う'-0.'うきょえるにう

明U 4 22.4 X 15.0ロn

島田筑波編東京牢水匝房昭軍此洋九月(四

書面

刊附頻度不明隼水ぶんこ第四篇三田村鳶魚

「浮世絵類考の不安心I収録三田村鳶魚蔵曳尾

庵本浮世誕瀬考を底本とし酉山堂本文化王年写

止国亨の異本三種とその他の類考本を衆合して校

訂

(34ω 古本屋 4るI新沖

刊1-10 22.3 X 15.3cm 

荒木伊兵俸縄 民臨む 荒木伊兵衛書宿昭

和二年四月償問J号)

不定期刊七号と八号叩聞に「賠舗移転進出記

念古書販売目動あり、計 11岡芳瀬倉l刑号

に発刊挨拶状偵UfU号発行日と同一日付印刷D

あり +号以外後ろ表紙欠

(制) 文献志林ぷ岬んしりん

刊 1(1-5) 22.5 X 15.4cm 

石川晦編東京従吾所好杜ほか 3障昭和四

年十一月鎗ぜ刊号)

不定期刊価格五十銭。高玉号に限り出版社移

転猷日およt舟桔披露に代えるため非境紛

(342)邦楽の友防水のとも
干リ 13(10，12)，14(1-3) 20.9 X 14.8ロn

矢部洋文編東京詞礁の来初刻、 1皐 冊 目

四十二年十月世帯十三巻十月号)

月刊通巻149号 154開識伐あり)

(343) 濃)11みな劫初

刊!(!，2) 21.9 X 15.3cm 

佐藤裕彦編神戸神戸楠公会目帥十四年八

月偵肝リ号)

不定期刊非売品神戸楠公会会報として明斤T
O喜二号巻対

(344) 民俗芸術みゐ水市治相
刊 2(4) 22.2 X 15.0cm 

小寺融吉編東京地平社書房ほか 2庫 闇 日

四年四月悌三巻第因坊

月刊民俗野被冶瀬署揖俵紛

(345)民鱈研現制よ引ナ崎ゅう
刊!(!-5) 22.1 X 14.8cm 

奥村由競瑚偏東京白帝社昭和十二年七月循IJ

刊号う

月刊編輯者の変更あり、奥村由競清吾→藤田徳

太郎編臼(4)→

(346) 杜と鳳制ι卓也L
刊 2 24.3 X 15.3cm 

杜と凧同人編杜と風間人昭事QA年四月(二

号う

干肘官嵐度不明袋縁じ謄窃板

(34η 和本料以，
刊 1，2 22.0 X 15.1岨

松本安平編名古屋松本書眉目師三年六月

(一号)

月刊後ろ表紙欠

(348) 典籍叢綴 U増きそうてつ
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刊合1冊 21.5X 14.6cm 

「奇書珍籍'J1ヨ、「典籍'J1-4、「中央史劃 11(3刈
を合わせ製本「典籍叢動の背主主宇を入れる 各

々の書誌事項は以下の通り

「奇書珍籍」 石)11巌編 東京従吾所努社

大E八年十月鎗肝リ号) 月刊

「典籍」 木沢字編東京古書保存会丈正

四年五月鎗l刑号) 隔月刊

「中央史島 長坂金雄編東京国史講習会

大正十四年九月(十一巻三号) 月刊

5 忍頂寺務自筆資料・他

5. 1 手写本

(349)猪の文章LLO)...... 
写 1冊 17T 22.8 X 15.7cm 

献笑閣主人序[年昨不明] 自序[年時序者不

明] 忍頂寺務写 [書写年不明]

袋綴じブループラックのベンにて匡郭界線

なし墨書墨付き 16丁原本「汲古堂蔵相む

巻末註記では宝暦元年頃の作品とする 藤井紫

影所葎罫本の写し

(350) 拾遺枕草紙〆勾E笹fl'J> uφういま〈らのそ

うω、't.q，吐ょう

写 1冊 26丁 23.8X 16.40血

[序あり 年時序者不明] 忍頂鳴持 [書

写年不明]

袋綴じ 24字X20行の緑罫原稿用紙(中央下

に「忍頂寺務」と印刷あり)に墨書墨付き 23

丁半 「春曙軒高蜘印の写しあり 巻末註記に「積

徳堂にて金三十円、大正十四年七月十六日 金十

円昭和十三年五月十五日」とあり、務所蔵本の写

しか

。51) 本朝色鑑 l瓢応ょう」尚古

写 1冊 16丁 22.8X 15.7岨

寛活["，，]口白書留南し]年目十六月狐ノ日妾

腹産人序(巻末にあり) 忍J頁寺務写 [書写年

不明]

袋綴じプループラックのパンにて匡郭界線

なし墨書墨付き 15丁半巻末註記に「上方

初期の酒落本なり」とあり 藤井紫影所蔵本の写

し

(352)短華藁葉楼曲/実=教〔音曲手
引草〕 たん晶、ずL、必 告発ょくじっ己芳ょう お~
Kな嬉ぐさ

写合1冊 32丁 23.3X 16.Ocm 

忍頂寺務写 [書写年不明]

袋綴じ題担匝なし、標記 3点、の合写書名のう

ち「音曲手司|草」出場望による、他 2は表紙写し

による M 字X2畑行の緑患原稿用紙(中央下に

「忍頂事務j と印刷lあり)に墨書墨付き 29丁

内樹立以下の通り

「短華薬事由 丙午秋序[序者不明] 巻末註

記によると、天明六年刊体の写し

「楼曲/実= (言偏+日+糸+糸)動 風廓

房[ふうりぼう]主人序[年時不明] 祇園皿水

館の青馴[あおなれ]駿巻末嵩百によると、寛

政十一年刊本の写し

「音曲手引草」 宝寿老人著明坤板元不明

(353)花会憎哉烏帥叫こ〈帝時す
写 1冊 49T 23.0 X 16.0cm 

自序[年時岸者不明] 忍頂寺務写大E十四

年八月写

袋綴じ 24字X20行の緑罫原稿用紙(中央下

に I忍頂寺務」と印刷あり)に墨書墨付き 47

丁半巻末謂己に「年代不明、羊紙本なり。字体

より判断して宝暦頃のものなるべく、其後安永頃

に再板せられたるにやJとあり

(354) 新吉原常々草上下合凶，~-::>
材対ぱ割以う晴樹世

写 l冊 51丁 22.8X 15.3cm 

磯貝拾若著 自序[年時不明] 忍J頁寺務写

[書写年不明]

袋綴じ 25字X24行の茶罫原稿用紙に墨書

墨付き 50丁口絵単葉巻末註記によると、上

野t図書館所蔵の元禄二年三月刊本の写し表紙は

本文と同じ眉輸相紙を用いる後ろ輔氏なし

(355) 紀子大京蓮如憎禄きu吉正可晴、ずふる〈

写 3枚 24.2X 33.0cm 

月松軒紀子著 [書写品野明] 書写者不明]

[書写年不明]

20 t瑠関紙 3枚二て祈りクリッア留め標題

I施汗大矢数住藍量六年刊附執とあり

(356) 島雲漁唱島雲漁唱抄録的う，~~
はう と汚~Jiょ乳ょうる〈
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僧型書名:島雲幣酒)

写 4枚 23.6X 32.4阻

遠0.瑚躍主主E著 [書写地不明1 [書写者不明]

[書写年不明]

24併催罫紙佑端に f(!霊園印OJとあり)に墨

書 「島雲漁唱J1枚、「島雲漁唱封書剥 3枚仁

勺祈り針留め，)島雲漁同国末尾に「忍頂寺劃

とあり

。5η 遊戯三昧暗号慰応器、
写 1冊 74丁 23.7X 16.2cm 

萄山人著忍頂寺務写昭和十八年四月書字校

合

袋綴じ題簸なし 24字X20行の緑罫原稿用

紙(中央下に「忍頂寺務」と印刷あり)に墨書

墨付き 72丁半巻頭註記によると、松鐘旧蔵・

わたや丈高弗跡η大田南畝自筆本の写し

(358) 色分/傾国乱髪~"!>t.>1すl丸、こ仇臨

晶偽

写 1冊 37丁 24.0X 16.6cm 

忍頂寺務写 [書写年不明]

袋綴じ 24字X20行の緑罫原稿用紙(中央下

に「忍頂寺務」と印刷あり)に墨書墨付き 34

丁半巻末詣Eに「原本下巻のみ0.耐文庫蔵。本

書は「色里夢想世/貞享四卯年板/に号開せら

る与拭それより以前の仕版なるべし」とあり

(359) 京大坂茶屋雀/勝潮方配〔色茶

屋頻早顔] きょうおま割もやや村め以わ時点ま

うき Lちちゃ引A唱かお

煙量語銘:京大坂茶室雀諸分調方言。

写 1冊 116丁 23.0X 15.9cm 

いろ本射訓介・もくこうやらλ編 (f京大坂茶

屋T雀/諸分調方言白) 忍頂寺務写 [書写年不明]

袋綴じ 24字X20行の緑罫原稿用紙(中央下

に「忍頃寺務j と印刷あり)に墨書劃寸き 112

丁巻頭註記「解説」に「元禄十→年三月、高屋

仁兵衛板元なり、巻首に色茶屋頻早顔と題するも

の、目録一丁、本文廿八丁半を増補して再被なる

旨断り書せり」とあり 「色茶屋頻早顔[シカミ

カホlJ0'部最←ー年ミ月刊Dを合写

。60) 山茶評半レ官原朝山 品ちゃひょうIお

よU泊かせん

写 1冊 46丁 23.7X 16.lcm 

忍頂寺務写 [書写年不明]

袋綴じ題療なし 24字X20行の緑罫原稿用

紙(中央下に「忍頂寺務j と印刷あり)に墨書

墨付き 41丁巻末註記によると、「野間氏写剥

の写し野間光辰写本は、天理綿屋文庫所蔵の延

宝八年干1体を書写したもの

。61) 島原/評判やりくり草下しまiおひょ

う出用以りぐ割T
写 1冊 24丁 23.8X 16.5cm 

忍頂奇教得 [書写年不明]

袋綴じ 24字X20行の緑罫原稿用紙(中央下

に「忍頂寺務」と印刷あり)に墨書墨付き 23

丁半巻頭註記によると、中宇津彦所蔵の延宝七

年十一月刊本の写し各丁に入紙あり

。62)秘伝書吉原あくt::JII名寄ひでんw:

よu>らあGと古骨プ品k世
写 1冊 117丁 23.6X 16.3cm 

忍頂輔惇 [書写年不明]

袋綴じ題接なし、標記2点、の合写 24字X20

行の緑罫原稿用紙(中央下に「忍頂寺務J1::印刷

あり)に墨書墨付き 117丁内容は以下の通り

「秘伝書」 巻頭註記によると、中村幸彦宮前軍

本の写し巻末由日に野間光辰解説の写しあり、

寛来初年頃の干体とする

「吉原あく剖l陥寄」 あさぢか原角田)1[の住

人菰鳥著自序[年時羽田 巻頭自己によると、

わたや文庫商議の通油町かめや彦右衛門板天和元

年刊ヰめ写し

。63) 評判/吉原七福神ひょうl弘，.l::LA喝し

ち晶、4メ，

写 1冊 39丁 22.8X 15.3cm 

鴬躍軒著 自序[年時不明1 JE徳三年春自蹴

忍頂鴇惇 [書写年不明]

袋綴じ 25字X24行の茶罫原稿用腕乙墨書

墨付き 39丁巻末詣巴によると、上野図割問

蔵の正徳三年春判本の写し表紙は本文と同じ原

稿用紙を用いる後ろ表紙なし

(364) C吉原よぷこ烏〕 色里名所独案内

よ凶沿よ占ζどり いろさ占めL吐』王比りあ心品、

写 1冊 55T 23.6 X 16.lcm 

田市宣岡 (f吉原よぶこ烏J) 忍頃寺務写 [書

写年不明]

袋綴じ題書官なし、書名は「吉原よぶこ鳥」を

同巻末註記により、「色里名所独案内」は同表紙写

しによった 24字X20行の緑罫原稿用紙(中央

下に「忍頂寺務1日明oあり)に墨書萄寸き 52



40

丁 「吉原よぶこ烏I巻末解説(欄外註言。によ

ると、)1崎氏舟所蔵本の写し同開児に「寛文年

度の出板にして、画は師宣なるべし」とあり 「色

里名所融案内」巻末解説では安政三年頃刊とする

(365)吉原一言艶識よ凶弘、ちごん.;tN出，

写 1冊 36丁 23.0X 15.40血

自序[年時序者不明] 忍頂寺務写 [書写年

不明]

袋綴じ 25字X24行の茶罫原稿用紙に墨書

墨付き 35丁巻末註記によると、上野図割自所

蔵体の写し巻栽闘に rr日;刷、説年乳には、

吉原一言艶様、正元禄年間板、と缶せり」とあ

り 表紙は本文と同じ居輔自用紙を用いる 後ろ表

紙なし

(366) 吉原三茶ヨ幅一対 ょM喝さんちゃさん

ぷ:<r.句功、

写 1冊 59T 23.9 X 16.3cm 

玉門寺隠居著延室九年正月玉門寺隠居序忍

頂寺務写 [寄手明司月]

袋懐じ 24字X20行の緑罫原稿用紙(中央下

に「忍頂寺務」と印刷あり)に墨書墨付き 57

丁半巻末揖己によると、藤井紫影所蔵本の写し

藤井本は延宝九年升屋板 (r酒竹文庫Jr触山=

揚之町の旧蔵間1ありという)

。6η 吉原酒てんとうしJ:Lt>刷てAどうじ
写 1冊 23丁 24.0X 16.50血

貞享三年四月不長徳序忍頂寺務写 [書写年

不明]

袋綴じ表紙なし仮綴じ 24字X 20行の緑罫

原稿用紙(中央下に「忍頂寺務」と印刷あり)に

墨書墨付き 22丁半序と本文の聞に白紙格紙2

枚停車おあるも、車場じからは除外した書簡 1

通挑み込み尉筒裏に、差出人名「直諭出入商

森西ウィリアムス合資会社I・住所・電話番号を印

届由、中に「吉居酒てんとうし」原本写真4葉あり

(目録・本文一丁表の 1葉およ時給3鶏 巻

頭註記によると、綿屋文庫原瀬の貞享三年四月刊

本の写し

。68) 吉原太豆俵評半IJ J:Lt>ら輸出らひょう

l弘，

写 1冊 53丁 22.9X 15.7cm 

不申共働陸自序[年時不明] 天草戸年四月駿

忍頂寺務写昭和七年十二月写

袋綴じ 24字X20行の緑毒草原稿用紙(中央下

に「忍頂寺務j と印刷あり)に墨書、一普陣耕華に

挿絵を模写したものを綴じ合わせる(ノドには別

紙を継ぐ) 巻末詰Eによると、藤井紫野府議の

影写本の写し藤井本は天和三年板(平出文庫旧

蔵本) 嵩昧尾に「奥書に目、「志原評判大豆依

一本龍屋大人彦前章、杉寄某ぬし予がためにこれ

をうっし給ひ九天保四年己十月十日一校了、江

泥亀寿」いま原本の行方知らず(昭七、十二、二

十:::'.)Jとあり

(369) 志道軒花鳥歌合色里三十三所息

子l順礼 しどラけんかちβヲdわせ 同ぎ白弘じゅ

うさんw;t寸司み'MU.'

写合1冊 35丁 23.6X 16.lc血

千乍者不出来自序[年時不明](じ起草何時歌合j)

忍頂寺務写 日召車時期模写剖

袋綴じ題療なし、標記2点の合写 24宇X20

行の緑罫眉端組紙(中央下に「忍頂寺務」と印刷

あり)に墨書墨付き 32丁 「走議第椛烏歌合j

原本は、宝暦王年七月菊屋新右衛門板苗百によ

ると、タツミヤ書盾より三十円で務が購入したも

の 「色里三十三所息刊l廊U原本1"1-板元信裕
治兵衛巻非務時献によると、「東京新誌」第二

号I~置刻されたものは本書と若干異なり、千乍者有

賀亭事成、板元和泉屋永吉宮武外骨「アリンス

国語動明書和四年)の号開あり

(37ω 鴎断愛4とを〕 えちごぜ審

写合1冊 74丁 23.7X 16目lロn

忍頂寺務写 日苦手口枝朗頃写泊司

袋綴じ題療なし、内容は越後くどきその他の

合写 24字X20行の緑豊草原稿用紙(中央下に「忍

頂寺務」と印刷あり)に墨書墨付き 64丁半

冒頭、歌謡に関する輯見鎌田「近代激謡釦昭

和四年、三田村「瓦版のはやり円駒大正五年、野

崎左文「かな反古」明治二十八年、高野「日本歌

謡史」大正十五年、藤沢「明治流行歌史I昭和四

年、同「流行唄変遷史」大正五年)を割線続日け

て、務件戒と思しき「越後くどき自動あり、 180

の曲目を掲げる (r亙淑のはやり耽「近侍掘調副

の所戟およ匂川島禾舟文庫の所蔵に関するメモ含)

詞章の書写ある曲は、「しんはM1沢くときJr上
回大屋はしおちくどき上大屋はしゃんれぷし

下Jr豊口づくしゃんれいぶしJr車首長品)11宿坂

本おきく信之助しんじうくどき 勾「華南E筒貝新

之介をきくしんじうくどき 下Jr.色里町中大繍子

音曲競 しゅんとく丸高安口説ゃんれぶしJr.車淑

東海道五十三次恋路くどき上Jr:謝肋惨事]在上
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喜市~L'中くどき上・下J r高崎駅心中くどき上

・中高崎心中くどき下・下の中J[ち〉ぷ道中

寄居在男ふすま村心中上・下J[C標題不明JJ鳴

巣在寺桝悼よし長次心中ゑさおうし上・上ノ

きり 寺谷村心ぢうくどき下・下の中JU:::州沼

田在金子キ1かまうでくどき上釜うでくどき

下」 絵表紙を丁寧に模写したものと、「刀を持り

男合掌する女を画くJ等と絵組の説明をするもの

とあり また、各末尾ごとに務の註記あり

。71) 鴎蛾くどき〕 え?ちご化曹

写 1冊 87丁 22.0x 15.0cm 

忍頂寺務写 [書写年不明]

袋綴じ題簸なし、内容は越後くどきその他の

合写 n字X20行の茶豊草原稿用紙(コクヨ駒

にベン書冒頭、「越後くどき第一輯自動として

お曲鍾番目 1-20、イ~へ)を掲げ、続日けて目

録 1- 20の各曲につき詞章を書写 目鰯こより

その曲名を示せば、「蹴齢世震口動「日光領暗操

記玉しいやんれぷしJ[おλ』師子がりくどきJr持
丸長者銭屋くどきJ[.比浦ふねびゃうばんくどきI

「豊あし原しら浪くどきJ[:焼場方角くどきぶし」

「交易くどきJ[仮宅iゃんれぷしJ[中国泰平くど

きJ[世の中銭くどきJ[てうてきたいじくどきぷ

し.J[泰平御かぞうくどきJ[，魁星島戦争西郷口説

ゃんれぶしJr大坂新聞J[五月十一日永らんあれ

場新聞J[大あれくどきJ[これらたいちくどきJ[[日

奥 H会津領/岩代国ばんだい山並諸国大あれくど

きJ[耳司曹団麟悲V大脚lくどき」 各末尾ごと

に務の詣Eあり なお、目録イ向山の 6曲 国 樟

書写なし、「此浦船評判くどき 勾「固定ち忠次く

どきJ[:紅戸允kぢしんくどきJ[:江戸大地震くど

きJr安政六未年七月/関東大水之次第J[.魁尼島

太平くどき」 務のメモ書き紙片を挟む 「型llJ

と記したノj紙片を表紛こ貼付

。72)道中双六[ほか〕 ど弛柿す苫〈

写 1冊 50丁 20.6X 14.8cm 

忍頂寺務写 師蜘二十年直後写叫

袋線じ題簸なし、内容は伊勢音頭をはじめと

する音曲の目録および詞章数撞の合写 20字×

20行の茶罫原稿用紙(コクヨ劉にベン書、一丁

目は白紙官頭の「道中双六」に続けて「霞亭文

庫甘露草識いせおんどふたみまさむとして 137

の曲目を掲げる備の討Eに「総て「日本歌謡集

肉 ω収録せらる〉もの、小虫入にて、特に注意

すべき曲目無し。(十九年四月廿六日所周」とあ

り) 同様に「大阪図書館一五一九九一本蘭萎

文庫厳司1ありjより板本 85点、「大阪府立図書館

一五一九九一本」より板本 142点・写本26点の

曲目を伊国し、「ブ司自町立図書館一五一九九ー剥

のうち写本数点につき詞章を書写、その曲目は「仕

立帯J[下女道具血「大鼻もんそうJ[くすりうり」

「下かたひらJ[.ふた応石J[うた〉蜘「たちはな

もやうJr墨絵のちらし.J[虫っくし」 続日けて、「わ

たヰ吹温石田本二見真砂'Jc写本 3点〉より 55

曲の目録を掲げる、うち詞章の書写あるは「めっ

た的IJ[:花の動「月雪花J[四季の寿iJ[，みた鳳「思

ひの饗Jr級車旬「高砂IJ~慶蜘「望月 中の巻iJ[:花

つLみ.J[:葬J[:相生丸 巻末は、「旧ド石田文庫/

鵬諸事動倭泳三年七月写、 1冊)より 16曲

の目鉱うち「追善/蓮の露」のみ調章書写あり

「写PJむと記したノj紙片挟み込み

。73) はやり音頭兵庫ぶし はやりおん民貼う

ごぶL

写 1冊 89丁 22.4X 15.1cm 

忍頂寺務写 回弼噸芹頃写カヨ

袋綴じ 内容は兵庫ぶしの目録およt用可章の合

写 24字X20行の茶罫原稿用紙([OS原稿用紙)

にペン書、一丁目は表紙集白紛 「兵庫ぷし自

動([昭和六年七月調劃と添え書きあり)とし

て 41曲を掲げる 同目録のF調猪項目により、

太田文庫・禾舟文庫・静村文庫・山村文庫の調査

内容と知れる 目録によりその細目を示せば、「石

とう丸なみたの花かこJ[:おいそ庄兵衛j[おかる

善七:/心中新生動「おそめ久松/もやうづくし」

「おっね吉次郎/うき名の伊達蜘「おのぶ光右衛

門/死出の脅蹴「おのぶ光平/名残の神話匂「お

まさ孫三郎，/=白骨唱)[メイゲツ]血汐協IIJ
「蹴pめ伝次郎/ふたlまの記動「か1のおきく/

いもせの劃「かしく/なごりの捨手つなJ[苅萱

道心/桜のゆふベJ[，紙屋治兵衛わかれm祉「か

M申文七」川牲吉三八百屋お七/醐椴Jr.小

性吉三八百屋お七/葱息女凝飛龍次J[さいの州立

らJrすみだ川J[清十郎おなっ/ひめぢがさJ[大

やしろよの中かぐらJ[田井叫酔心中おまて痢l心/

翻協所衛[チマタJJ[:樽屋おはんJ[たんぱ射宇

りんゑのしたひもJ[，忠兵衛梅!I[/めいどのひきや

くJ[ちとせまんざしリ「つ〉井筒三重量副「藤八お

りん/なごりのしをりJ[うき世烏づくし.J[南部

十三がね，Jr七福神大こくまひJ[.三国小女郎/恋

路の知れ女J[山さき与次兵衛j[山田のつゆ'J[，や

りの権三りんきのあたなみ，J[，常吉おった/ひょく

の中宿J[こいな半兵衛/もつれのしらいとJ[:権

六せいしん/浮名J[かさね井づ川「山崎与次兵
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衛/きゃうき伺働「さし、のかはら/めいどの花

がさJr，週開与一誉の的」 各末尾ごとに務の註記

あり 41曲中、末尾の「重傷与一誉の的」のみ詞

章害写なし 「写PJむと記しtuJ紙片挟み込み

。74) 晦量くどき〕ひ広明
写 1冊 42丁 23.8X 16.20血

忍頂寺務写 [書写年不明]

袋綴じ題療なし、内容は兵庫くどきの詞章お

よび目録の合写 24字X20行の緑畏原稿用紙(中

央下に「忍頂寺務」と町刷あり)に墨書墨付き 36

丁半以下の曲目につき言事嵩軒あり、「愛護稚名

歌勝関ひやうごくどきはやりおんど枕づくし」

市可波の十部兵衛新ばんはやりおんど くまの

ふしJr:おそめ久松末尽し上・下Jr小野の道風

/筆づくし新板はやりおんどひゃうごくどき」

「金屋金五郎dr:源平布引瀧くまのふしJr藤八お

りん/名残需[しほり] ひらかな六くだり は

やりをんど兵庫ぶしJr日高川入相花王[さくら]

/さくら尽新はんはやりおんどひゃうごくど

きくまのふしJr人の名のつく/見立づくし軍撤

びゃうごくどきJr大津絵「人の名のつく物IJJr大
津絵「人でなし焔づくしJJr主主司かくしづくし

大あたりひやうごくどきくまのぷしJr孫£治早/

間男吉之丞」 各曲末尾に務の註記あり 巻末に

「兵庫くどき目動あり、ただし「本目録は山村

太郎氏件減のものに些か補遺したる」ものという

務による分類と目録掲載数を示せば、「節の名を

記さぬもの'J33曲、「貫限強PJ67曲、「甚九$J16 
曲、「早口うたせJ18曲、「兵庫節iJ32曲 「写

蜘と記しおj紙片を表紙に貼付

。75) G覇軍目りくどき〕 みや司泌~q:曹
写 1冊 65丁 23.7X 16.10血

忍頂寺務写 [日訴時瑚碇写剖

袋綴じ題書官なし、内容同郡踊りくどきの目録

およt用車言その他の合写 24宇X20行の緑罫原

稿用紙(中央下に「忍頂寺務」と印刷あり)に墨

書冒頭に、萄山人噌繊三恥からの引用あり

「右者京都郡躍寄にて」云々 続けて「朝漏りく

どき目録Uあり (r日本調知章集成，Jr近代歌語講む

への収録の有無が記入されている)、103曲 うち、

詞章の書写あるものは、「くるわ色ざとはやりうた

御ぞんじのかのお徳女が/¥はれはさのまへを

まくりてゆびさして よいやらなぶしJr色旦まち

中はやり寄 しんぱんかすっ糾こきこへますはい

な苅土ゑぴすの ことじヰヨいなぶしJrくるわ色ざ

とはやりうた恋による宇治八けいちゃコみ寄j

「ほんぶくさうし竹本読後ぶし有馬湯土色「有

馬名目府IXJr，華湖沼崎おんど宮島八景Jr，華淑く
どきおんど広島名所めぐり 八景'Il;惇減就し

んもんく入Jrどふなりとなろそ刊、ふ節Jr世の中

豊年いさみふしJr男女じよさいなしーっせぷし」

「ないものづくし勾「ものづくし下Jr，車淑
ないものづくし勾「しλ板ないも貯づくし下」

「役者/ほめことば車両刷「ひらかな役者/ほ

め詞宮づく L拳つくし費づくしJrむしづくし

ありま名所ヨくUIJ=i町づくし車板ほめ詞Jr:新
都、ろはづくし髪づくし六歌仙十二のゑとづくし

役者ほめことば'Jr，三ヶ之津当世主措顔見世揃

祝儀/ほめことばJr;船中安全船玉大明神さん

げ/川 間ま各曲ごとに務の註記あり

(376) 律呂/三十六声撞の塵 りつりょ以心ゅ

う試せ吋也回ちり

写 l冊 22丁 23.4X 16.1阻

享保十七年三月泉南興津浜株夫序享保十七年

三月佐野興樟浜膨と駿忍頂寺務写 [書写年不

明]

鍔際じ題療なし 24字X 20行の緑罫原稿用

紙(中央下に「忍頂寺務」と印刷あり)に墨書

尿本は享保十八年五月出雲寺和泉橡版務の巻末

解説によると、本書は「半高体五冊[中略]三絃

の諮本にて、野崎検校の弟子信市の採譜せる長歌

十五輩を掲ぐ !j噛民片挟み込みあり、三絃の謡

本・手引書等を殉目した務の書込あり、制結斡

は「大ぬさJr剃守初じ動「三味線手引草:Jr浄瑠

璃三味線/ひとり稽古Jr，三味線問答'Jr三絃考」
およて舟槽「律日三十六声麓の且

(37η 陰名考同訓.'2う
写 l冊 32丁 22.6X 15.4cm 

松岡調著明治十七年九月堀秀成序日用台十八

年二月水野昭彦抜忍頂寺務写 [書写年不明]

量綴じ建設院し、書名は内題による 24宇×

20行の緑罫贋稀銅版民墨書最終丁のみ馬瀬用紙

ではなく縦罫紙 (rs皿 AUMEJと下部に印刷あ

り)を使用し、jJl，庫にて著者私、岡・序者堀・験者

水野の4伝を記す

(378) 延寿経 え刈ニ申きょう

写 1冊 73T 23.1 X 16.0cm 

双梅景編戊辰春日訳者序[訳者不明] 忍頂

寺務写 伊訴時牌頃朝司

序 (r，戊辰春日訳者動、暗巴年約によると、

本書は「素女経Jr玉繭融Jr:洞玄子Iを訳した
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もの筆写本文と各丁幼主以下の通り、「素女動21

丁半、「宝房秘執 13丁、「玉房指要J3丁、「洞玄

子J11丁半続けて、中野紅漢「回春秘話J0昭
事旺年)中の「秘経篇」の号聞が2丁、「四十八手

匿商事U21丁が合写されている

。79)細胞糟万里砂日勤、〕は止うば

んりのすな

写 1冊 64T 24.3 X 17.2cm 

虎関和尚述(f;紙衣謄，) 直曙二年九J司頃淵

(f，紙衣謄，) 忍頂寺務日訪司写 [書写年不

明]

袋線じ題簸なし、妻名は内題による椿紙記

墨書墨付き 59丁一脅Il.EI.揮を含む標記 2

点以外に、「修務前傍若明巨=c玄""'少)子冊、「近
輔可関白太閤掩主語'J(ji施大，捕前尚)、 f;i己智院

三七日i院議Jc横川和尚)、「大遁和尚入定鈷香法語」

朋之〉、「普広院殿三十三回忌臨皇自白干蜘尚)、

「大光国師百年忌閤藍I伏昏性智和尚)、じ万里砂

抄書に関する三回柑輔の書簡]、「大輝和尚賜号

調経回向I、「東照宮ー百年忌回向文I、「花園汰土

法皇安座点眼ノ偶」鮭南和尚)、「毒事手リ西堂微笑庵

敷地之詑刷、「正法止妙じ禅寺法堂立住上梁棟純、

「浴鐘銘浴室前ノ鐘楼J、「関山国醐I伝」、「大

灯典関山印劇、「高梨氏系譜」、「祥雲院殿宝巌麟

公費詳し仏事記摂政関白若君様仏事次第」、「祥雲

院殿玉顔麟公」、「尚宗室貴IJJ、「絶同禅師女子下火

住妙心寺徳雲院を合写巻末に長福寺開山大

瞳国師につき「橘窓自腎」からの引用あり

。8ω 壬申掌記以A..Mょうき

写 1冊 85丁 20.5X 14.8cm 

萄山人著忍頂寺務写 [書写年不明

袋綴じ m姦なし 20字X20行の茶罫原稿用

紙(コクヨ動にベン書、白紙半丁巻頭註記に

よると、天理図書館所繊の萄山人自筆本の写し

「文イ19t岸中の随筆Iとあり

(381) 酔問題芭苦書犠青楼年歴考れ、

1M志tu;:: W1J、い せも喝封:IA.41さこう

写 1冊 106丁 23.2X 16.0cm 

曲亭馬琴著(噂倒閣語j) 忍頂寺務写 [大

正後身似降写]

袋綴じ題望書なし、書名はl内題による 24宇×

20行の緑豊草原稿用紙(中央下に「忍頂寺務」と印

刷あり)に墨書墨付き 103丁 「青楼年歴考」

巻末註記に「大iE1L年二月初六鳶」とあり、三

田村蔵魚写本からの写し巻末に務作成の索引あ

り

。82)洞房古鑑問ぽ泣かん

写 2冊 247T 23.3 X 16.1cm 

竹島仁左衛門春延著忍頂寺務写昭和寸一年

八月写了

袋綴じ題接なし、書名出荷風による 24字×

20行の絹罫贋報開紙(中央下に「忍頂寺務」と印

刷』に墨書墨付き 239丁 初 冊 C巻-39丁・

巻二29丁・巻三32丁・巻四20τウ、第二冊(巻

玉 19丁・巻六32丁・巻七22丁・巻八23丁)

巻末註記に、「昭和f一年八月十五日右書を鳶魚老

人ヨリ拝借して謄写し終る静村」とあり、三田

村鳶魚写本の写し鳶魚写本院大正八年十月二日

に写されたもので「豊芥子州可竹黙阿弥に献もる

を繁俊氏より借受けて謄上せしなり」とある巻

末自由後に務f械の弼13丁、竹島翁畳卦候抜

書・墓域貝取図ほカ帯十20丁あり

。83) 万 勘 定 帳 当 座 用 事 控 目 用 留 よ

る草加首心ょうちょう と主主fよヨ;v.かえ にちょ裂fめ
写 1冊 95T 23.0 X 15.9c皿

大和屋五郎兵衛著 (f当座用事哲也) )11勝渡著

(f日用留J) 忍頂寺務写 [書写年不明1
袋綴じ題簸なし、書名はし明Lも表紙写しに

よる 24字X20行の緑患原稿用紙(中央下に[忍

頂寺務'Ji::F隅uあり)に墨書墨付き 91丁 「万

勘泡勘巻頭註記に、「蛍吾←一年一月より天保八

年に至る、七十七年間三代相続の貫録なり。今そ

の一株主として米酒、其他物価Hこ関する点、を

却栂tす。」とあり 「当座用事哲也巻頭註記に、「玉

造旦の酒商人、大和屋五郎兵衛の手控えなるが如

し、寛政十一年八月より文久に至り、筆者三度ほ

ど代れり」とあり 「日用留」巻頭註記に、「播磨

佐用郡= (谷頃[?])村の陣屋に勤役の，)11勝渡

と云ふ人の文久三葵亥年正月より今回年四月十六

日まで記さる。今その一部を抄録するもの也」と

あり、問団控録

(384) 煮売株永代日記煮売株判形帳

〔ほか) I~?助、続いたL~;:'づき にうりかぶ刷岩ょ

ラちょう

写 1冊 57丁 23.8X 16.0cm 

忍頂鵠持 [書写年不明]

袋綴じ 24字X20行の緑罫原稿用紙(中央下

に「忍頂寺務」と印刷あり)に墨書墨付き 54

丁標言回2点に、以下の2点を合写

[本朝鼻くらべ〕 自序[年時不明] 巻末註
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聞こ「件者大文舎前喋判者一部堂申増掛く

四年未早音むとあり

休の富貴寄下之巻〕 巻末詣己に「安永七

年成正月吉田 日本真中住人橘井 tキツイ]栄

段梓」とあり

。85) (大黒屋関係文書〕乱C(材、んI丸、も

A心ょ

写 3枚 23.5X 31.8cm 

忍頂寺務写 [書写年不明]

12行の青罫紙にベン書 E神戸市学['i''i']大

学時事Uとタイトノレ下に罫渚あり

(386) (両替町+出陰図一括〕 りょう蹴まちl刻、
え喧1句，jJVコ

煙嬰聾艶:[両朝I地図])

写 9枚

忍頂寺務写 [書等年不明]

べν書絵図9枚内容は以下の通り

f(:=.)常家要用点集ノ内街溜瓢沼町併殺筋全図」

1枚 39.8X 27.5cm 

f(玉0)嘱脚政務従掴明治棚醐引渡し申働

l枚 39.9X 27.6皿

「伍三〉文化十酉年十一月中類焼後之犠噌講御

達方絵図面iJ 1枚判oX 27.8cm 

「伍四)曹洞酔I三丁目三十冊堀三丁目衛施折

絵図面元治元年子五月清書 3枚 40.0X 

27.5cm 

「伍四)新両酬に丁目三十情掘二丁目街地所

絵図面元治元年子五月清書 1枚 55.6X 

27.50血

f(五Jj)常是役開亙面剛t場所不詳'J 1枚 39.8

X27目6ロn

「伍五ノ二)常是殺所画面時向銃押詳'J 1 

枚 39.7X 27.7cm 

5. 2 原稿・草稿・ノート類

。間近憎陪審替見きん旭功、ょうこ持つ

写 135枚

忍頂寺務自筆昭和二十二年三月鳶魚生序・昭

和三十三年三月静村自序 回訴時現自

数種類の原稿用紙に墨書、反古原稿用紙の裏紙

数枚使用 冒頭には三田村鳶魚の序(筆跡I詞紛

と自序を伴う 原稿用紙は二つ折り、内容のまと

まりごとに右肩をこよりで綴じたものが 12束計

135枚、雑謀議弱歯車交の切抜 14頁倍等割珊山こ

務の司王入り)、兵庫口説資料1枚換み込みあり

原稿は、新聞紙で包んだ上から紐をかけ紙箱の中

に保存されており、新聞紙には「原瀧催中近代

歌謡考説昭和二十八年十月十八日動と墨書あ

り(他筆) 原稿一括りには「忍頂寺先生序文」

と表書きされた軍事郵便封筒カ漏えら九中に20

宇X20行の茶罫贋報開紙2枚あり、務筆にて自

序 l 枚半(日付は唱和二十二年月」、月謝~

白)、残り 200字の余白には本書の概要と見込み

頁数等 (f計三+策、三百頁程、菊半/jJ)を記す

I近代歌謡輔副本文とともに綴じられた自序と

出俊すると、文章の異J同あり

【園鵬】参照

(388) (自筆草稿〕 印党うこう

写 78枚

忍頂奇司書自筆 [年時不明]

数種類の原稿用紙に墨書、反古原稿用紙1の裏紙

数放使用原稿用紙は二つ折り、内熔のまとまり

ごとに右肩をこよりで綴じたものが 7束計 78枚

内訳は、「朝踊くどきに就てJ15枚、「あほだら

勧 6枚、「都々一節余動 8枚、「都々一節実動 16

枚、「さんげ'AJ6枚、「伊勢音頭の曲名J17枚、

I兵庫晴余動 10枚雑誌掲載論文明繍錠r
「朝輔くどきに就て」には、「一、都おどりくど

き六二七年六月山村太郎氏貸与」と記した荷

杭状の紙片品滑り付けられている

(389) 延寿清話/北州考証えんじゅせいわlま
4岬うζ乳ょう

写 l冊 89丁 25.1X 17.4阻

忍頂寺務自筆大E十年十一月稿成

袋綴じ題第右下に rlJと連番あり 内容は

務縮輔の雑誌頃民講輯」の原稿か 24字X 20 

行の青罫原稿用紙俣沢鋤にベン書内題断?

の筆名「泰輿舎主人編j 後ろ表紙貝返しに「大

正拾年拾壱月拾武日稿成る」の識語あり 綴じ込

み資料 1点、(村亙舎一九画の拝絵複駒あり挟

み込み資料 3点あり、 fHokushu S回且回 no 

Ko白，bu厄lの詞章をローマ字表記にL英語対訳を

付したタイプ原稿白書号、メモ書き紙片~弟、

メモ書き紙片 O菓の表裏両面に記入〉

(39ω 延寿清話/吉原雀と偶個師 M心ゆ

也市よL;.tらすずt止:iJ'(.，弘、し
僅謹書名延剰帯百芭原雀;延寿滞百健備

自前
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写 1冊 100丁 25.3X 17.4cm 

忍頂寺務自筆大E十年十一月成

袋綴じ題篠右下に f3Jと連番あり 内容は

「延寿滑甑/吉原色51丁、「延寿滑話/健髄獅1j49

丁の合写 24字X20行の青罫原稿用紙俣沢鋤

にベン書内題次行の筆名「着移続日尚編也 後

ろ表紙見返しに「大正拾年拾壱月武拾壱日劇の

苗賠あり 挟み込み賞科あり、「梅の春」の書影と

メモ書き紙片(各l弟

。91) 高尾考 T掛拡う

写 1冊 53丁 25.1X 17.4cm 

忍頂寺務自筆大E十年十一月成

袋綴じ 24字X20行の青罫原稿用紙榊戸高

商消費組合特製およ決長沢駒にベン書、反古原

稿用紙の裏紙数枚使用、巻末 7丁白紙後ろ表紙

見返しに「大正拾年拾壱月廿六日劇の識語あり

未投函ハガキ3業協み込みうち2葉は二代目

高尾にまつわる絵、ガキで 1葉に務のメモ書きあ

り、絵ハガキではない1葉にも務のメモあり

。92) 延寿清話/種蒔考えん伽世吋っすZねま
きこう

写 1冊 49丁 25.5X 17.4cm 

忍頂寺務自筆大正十年十二月成

袋綴じ窟姦右下に f5Jと連番あり 24字×

20行の青罫原稿用紙日差沢艶にベン書、反古原

稿用紙の裏紙数検使用、官頑と末尾に計 5丁白紙

あり 内題次行の筆名「泰輿舎主人編週 後ろ

表紙見返しに「大正拾年拾或月壱日成」の識語あ

り

(393) 延寿清話/保名狂乱考附清元沿革

えんじ申せも叶フややぷきょ弘Aよラつli士りきよもと是んか
〈

写 1冊 目l丁 25.6X 17.4cm 

忍頂寺務自筆大正十年十二月成

袋綴じ窟篠右下に f6Jと連番あり 24字×

20行の青罫原稿用紙由主沢鉛にベ〉嘗内題次

行の筆名「泰輿主人編適当 内樹立、白紙 2丁あ

って蝦精話lと内題あり「清元沿輔輪Jf'冨

本延寿斎」および初代~王代延寿太夫の4伝〈以

上42丁)、「七変化の内安名物狂ひ/深fl桜及兼樹

抗 36丁、白紙1丁本文中に歌舞伎雑誌の口絵

と思しきグラビア貼付あり、書込により大正十二

年の帝国庫揚三月狂言における六代目尾上菊五郎

の安倍保名ほかであることがわかる また、務宛

黒木駒欝書簡 1点樹筒 1、使婆2初制訓サ

後ろ表紙応亙しに「大正十年十二月六日成る全

十一日増補jの識語あり

(394) 延寿清話/六前山考以馳せいわる

つ由V甘えにう

写 1冊 84T 25.5 X 17.5cm 

忍頂寺務自筆大主十←年一月稿成

袋綴じ題鯵右下に f7.8.Jと連番あり 24 

字X20行の青罫原稿用紙俣沢艶にベン書、

反古原稿用紙の重綱剣蛾用内題断Tの筆名「泰

興和湖融自 内容は白紙 2丁あって「六割山

の内/主;屋の康秀'J33丁、白紙 2丁、「六歌仙之

内/害鴇法師Ij47丁本文中に歌舞伎雑誌の口絵

と思しきグラビア 2 葉~Iifサあり、書込により大正

十四年の歌舞伎座八月狂言の文屋康秀ほかである

ことがわかる もう 2点 I浪華名物住吉踊復興画

劇(活字印刷されT端片、「大正十一年四月 楽

正会々長扇野菊松」とあり)およU嘆託会新T
の絵ハガキ(住吉踊りの写真)を貼付後ろ表紙

見返しに「大正十一年一月七日稿蜘の識語あり

。95)延易胃話/三社と神田祭え刈治也、

材弘，r，判油、んだまつり

写 1冊 86丁 25.4X 17.8cm 

忍頂寺型車自筆大正十ー年三月稿成

袋綴じ題篤右下に f9.10Jと連番あり 24 

字X 20行の青罫原稿用紙併上珊l廊同町'f)に

ベン書内題尚子の筆名「泰興和尚池 内容は、

「延寿情話/三社と神田悦 33丁、白紙2丁、「〆

能色紺図J50丁、白紙 1丁また、冒頭に明性

の花浅草重量Jにおける善玉・悪玉の画(画断j;f明)、

歌舞伎粥儲の口絵ι思しきグラヒア 1葉挑み込み

あり、市村唐十月狂言(年時不明)f，伊達安芸尽忠

銑のー働本文中に書簡3点、飯島保作 σ回)

封書 1通・骨、ガキ1蒸町田博三封書lijj)お

よて新聞切り抜きりdE十四年五月二十一日付「音

楽新聞j掲戟町田博三「神田祭(清元)J)貼付

あり 後ろ表紙見返しに「大正十←年三月五日稿

成る」の識語あり

(396) 延薪青話/お蔭参りM守人以心同

L暗法劫可舟乱、り出喝ぴと

写 1冊 60丁 25.2X 17.6cm 

忍頂寺務自筆大正十一年六:)l稿成

袋綴じ題築右下に f17.18Jと連番あり

24字X20行の青罫原稿用阪榊戸高欄自費組

合特鋤にベン書内容は、「道行旅路嫁入J27 

丁、「色山解関IIJ33丁中尾方一封書 1通挑み
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込みあり 後ろ表紙見返しに「大正十一年六月廿

五日稿成都と宮宣下の日 於勝山通寓居」の識

語あり

。9η 小糸と乗合査斗吉岡り凱湖、持

写 1冊 76T 25.0 X 17.6cm 

忍頃寺務自筆大正十←年七月稿成

袋綴じ題鯵右下に r21. 22Jと連番あり

24字X20行の青罫原稿用紙(神戸高商消費組

合特鉛にベン書、反古原稿用紙の裏紙数枚使用

内容は、「二世襲縛緩和 39丁、「菊寿乗合盈 37

了後ろ表紙見返しに「大正寸一年七月十四日稿

成の識語あり 務のメモ挟み込み(り11崎今井合

資針幻の罫紙3初

。98) IJ喧此お三こ以晶齢
写 1冊 68T 25.0 X 17.4cm 

忍頃寺務自筆大正十←年九月稿成

袋綴じ題簸右下に r27. 28Jと連番あり

24字X20行の青罫原稿用紙(神戸高商消費組

合特鋤にベン書、反古原稿用紙の裏紙数枚使用

内容は「浮名の立期間 34丁、「おさん茂兵衛/

由縁の暦酌 34了後ろ表紙見返しに「大正十一

年九月廿日稿肉の識語あり 務のメモ挟み込み

(コクヨ製原稿用紙半番目

。99)扇屋タ霧ニ曲お猪帥背')1こきょ£

写 1冊 69T 24.8 X 17.3cm 

忍頃寺務自筆大正十一年十月稿成

袋綴じ題簸右下に r29.30Jと連番あり

24字X20行の青罫原稿用紙(神戸高商消費組

合特駒にベン書、反古原稿用紙の裏紙数枚使用

内容は「夕ぎり伊吉錆門/春夜障子梅J42丁、

噂折菜種乳 27了後ろ表紙見返しには正十

一年十月一日稿蜘¢塙賠あり

(40ω 〔自筆草稿山党問

写 1冊 24丁 25.1X 17.80血

忍頃寺務自筆 [年時不明]

袋綴じなるも、綴じ糸を失い乱丁題鍍事路

内題、識語なし 24字X20行の青罫原稿用紙榊

戸高商消費組合特鋤にベン書官頭「今は草双

紙と云へば、合巻の4部体のことで有るが」

宮薗節に厨する内容を含む務のメモ 2葉併事

の用例カード l枚、務令嬢麗子の織Eおよひ噺居

の挨拶ハガキ1菓の表を使用)挑みiるみ

(401) [自筆草稿山党支う

写 3点

忍頂寺務[ほ州自筆 [ag軍時奔]

袋綴じ贋輸出数種類の原濡用紙出こベン書、内

容のまとまりごとにこよりで仮綴じあるいはクリ

ッア留めされたものが3点内創立以下の通り

「初向車+直鴎む 10丁三て祈り忍頂寺務

筆

「古長弁護士ヨリ申込ノ書目 9枚筆者不

明一剖濠書きあり 特事極限物受領証佳出人

・務、受取人・三田村鳶魚j挑み込み

「えぴや甚九網干音調 〔ほ州 23丁

筆者不明 また、「再移居宮町 UII島禾舟筆)、晦

塚1徹望書)、晴元英訳J(4曲、タイプ原稿)を

綴じ合わせる 「却蜘には、狙駅の町届1胸 ("Der

F叫 :hshuegel" 8頁)換み込む、務語辞申戸高等商

業学校在学中明治四十ー年)のドイツ語授業に

おける共同訳という

(402) [自筆葺罫嗣 ωっそうこう

写 3点

忍頂寺務日ま州自筆 [年時不明]

内容:

係図 17枚 22.1X 28.5咽忍頂寺務筆

団 睦 子J 1枚 24.5X 23.7cm 筆者不

明

〔目録訪書雑弱U 2丁 20字X20行の緑

罫原稿用紙二勺祈り 忍頂寺務筆

(403) [自筆ノート〕 印つ0>-1:

写 1冊 113丁 21.5X 14.70m 

忍頂寺務自筆 防司九年~I昭和六年明

袋綴じ数種類の原稿用紙にベン書、反古原稿

用紙の裏紙数放使用巻頭に目録あり、「万千イ匂

以下「大文浮屋言僻曲まで計 22名の人物考証を

収載各章ごとに報嘩年時治吋すされ大正九年十

二月六日より昭和六年四月二十五日に至る 新聞

の切り抜き言語場療を貼り世p

(404) [自筆ノート〕 印つb士

写 l冊 104丁 21.5X 14目70:血

忍頂寺務自筆 日記九年~十年国

袋綴じ数種類の原稿用紙にベン書、反古原稿

用紙の裏紙数投使用巻頭に目録あり、「家酌以

下「白蓮夫人Jまで計 23の事物考証を収載各

章ごとに執筆年時治苛せされ、大正九年十二月晦日

より大正十年十月三十五日に至る 巻末に大正十

一年五月二十一日追記あり 新聞の切り抜き言時

数葉観的i泣 r
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(405) [自筆I-+J印ヨF士

写 1冊 109丁 21.5X 14.7cm 

忍頂寺務自筆 臼cjE十奇ト4苔和四年頃

袋綴じ数酒類の原稿用紙にベン書、反古居寄稿

用紙の裏瀬数枚使用巻頭に目録あり、「車融機の

月j!J以下「古市細見「花の勤」まで許 24の遊

里・細見に関する論考を収載各章ごとに事嘩年

時が付され、大正十年三月二十八日より昭和四年

七月二十八日に至る巻末に昭和六年五月「集古j

掲載の薮重孝論を引く、また、天理図書館内噴到

した静村文庫本一覧あり館和二十一年六月の日

付)

(406) [自筆I-+J印つ骨士

写 1冊 103丁 21.5X 14.7cm 

忍頂寺務自筆 臼cjE十争4醇耐手頃

袋綴じ数酒類の原稿用紙にベン書、反古馬稿

用蜘粉裏紙数枚使用巻頭に目録あり、「吉罵潮見

の話」以下「色里夢想鹿島まで計 26の遊里・細

見に関する論考を収載各章ごとに事嘩年時が付

さtJ"大E十年十一月三日より昭和六年五月十日

に至る 「吉居専附胤澄呈」の葺影 3葉信縦と

用を貼付

(40η [自筆介+-J ωョ1)-/:

写 1冊 104丁 21.5X 14.7cm 

忍頂寺務自筆 日帥六年叶年頃

袋線じ 24字X 20行の茶罫原串網紙(コクヨ

鋤にベン書巻頭に目録あり、「曽栂崎菊地以

下「吉原呼子鳥」まで計 23の遊里・細見に関す

る論考を収載各章ごとに事嘩洋時が付さtL..昭

事日六年五月十日より昭和十年七月一日に至る

(408) [自筆h←〕 印ヨ仔士

写 1冊 101丁 21.5X 14.7cm 

忍頂寺務自筆 限蜘11王手~十」手頃

袋綴じ 24字X20行の茶罫原稿用紙(コクヨ

鋤にベン書巻頭に目録あり、「天理図書館時田

島以下「富士の袖まで計 23の遊里・細見に

騎する論考を収載各章ごとに事嘩年嗣可寸さtL..

昭和九年十月一日より昭和十4手九月十日に至る

(409) [自筆h←〕印ヨF士

写 53枚

忍頂寺務自筆 凹師三十三~三十五年明

二つ折り未製本数種類の原稿用紙にベン書、

反古原稿用紙の裏紙数枚使用巻頭に目録あり、

「傾城奉公人請蜘以下「江戸女庖所jまで計 5

項目、ただし草稿本文には目録不載の論考も含む

各本文に付された年時により、昭和二十二年三

月三十七日より目酌三十五年十月三十七日に至る

聞の事嘩ι酎オLる

制ω潮来文献いた司んけん

写 1冊 176丁 23.2X 16.0cm 

忍頂奇議自筆 [年時不明]

袋綴じ 24字X20行の緑罫原稿用紙(中央下

に「忍頂寺務」と印刷あり)に墨書内容は、潮

嫡に関する文献の抄出に務の考察を交えたもの

で、詞章の書写も多数含む以下、表紙写しを伴

う書写曲目のみヂUjs-すると、「笑本板胡苗[ゑほん

いたこのねこJJr宇会おくらいたこぶし勾「字

あまりおくらいたこぶし下'Jr.せたいどふ/¥

くわらくたもんくいたこぶし上」噂浪っくしい

たこ下jr:新tlJ句いろは四村は主存在原い

たこぶしJr星がゑり吉原いたこ 上Jrさとがへ

りよし原ドたこ下jr.執帰見送りいたこ上二

上YJ rあさがへりみをくりいたこ 下Jr:船さわ

ぎくぜりいたこ 上・下jr.ふ州11くせりいたこ

上・下JrL.M僻世浮あまりいたこ勾「しん

宇あまりうきよいたこ下'Jr.ふんせい六未年江

戸いたこほん'Jr深川永代橋いたこぶし勾 I深

川大さわき刊、たこぶし下'Jr吉原大門口いたこぶ

し勾「吉原王ちゃう町いたこぶし下'Jr.本ち

ゃうし二上リ三下日 吉原夜E灘いたこぶし上」

「新はλ;j@I}¥.1すいかんがへ物いたこ 勾「あふ

み八景かん泊む吋働いたこ 下'Jrじあまりいたこ」

「しんもんくいたこじあまり 下」瞬時略)r吉
原五丁町五色潮来上・下'Jr深川五しき潮来ふし

」斗「ふ制11王色いたこふし下Jr色ざと町中

はやり膏いせのよふだ新はん/いたこふし」町西

言 tしゃれ]競深川潮来勾「しヰれくらベふか

) 11いたこ下」 なお、 ri刀司、たこほん」は、務

の巻頭註記によると川嶋禾舟蔵本の写しで、「半紙

型写本一冊、紙数宏紙とも十二恥にて噸剰員

五十力車を収量如という 巻末に頃取のいたこ」

として、 29の曲目と各収録章数を'9帽e，また「文

商品吉林」側和四年第二輯・五年第三輯・同第四輔君

掲載論より 21の曲目を掲ぐ

何11) 仁寿山校文献以心暗伝部Ivけん
写 1冊 44丁 23.8X 16.3c血

忍頂奇司書自筆 [年時不明]

袋綴じ 24字X20行の緑罫原稿用紙(中央下

に「忍頂寺務j と印刷あり)に墨書内容は、仁
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寿山校に関する各種文献からの抄出巻頭に鹿田

静七芳調初「仁;寿山砲印を捺す

(412) 貨幣 楢E炉、Lぜっき
写 1冊 95丁 22.8x 15.3c血

忍頂寺務自筆 [年時不明]

袋綴じ数酒類の原稿用紙に墨書、反古原稿用

紙の裏紙激放使用、白紙あり 内容は、貨幣K関

する各種文献からの抄出藍録表紙見返し・後ろ

表紙見返しに務の筆にて詞章の引用あり、前者に

は「享和三年冬勝岡同好上書」とあり

(413) [貨幣関係資料〕 かへいかんけいしりょう

写 2冊 167丁 22.7x 15.3四1

遠藤佐々害纂録鳶魚増補大正六年夏の末鳶

魚学宛芋忍頂寺務写 [年時不明]

袋綴じ数酒類の原稿用紙に墨書、反古原縞用

車慨轍数枚使用、白紙あり ;融序Kよると、「三

井帯調理所蔵[マ、]の文書により遠藤佐々喜氏の

纂恥になるものを、蔵財2増補し冊子にした江

戸時代の相場年表内容は、慶長十一年より明治

二年に至る初冊応亙しに務のメモ書あり 仏を

描いた紙片 l枚(蒋歌「十放帽明」・鮮P2穎

「白木明山Ij r:善桝J)挟み込みあり

(414) [忍激和尚関係資料目録) IこA応ょうお
は弘、ん{すもむりょ筑正吾〈

写 3枚 25.6X 18.2cm 

忍頃寺務自筆 [年時不明]

こよりでー薗iJ'Jiを綴じる 25字X20行何面

印刷・片面 10行)の茶罫原稿用紙窃郡/大学

高専/学用品競整協会選定、コクヨ鉛にベン書

5. 3 その他

(415) [高商卒業輪文「航路変更J) こう以う

そっ告知ぷAょうる叫ょう

写 6束

忍項寺務自筆 明治四十ベ年劇

保存用の袋自己「一九O八年高商卒業論文 「航

路変望むの居諸島也と、親による表書きあり 内

容は、三種類の罫紙。1.7X 34目4cm、31.1X 

42.20血各々検二て祈りで使用)計 34枚にベン

書された卒業論文草稿白紙頁あり 全 嗣 依 酸

惜劣化成邑んでいる

(416) 立食腕前刷す崎こう

写 l冊 30丁 22.4X 15.lcm 

忍頂寺務自筆 日記十三年七月頃

袋綴じ題告知に「大E十三年七月」とあり 20 

字X 20行の茶罫原稿用紙はベン書内容は、大

正十三年七月十四日より三十七日におよぶ立山登

山の記 f~窓明尉白語調紬図J (63.3 X 45.3cm 

大正十一年五月 信濃教育会北虫垂部会編輯兼

新'f)、粉、ガキ 1葉、「立山登山案内図J(53.9 

X 38.9cm 出版年・出版者等不明)を貼付巻

末に「登山費用」として諸経費の一覧表あり

(41η 巴臨ノート〕えLピの-e
写 2冊 20.2X 15.8cm 

忍頂寺務自筆 陣却期J!pJ
横罫23行の4穴ルーズリーフ2冊計284枚信事

一冊193枚、第二冊91樹、ベン書債は全て白

紛 各言碍のJ行自に地名と日付揖Eさ;(L，日
次記の体裁をとる一冊目は rLondon1st Apri1 

1932Jより fLondnn22nd D田 1933Jに至る

二冊目はrH咽 b田 g16由 Feb1933Jより rLondnn

6也 D回国nb町 1934Jに至るも、一部 日付古靖昔

綜する箇所あり 上記以外の生酪は、 Tokyo，N開

York など 中扉頁あり r1933 M:田伽rin

O悶且喜朗 1ー15Oak Boards， Squ町 田 &Logs. 1-

79Jと書さ;(L，以下、昭和八年度の三品目輸入に

関わる言喝を頁付にて個~r.鹿堕する 2 冊ともに

仕切状など挟み込みあり 昭和七~九年における

商用のま錫縛か

(418) [日記(昭和十八年・十九年)) に暗む

よ制捕はちねんω矧時

写 l冊 24丁 18.7X 12.5cm 

忍頂寺務自筆 [昭和十八年十月~十九年十二

月]

袋綴じ朱の縦罫紙に墨書内容は、昭和十八

年十月三十日より昭和十1L年十二月五日に至る日

記 11丁、白紙 9丁半、備忘録3丁半昭和十九

年六月分までは、各月末に当月書写の資事ト覧お

よt甥諸併すきの日数が記される 日記中には三田

村鳶魚・中村幸彦の名泊事拙務のメモ書き 2枚

〈原稿用紙 l枚、来信の封筒を聞いたもの 1栂

およvi尺口泰憲の名肌挑み込み

(419) C手帳偶嗣二十二年配〕 てちょうはう

材司み宮司:IIUe

写 l冊 120頁 12.1X 8.5四

忍頂寺務自筆 [昭和二十二年~二十四年国
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市販の青罫スケジューノレ苧帳「昭和 22年度

能率事院伏阪修輯罪究会督官に墨筆・ベン・鉛

筆にて記入数頁白紙あり 印刷された罫線や日

付に関係なく一日→程度の分量で、その日の出

来事が略記されている(記入のない日もあり)

日付は、昭和三十三年一月より昭和三十四年三月

に至る巻末に住所録等あり、数年間メモ帳とし

て携帯していたものか表紙応亙し・後ろ表紙見

返しに書入あり

併2ω ωモ〕 めも

写 3点

忍頂寺務自筆 [年時不明]

内容目

20宇帯め廟電用紙をB行分の幅に謁新しこより

で綴じたものに、五十音順の用語索引を墨書した

草稿 42枚+後ろ表紙

藁半紙納 18.0X 13.5問。 I己鉛筆書・ベ〉嘗

メモ類 14枚
横罫ノート ω.2X 15.9cmlにベL嘗メモ 1

枚

(421) (江戸語襲用例カー悶 えどごいよ沼山

由』ど

置毎童妻名:[用問カー]<])

写 4冊 12.7X 17.3cm 

忍頂寺務自筆 [年時不1月]

4冊は各々、カードと同寸に裁断したボール紙

動の難現・後ろ善説明針寸して仮綴じ うち 3冊に

は表紙に「江戸請書包とあり、初冊ア~カ(見出

し語「あいJ~ rこλ〆〈らぱあJ)、第二冊サ~タ

(見出し語「さしJ~ rとんぼがへりJ)、第三冊

ナ~ラ(見出し語「守鷲僻Jrなをし肴J~ 噛昧」
「古釦)のIIF語襲用例をほぼ五十音順に出典と

ともに詑オ標題のない第四冊は、歌謡関係・貨

幣関係・他に仕分けさ恥峰分類内で五十音慣に並

べて綴じられている 4冊剖約 2，900枚のカード

広全て朱罫傍思)両面向調L表面は 2行取り

耕固なしの見出し語欄と 10字X8行の排目、裏

面は 10字XIO行E糊目からなり、表左下に曜

頂寺」と印刷ある和製・同一規格を使用 一つの

見出L語につき 2枚にわたるカードあり、また、

同一見出しで別立てのカード複数放あり 第三冊

にメモ紙片仮稿用紛挑み込みあり

6 書簡

(422) (忍頂寺務宛書簡〕 にんじようじっ

とむ晶てしよかん

写 1366点

封書およびハガキ内容仇暫細訪I胸

7 雑

7. 1 展観目録

(423) 石谷柑圃画大谷鎮石句/合作展覧

会目録い凶こかん働協おたに以持曹剣鳩くて

I.hん机以る〈

刊 1冊 44頁 22.2X 15.5cm 

[広島] [中匡蹄得府羽 田醇E七年九凋]

奥付なし E濯場輔片あり 会期:昭和七年九

月二十四、二十五日 会場:広島市研島町立石商

尼新屋舎出版年は会期による

(424) 医史展覧会陳列品目録いしてん以か

い制点つひ岐I.?<.

刊 1冊 14頁 22.0X 15.0cm 

臼胡周 日本医史学会水曜会白幽 中山

文化開閉(後揚 回開五年三月]

奥付なし後ろ表紙なし棒目録第八回日本

医学釦E脚騨を機に展覧された陳列品目録会

期・ H師五年四月一日~四日会場:大阪市北区

堂島ピルヂング中山文イt研究所講堂内見S:三

月三十一日 出版年は内見日催卸)による

(425) 江戸の文化と民衆/展覧会館見目録

えどのぷib'i:.制u>うてんblufi'いかも噌つを正吾〈
刊 1冊 80頁 18.1X 12.6c血

国立図暫鶴田昭和三十三年十一月自序 [束

期 国立図割官・朝日新聞社供働ほか1

奥付なし務の書入あり(後ろ識的

(426) 葛城高貴寺所蔵慈雲尊者遺著/展

覧目録 かつらぎこ知ユょぞうじ玖，そん師、ちょてん

らん<<?<.

刊 1冊 48頁 21.9X 15.4c皿

大j阪府立図書館編大阪大阪府立図書館昭
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事正年十月

会期暗旺年十月会場対初荷立図劃官

(42η 歌舞伎展覧会出品目録曲、持てん"^'
t比吐岬つ，tAAÆ.<~

刊 1枚 17.0X 46.0cm 

[;k臨む [出版者不明J [出版年不明]

府寸なし展覧会チラシあり 会期.九月二十

五日~十月十日会場.ガスピ川瀬i腸

(428) 稀本珍籍展観書目 きほんちル世きてん
古川.wt<

刊 1冊 56頁 15.5X 11.4c血

大阪大阪砂防組宜ほか l障昭和十三年四

月

奥村なし屍示即売内見招待券を挟む図版30

点あり 会期・昭和十三年四月十一日~十四日

会場・大阪高麗橋三越内見日・四月十日

(429)稀本百種き臥，tk>(凶
刊 1-3号 13.3X 19.4cm 

事封工堂杉本要編 自序[年時不明] 大阪杉

本要大正十五年八月(一号)

不定期刊手陣品

(43ω 恭仁山荘善本展覧目録 〈にさんモラぜ
んぽんてんらんも<~

刊 1冊 32頁 22.4X 15.0cm 

大阪府立図割自編大阪大阪府立図書館昭

事叶年三月

正誤表あり 会期，昭和十年三月 会場.大阪

府立図輔自

(431) 近畿善本展観目録(大阪府立図書館

倉比三十周年紀量的 吉崎ぜん{乱てんか杭{(.~
おお劫、ふ加と」劫哨府りつ臥心式岬現副尉:lN

刊 1冊 40頁 22.3X 15.2cm 

大阪府立図書館編大阪大阪府立図書館昭

事oJl年四月

会期暗QA年四月会場対拐存立国劃官

(432)皇紀二千六百年記念/国史善本展
覧会目録 ζ吉住せん告つぴ州叫虐ねA.::<l;ぜんぽ
んてんらん曲、以る〈

刊 1冊 74頁 22.6X 15.7cm 

大阪府立図割自編大阪大阪府立図書館昭

事叶五年一月

会期・昭和十五年一月 会場回大阪府立図書館

(433) 古靭太夫氏御秘蔵/近松門左衛門
浄瑠配本展観目録 こうつlま帥うばひぞうちかま
っ宅A足元もA心ょうるりほんてlVtJ哨A.<ろ〈
刊 l枚 21.6X 67.0岨

防措司 [高島園 F苦手骨十三年七月]
奥付なし会期.昭和十三年七月二十二日~二

十五日 会場:南海高島屋出版年、開催年は巻

頭言による

(434) 三戸ボルト資料展覧会出品目録し-
IまるとlJ.Jようて'Ahん机吐岬つ山A.<~

刊 l冊 128頁 22.2X 15目。C血

日独文化協会編目師十年四月自序 D臨]

日独文化協会・日本医史学会・東京科学博糊官

住働

奥付なし会期目昭軍叶年四月二十日~二十九

日会場:東京科学博糊官詑念秒、ガキ4葉儲民

ケース入]あり

(435)竣踊時展観目録凶んせt謝時てん

かMバ:~

刊 l冊 30頁 21.0X 14.8cm 

田中鉄三編東京財団法人j陽明文庫昭和十

六年五月

陽明文庫設立に伴う展観目録陽明文庫干併子書

籍広告、寄付金受領在あり 会期昭和十六年五

月会場:鵬月文庫

(436) 正倉院展目!録は焚弘、んて続正反
刊 l冊 34頁 19.0X 13.2cm 

奈良国立博敬館編 隣国 B奈良国立博物悶

限前二十八年十一月]

奥付なし正誤表あり 会期:昭和二十八年十

一月一日~十四日会場:奈良国劃博物館出版

年は会矧による

(43η 大楠公展覧会出品目録旭ザ必こうて
Ahん机、lJV叫ん毛足以

刊 l枚 31.0X 46.0cm 

[神間 神戸史談会・神戸三越劇同古住働

大阪毎暗闇酔土神戸支局知子後揚 胆師三

年五月]

府寸なし会期.昭和二年五月一日~十二日

会場:神戸三越期由吉岡ーの目録 l枚芳漏出

版相士会期による

(438) 富岡文庫善本展覧会目録 M崎かぶ
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AよぜA漏らてんらlVfJ丸暗正是正

刊 1冊 36頁 22.5X 15.2cm 

大阪府立図書館編大阪大阪府立図書館昭

和ト年六月

会期.昭和十一年六月 会場回大阪府立図書館

(439) 明治期稀観書展観解説め凶器かん
しょてA泊哨A刈Jせっ

刊 1冊 M 頁 22.4X 15.0cm 

置井靖髄銅昭和十五年二月自序大阪書香

会事務所高尾書庖昭和十五年二月

書香会封鶴一四古都限強出品目録図版41

点あり 会期昭和十五年二月十三日~十九日

会場:大阪松坂屋愛書趣味文庫(表紛 展覧

会案内紙片あり

7. 2 蔵書目録

(44ω 天理図書館/稀書目録てんりと以か
A虐wt<~

刊 1冊 262頁 26.0X 18.9cm 

天理図書館編中山E善・富永牧刻字丹波市

町僚良尉 天理図劃官昭和十五年十月

口絵 31頁正誤表挟む天理図書館叢書第十

二輯

(441) 天理図書館稀書目録洋書之部て
ん')<:1.よか崎w:t治体うWQ)ぷ
刊 1冊 162頁 26.0X 18.9cm 

天理図書館編 昭和十五年十月 Syozen
N血 y阻 a序・昭和十五年十月 M出回 Tominaga

序 丹 波 相 丁 僚良尉 天理図書館昭和十六

年三月

口絵 39頁左開き横書き洋書目録 Tenri

C四位ヨ1Libr百yS町ies:No.13

(442) 南木文庫蔵書目録なん害占ぬこぞうlょ

<<~ 
刊 1冊 102頁 17.5X 15.3cm 

[出版地不明J [出版者不明J [仕版年不明]

奥付なし

(443) 平出氏蔵書目録ひらでし窃凶是正反

刊 1冊 126頁 21.8X 15.1cm 

若山善三郎編昭尉十四年八月自序名古屋

典籍研究会昭和十四年十月

口絵1頁

(444) 菖葉集架蔵書誌まAょう凶劫守乳ょL
刊 1冊 34頁 20.9X 15.0cm 

吉岡淳三・中谷敬一編昭和十七年十一月白序

豊中吉岡淳三昭和十)¥:年十一月

(445)綿屋文庫酒落本書目 わたや訓よしゃ
れI玖，wt<

刊 1冊 14丁 24.5X 16.8cm 

[出加古不明J [出版者不明] 師叶二年十

二月

袋綴じ奥付なし後ろ表紙なし表紙に「昭

和十二年十二月現配とあり

7. 3 古書目録

(446) あかほんや古書目録第二号晶か
l茸AバQ.I是正る0ヨA二ゴう

刊 1冊 22頁 22.3X 14.8c皿

石川届編自序[年時不明] 東京あ糾まん

や石川|巌昭和七年六月

副題「明治文学第一次古書自動 図版 1点、

輔氏に「口却として自序、出版年月間識あり

(44η 淡路仲野安雄翁旧蔵古書籍展観売

立目録耐，t::I;劫咽やすおお芳柿ちこは世きてん
かゐう'Jt::て<<~

刊 1冊 40頁 19.0X 13.2c皿

合名会粧痕田J松雲堂(会主主 中尾松泉堂(補

助) 大阪大阪古典会住働 昭和十年五月

奥付なし棒目録巻頭に「仲野安維翁略伝」

あり 会期昭和十年五月三十三日(下局・五月

二十三日以相 会場:書林倶輯日

(448) 弘文荘待買古静岡書目録こうぷえうた
川由主L~是正是正

刊 1冊目6頁 12.8X 18.4c皿

尻町茂輔自開二十五年三月自序東京有

限会出ム文荘昭和二十五年四月

棒目録 弘文謹准庫古書目録第十九号」

(449) 竹冷文庫/古書籍入札目録ち併山
ぷよこしょ世曹に同きつも〈ぷ
刊 1冊 16頁 18.8X 13.Oc血

梁江堂杉本要(札茄 大阪大阪緑友会(世
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話方) 冊目六年十二月

奥付なし棒目録 晴雨居竹冷文庫/蔵書入

札 自 動 備 会期・日静岡六年十二月十九日(下

貝ト三十日仏非υ会場対波書枠倶楽部 「曲

亭翁雑稿第四狂歌之部」と題しtd欄腹製 6

葉(表紙 1薬草己主5来い升もも裏白紛を挟

む

(45ω 当地某先生/御遺愛古典籍陳列即

売会目録的ちlあ世ん出品.~\::-cN世曹ちM1.
っそ4乱功、し暗.<?<

刊 1冊 20頁 22.0x 15.3cm 

松雲堂鹿田静七編大阪合名封埴田松雲堂

書庖(主働 昭和十二年五月

奥付なし棒目録会期:昭和十三年五月三十

九日~三十日 会場・書嚇棋楽鞠培上

(451) 富岡文庫御蔵書入札目録同おかぶ

ιごぞう凶羽狩対正以

刊 1冊 88頁 26.4x 19.4阻
浅倉屋書盾・村口書房・文求堂書居・一誠堂書

庖・反町弘芳庄・佐々木竹宮楼・制1[開益堂・鹿

田;松雲堂(杭泊 昭和十三年五月本田成之序

大阪大阪古典会(主働ほか 1 B醇叶三年五

月

則ずよし図版 125点あり 会期・昭和十三年

五月二十八日傭京下局・六月一日民都下見』

・六月二日ぴ板下局・六月四~五日以相

会場:住吉仏酒朝日 「御出入りの書底多数可

有之候得共格別岬緬躍を以て鶴岡脅望品の一部は

特に小居へ御下命被遊度精々御便宜量り御用受承

り可申候大阪市南区日本橋筋四丁目廿九番地今

城且樹聞と印刷された紙を挟む

件52)富岡文庫網蔵書入キ1M目録以刷、

ぶんこごそろWI司労つ'x，.<t，(?<

刊 1冊 32頁 22.2X 15.2cm 

浅倉屋書庖・村口書房・文求堂書庖・一誠堂書

庖・尻町ヨム支荏・佐々木竹啓楼・細川開益堂.鹿

田J松松雲堂(

泊かミ叶1 昭和十三年五月

府寸なし棒目録表紙Hに「書林鹿田静七」印

あり 会期目昭和十三年五月二十八日句事下見j

-六月一日伝端下即・六月二日伏阪下見). 

六月四日~五日以刷 会場・住吉弘、圃新明月

(453) 富岡文庫御蔵書/第二回/入札略

目録助制悩よご相J剖こ机四世つりや〈

t，(?< 

刊 l冊 56頁 22.3X 15.2cm 

浅倉屋書庖・村口書房・文求堂書唐・一誠堂書

底・反町弘文荘・佐々木竹志楼・細川開益堂・公

立社書庖・鹿田松雲堂側浦 東京東京書林

定市会住働ほか1 珊叶四年三月

奥付なし棒目録巻末左開き横書き洋書目録

会期:昭和十四年三月九日り板下見』・十一日

窃郡下JD・十五日(東京下見J・十七日~十八

日仏品。 会場・東京図書倶楽部

(454) 水谷河葡蔵書売立目録み折'='::..:臥ぷ二

ぞうWd':Jtとても<?<

刊 l冊 32頁 18.9X 12.7岨

村口半次郎・吉田吉宝郎・横尾勇之助(会主主

[出版地不明1 [出版者不明1 [大正十二年四

月]

奥付なし棒目録会期・大正十二年四月十日

会場:神田錦町松本亭会主・出版年・会期・

会場は、追加書目均等Eされ悶I願による表紙1に
ゆ閥的Iとあり 後ろ輔氏に務の喜入あり

(455) 明治太正昭和/三代文豪自筆原稿

及書簡/出品即売/目録 めいじたいLょう凶う
才諸ん也、ぷM:ラじひっ11;.ょうおよ机よ車川心何ぴんそ

<1乱時点~

刊 l冊 10頁 20.2X 14.40田

白む京] [高島国 抽版年不明]

奥付なし棒目録(ほぽ全ての出品に関して簡

単柿醐を仲す) 表紙に「新興古書届出品目録

/湖町とあり 会期.十二月二十六日~三十一

日会場'日本橋高島屋輔氏含め頁付後ろ表

量動なし

(456) 明治太正文芸書目/兵庫の汽笛め

いUとはょうぶん1孔1ょ主点比うごのきて曹

刊 1冊 50頁 15.0X 22.4cm 

朝倉清編神戸朝倉書庖昭和十五年四月

図版34点あり 奥付に「臼田品)Jとあり

(45η 有不為斎文庫御蔵書入札目録ゅう

.s.t.咽，、~$Iuこごぞヨょにゅうきつも<?<

刊 l冊 36頁 22.1X 14.8阻

鹿田松雲堂書苫(キLj日 大阪大阪古典会住

働 昭和十四年六月

奥付なし棒目録会期・昭和十四年六月九日

~十日(下見)・十二日~十三日仏非L) 会場

大毎岡島会館(下見j・書林倶楽部以杓 鹿田
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松雲堂より挨拶ハガキ 1葉挟む表紙に「書耕癒

田静七」印あり

(458) 擁書楼干葉氏/珍蔵古書入札目録

ょうは初ちI菰Aんぞ丈以I司芳対正る〈

鍾謹書名:擁割安千葉氏隷書対L目働

刊 1冊 40頁 22.0X 15.1cm 

一載堂書盾・光明堂書眉(本LJe) 東 京 東 京

書林定市会住働 昭手口六年十一月

奥付なし図版 6点あり 会期・昭和六年十一

月二十一日~二十二日銀観ト二十三日以柑

会場回一頑遺書届〈展働・東京図書クラブ(入

卒。 石川巌より務宛招待ハガキ 1葉挟む、千葉

銀識旧蔵書三百点の売立を知らせる

(459) 若樹文庫入中崎目録わ晶、きぷよlこゅ
うきっ榊<t('!J<

刊 1冊 62頁 22.0X 15.3cm 

対7堂書唐横尾勇之助(札茄 東京草昧定

市会住働 H苦手叶三年九月

奥付なし棒目録後ろ表紙記地図入会期・

九月二十三日(下周・二十四日~二十五日(入キリ

会場回東京図書倶楽部

(460) (幸尾文庫入札目!釦邑おぶんこl胡
きコt('!J<

刊 1枚 23.7X 69.2阻

杉本総工堂・柳屋支!苫(会主主 大阪昭和二

年十一月

央付なし棒目録会期:昭和二年十二月一日

f下見上十二月二日仏jLl 会場書林倶楽部

(461) 当市暁田氏旧蔵古書目録とういちぎよ
うMA.后ゅうち司ぷ足以
刊 1枚 39.7x 54.8cm 
民靖司 寸前主(催主主 [出版年不明]

奥付なし棒目録会期:七月六日(下局・七

日以相 会場.耳郡美術保欄

7. 4 図書目録・月報

(462) 轍縄伎陣取概観かぶ暑くまどり机ゅん
刊 1冊 2頁 25.8X 18.8cm 

小中械事著京都合資会社ぐろりあそさえて出

版部 世間昨年不明]

奥付なし 司購校隈取概動の内容見本(著

者の言葉内容目次、彩色土蜘昧隈取木版画見本

貼付)

(463) 貴重図書/影本刊行会/主旨規定

lE本目録きちょう昌よえL、l献がA.::?郎、同時て

川島、ほんt('!J<

刊 1冊 16頁 21.2X 15.2c血

貴重図書垂体開壬会編京都 服部E包却坂部]

四百和五年3
奥付なし内容見本影印覆刻見本貼付桂田

富卦陪簡(便事⑥ l通挟む書簡易識の書入

あり 華耐出fU行動岡本υ伏1通明日届由挟む

(464) 酒落本大系内容見本しゃれI動郎、け

い弘法現与lまん

刊 1冊 24頁 22.0X 15.1c血

江戸時代文化研究会編東京六儲宮林平次郎

回開五年3
奥付なし内容見'*~Uの辞、推薦文(岡本

締堂他j、目縁組見本拝絵見本)

(465)稀書複製会々 報乱品、〈せいかいかい
lまう

刊 5(6-9，12)，合 1冊 10(1-23) 22.1 x 

15.3cm 

稀書複製会編 防涼] C稀書複製会] 閉口

二年四月傍短期第六回

月報計28点 月 刊

何66) 日本歌謡集成/付録 l司臥A吋 uφう

せも渇る〈

刊合l冊(1-8，11，12) 21.3 X 15.0咽

春侠困層東京春樹土 師蜘三年]

月報計 10点月刊各号、高野辰之の文章

を掲載

7. 5 歌謡・舞踊関係資料

何6わ〔写真情元関儒D) 凶以忌よ佐古I'Nlt

45枚 13.8X 8.80血

[出腸肝明] 出版者不明] 出版年不明]

モノクロ写真裏面に「断?写真部調霊山等と

印刷されたモノクロ写身、ガキ含むほぼ総て裏

に務の説明書入あり
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(468) 番組臥，ぞみ
告盟書名:[r高官酪回)

刊 1枚 37.5X 52.7cm 

滑元延栄歌(会主主 国閣 清元寿大夫(後

揚ほか3名 日開二年三月]

府寸なし公演日 昭和三年三月十五日会場

1勝郵袋臼8.6X 17.5四〕あり、「忍頂寺蜘

と墨書した紙を助付

(469) IJ咽員さらひ番組 こヲ晴弘刈説，<:み

刊 1冊 4丁 16.1X 11.8cm 

田村てる編催主主 国調 [田村てるJ [昭

軍日六年十一月]

袋綴じ奥付なし公演日・昭和六年十一月八

日 会場:上野鴬谷いカヰ封聾

(47ω 播州音頭本場東西太劃サ播州音
頭本 場親瞳更生会臥岬強UI品位ヨ乱、

おおばんづけ I;I!んl岬うおんどほんI菰hlまくこう出，、か

刊 2枚

内容・

「婚川音頭本場東西大番付 1枚 54.5X 

39.7cm 正雀編(催主主 [何割す浜庫尉]

担割ii音頭協会 [昭軍H六年八月] 公演目.昭和

六年八月十八日 会場 「力眠窃宵可合村栗生ニ於テ

事訴Tス」
「椿川音頭草場親睦更生会 1枚 54.7X 

39.8c皿 M崎町民庫尉J [出版者不明]

[昭和人年五月] 公演日:昭和八年五月二十一

日会場福栄座

(471) 舞踊の涜旅ぶようの蜘うは

混 合1冊 22.1X 15.3c:血

[坂東義助自筆均>J [年時不明]

稿本「舞踊の流事ぬと雑誌「俳三恥を合綴

内容は以下の通り

「葬輔の湖町 58頁畢綴じ領付あり) 24 

字X 20行の燕罫原稿用紙倣屋皇自にベン書

題接「舞踊の流蜘、中扉「坂東聾[ママ]助調査

/舞踊の柿靴 巻末に系図 10頁あり

「俳三味」 単葉・活蜘岬リ第三巻第十号伏

正十四年十月)、第三巻第十一号り;:JE十四年十一

月)、第四巻第三号(大正十五年三月)、第四巻第

四号(j;jE十五年四月)より、閑雲子による連載

記事「日本事繍の名家/西)11流の家苅その他を

切り揖昔、たもの

7. 6 忍頂寺務関係資料

(472) (忍頂寺務蔵書目〕 同心ょうじっ比ぞう

L.民正
写 l冊 36頁 21.1X 15.lcm 

岡龍子自筆剖 [伺杯明]

「国語ノート上級用J(J2行の紺色縦罫)に

ベン書・鉛筆書 3頁以後は中央に横線を引き 2

段組とする、末尾 2頁白紙務所蔵資料につき書

名・巻冊教・書型を記し、 f預貯紗トに数字や記号

洲サ与されている梓桐首御法停については「静

村文庫書目の頁数なり」、井出向とついては帯村文

庫書目と引き合はせし印なり」と自注あり、務が

jjl.隆晴樹文庫書目」を僧或していたことがわか

る輯和書自動ま 750点余抄なからぬ書名が

傍線で削除されており、それらは省いて数えた)

(473) (忍頂寺務蔵書目〕 同心ょうじっ民守う

い崎正
写 7枚 21.2X 30.3四 1

4煙耀子自筆 [年時不明]

「参天堂製薬株式会主むの罫紙両面(片面 31

行の青色旗罫)にベンと鉛筆で縦書き 務芳調理署

料につき、著者・題名・捕手者・発行手月・冊数

・摘要の項目をま蛾書回数は 410点 (4点は傍

線にて消されており、総数から省いたJ

(474) (忍頂寺務略年譜〕 同心ょうじっぬ榊

伯 Iv.ぷ

写 B枚 23.0X 17.7cm 

岬繭子自筆 [年時不明]

「忍頂寺務のこといろAJと上書きされた封

筒入り縦罫便饗にベン害 8枚内訳1"1，略年譜

包樹、居所の褒宣車を記したもの包樹、著述目

録 (4栂

(475) (忍頂寺務執筆新聞記事切り抜き〕

にんじようじっ比いびつしんぶ定団地き

刊 1枚 19.2X 25.6cm 

忍環寺務談 ヨ涼] [1出版者不明J [出版

年不明]

一中節噛成寺」全曲放送にあたって務が解説

を担当することを伝える新聞記事の切り抜き 「ラ

ヂオ」欄、見出しは「一中節の『道成寺』を解説

付で全曲放送古典放送に新しし申切.J r.マイク

の枇欄、見出しは「ー中ぶしは弗樹掃の母
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忍項寺務氏量削 揚蹴氏、発行年月日ともに不明

言Z事冒頭に「後jい三OJとあり 置漕昔日の

務の書入あり 裏頁広告は東京地跡のもの

(476) [r淡路静村文庫」印贈呈目釦齢じ
せいそん昌弘よ川高て吋足以

写 1枚 15.2X 42.8阻

山口幸三郎・川嶋右次[ほ剖署名 [神間

昭和五年六月

「忍頂寺様凡下記念書状在中Iと上書きされ

た封書入り 務の晴元研究」出版を記念して、

象牙製印「淡路静村主主主」を贈呈する旨を記した

懐紙署名は 7名(山口幸三郎・川嶋右次・佐伯

貞七・ H坤平台平・横田照二・江見恒三郎・菅竹補7
また連名に債ずる追而書か、市岡芋不同」と記し

たノJ、紙片を同封

(47η 〔陳書会寄せ書き〕ちん凶机、尉時

写 1枚 33.3X 69.3cm 

忍頂寺務・太田陸郎[ほ州自筆 [神月

昭和11洋一月

「昭和九年甲成一月二十六日旗亭於東月jJl度席

勾とあり 務は昭和九年二月三日より東京〈転

勤 ω密文庫 474の資料による)、神戸を離れる

に際し陳書会会員ず惜した送別の宴で揮毒された

ものか署名中、太田陸郎・)11嶋禾舟・菅竹浦・

鷲尾三郎・河本正義等、主立った会員の名がみえ

る料紙中央、務の筆跡にて「出代りやお江戸に

うとき島男島守」とあり

7. 7 その他

(478) 太阪風景の彩色 お晶ちかふうItも喝さも、
L宕

刊 8枚 14.0X 9.Ocm 

[;IcIl周 [出版者不明] 胆訴時砂如

彩色絵ハガキ紙製ケース入り キャプション

は、「堂島)1[ダムJri難波橋Jr道頓堀Jr大阪城公

園蛸石と振袖石Jr.新世界通天閣Jr大阪城公園天

守閣Jr.住吉神白「四天主寺」 ノ、ガキ表の宛名

語欄と本文湘の境に「忍べ戦線堅めよ銃後Jr.一
家の赤心国家の躍進」等の標語あり ケースに

rGREAT OSAKAJとあり

(479) 最新撮影/比叡山風景乱'LNきつえ

いひえいざんふうl丸、

刊 14枚 14.0X 9.0cm 

民諸問 [出版者不明J [仕版年不明]

モノクロ写身、ガキ 13葉車曜ケース入り

4煙量繍Zハガキ 1葉含む rI4.8.27Jの日付入り

「叡山ケープノレ」等の印あり

何8ω タ霧僅ゆ静~I;t:
刊 5枚 14.1X 9.1cm 

は閲 吉田屋 出版年不明]

写真ハガキキャプションは、「タ霧遺愛晴樹陶」

「タ霧遺愛の掛事の添書:Jr丸阜干吉田屋大座敷Jr九
軒吉田昌「法橋殖川雪策斎図」 紙製ケース入り

ケ」スに「車両"11秤吉田屋発行Jr車問、大谷印

行」とあり

何81) 鴎毎障害〕 えI劫 智

刊 105枚 14.0X 9.Ocm 

[出肱地不明J [出版者不明J [出版年不明]

殆ど未使用の写真ハガキ俗ハガキもあり)

薄様紙ケ}ス入り「六義国」ハガキ 2葉含む東

京大正博覧会観覧記念印。正三年六月十六日)

等僚すもの含む(うち務自身宛ハガキ 2弟 宛

名なしで差出人名が記載されているものは、島村

幹ーの年賀、加藤虎之助の年賀、)1[向島右次転居通

知の3葉太陽丸夕食献立表傭商品s.rS岨 也y，

Dec悶 b町 23rd，1923J、半分を切り離して絵ハガ

キとして使用可能のもの，)2葉 区町G POST 

C組 D副とあるプラスチック箱に入れて保管

件82)厚真個古書))凶l..AtTこ以

32枚

内容:

「むれたつは一雲立かと見ゆるかな神代の次め

鶴 L鳥の劇に聞はや」劃圃l枚 15.4X 5.3cm 

「おせλ届泊樟jf'V'いせさんくう」表紙 1枚

口絵1枚 14.8 X 10.8四

「わせんいせさんぐう上j本己主 1枚 17.8 X 

13.4cm 

「おせA伊勢参宮下」本文2枚 11.2X 15.0cm 

「真覚声吸ついぜんのおどりうた念仏」本文 1

枚 11.2X 15.0cm 

「たき)1[市弥しでのみちゆき」本文 2枚 11.0

X 15.0cm 

「心中あみだノはし女郎」本己主 2枚 17.4 X 

12.2cm 

「しんぢうあみだのはし女郎」本文 2枚 17.6
X 12.3田n

「しんぢう祐のいろはうたjヰ己主1枚 10.7 X 
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7.6cm 

「おもと源兵衛/こひのはりあいた〉き」本文1

枚 10.8X 14.9cm 

「こひのはりやいた〉きJ本文 l枚 10.9X 

15.0c血

「はりにつくいと/¥ふし」本己主1枚 10.8 X 

14.9c血

「お吉くう月た〉きごほう」本文2枚 10.7X 

14.8c血

(以上 18枚、裏面にi婁番あり、その順序K従

し唄配した)

「車協Vかんじゃう/¥ふなぢのみちゆき二人

つれふし/ざくろ天神」表紙l枚

「心いきしんのいたこ上司表紙l枚

「回井の畑JL'中/おまつ利八/恋衣名所街/は

やりおんど兵庫ぶし」表紙1枚

「短小払に子日の漣Vくまのぶし あたり上るり

にんぎやう名ょせひゃうごくどき」輔氏l枚

奥目録 1枚 [，)骨繍I目録宮古路道行揃目録

小鴨欣坂屋回中休右僻強行」とあり

f儲協不明 1枚巻末広告か 「都太夫ー中

吉野屋源兵衛板」とあり

「新道楠む表紙l枚

「しもふさ/身煉蜘表紙1枚

明千卜拍子扇自動目次l枚

備協不明本刻帯樹サ1枚 (1)漂披悟剖

「都色里はやりうた/長崎/してなぶし」表紙1

枚

「音曲欄嶋」目次l枚

(J;.A上12枚、 17.8X 12.5cm 厚紙に挟む)

「〆能色相図」表紙・本文各 l枚 16.3 X 

11.2cm [，鈴木学術写真」封筒入封筒表記「中

村枇と書入あり

何83) 島原廊台革哨お〈勧品以

刊 2枚

島原厚繭 崎町 [島贋欄 [昭和七年四

月]

書名は袋 08.8X 8.6c凶による期日:B蘇日

七年四月二十一日 太夫名上部に髪型を記した務

の書入あり 内翻ま以下の通り

「島原厚船革遁辞~枚 8.8 X 52.6cm 

「島原太夫道中しるべ:J 1枚 9.1X 52.1四

(484) 鴫原太夫/道中倒壊内 しまIおお争う
ど強ゅうdあ崎p

刊 1枚 18.6X 52.1四

[島騨嗣 白部] 随騨E 民正六年

四月]

書名は袋 07.8X 9.0四)による書簡(便鋤 l

通蜘島原と言晴した後に「廓」印あり期日

大E六年四月三十一日

(485)神宮文面白革以点部ん改ん以

鍾理書名:神宮文庫沿革.附閲覧井筒槻員'D
刊 1冊 22頁 22.1X 14.9cm 

枠宮文庫編 [岐阜] 神宮司庁昭和七年六

月

口絵 1頁(柿崎文庫・豊富崎文庫・神宮主主主の

外観写烏

(486) 時台神宮臨百 似.~うりやっき
刊 l冊 32頁 17.8X 9目Ocm

明f色神宮担務捗潜 医師] 明治神宮粧務所

大正十一年四月

「明f神宮御碗諮言白挟む巻頭こ「参拝案内

図J[境内略図Iあり 明糊帽粧務所代表者とし

て「鈴木地汰郎」名あり

(48η [淡路島関係資料〕 制コじL宮古川"すもも
りょう

刊1) 6点

内容:

哩蝿鍛路島'J 40頁 19.0X 13.2cm 淡路

鉄道編 [;IcI¥周 淡路鉄道 [昭和十四年春]

後ろ表紙に「由良要塞司令制鯛済」とあり

「神話の国/在識の里/淡路島へJ 枚 18.8

X 13.3cm (広:11:た大きさ 37.7X 51.2四) 同

船出不明] 摂陽南船 [昭和十五年二月] 写

真入観eJfi案内、裏面「淡路創:iiJJ rn喜和十五年二

月二十七日由良要塞司令官隊調済」とあり

「皇国発祥/聖地獄路'J 8頁 12.7X 19.0阻

淡路鉄道大阪旅客案内所編 民劇 淡路鉄

道 [出版年不明] 写真入り観彪耕 「由良

要塞司令官院鯛院とあり

「万葉集と淡路島Ij 12頁 19.1X 13.0岨

摂陽商脚倍強杜編 [出脚ド明] 摂陽商船

株式会社昭和十二年四月 奥付に「非売品」と

あり

日聖地淡路展覧会自動 1枚 26.0X 39.3cm 

[神同 盟都櫛顕彰会住働ほか2 阿

和十四年四月] 会期.昭和十五年四月二十三日

~二十八日会場:神戸三越冒頭に「偶蜘十五

年四月三十日現制」とあり

噺聞切り抜き) 1点 33.8X 11.6岨記

事タイトノレ「遍路溺吾ゃいで嫁入前の世間断子
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布震の淡路に奇習 e官邸録的 掲載紙・月日と

思しき務の書入「対夜毎日五七」とあり

(488) 臨調牌物館設立趣意書〕えんt舟はく

ぶつ古川准つりつlA>いw:

刊 2枚

坪内博士詑念博糊官設立事務所編東京 [坪

内博茸己創期娘官設立事務開 昭和二年六月

内容，

「演廟縄戦蛸設立に就いて俣の由来、構造、

内容抑ト)J 1枚 19.7X白血血

「坪内博士記合調鵬斜欄設立発企A.Jより挨

拶苅奇封 l枚 19.8 X 55目白血

(489) (雑誌・新聞切り抜き〕 ぎつLUぷ崎り

ぬき

刊 5点

内容・

り晴H喰らひ裁けJ 6頁@枚二つ折り、初

頁と最終頁は~ræ事o 22.8 X 15.5c皿未知庵

著 辰野J [出版者不明J [出版年不明]

掲載誌「しなの」か務の前主書入あり

「週刊新潮掲示劃 2頁(J枚、裏頁闘l同

事 25.8X 17.5cm 臼掠] 閣制羽 田

版年不明] 北島武雄が務著「清元研免を入手

したいと告知

「遊芳醇暢:の酒落本J 3頁(J枚二て祈り、

前後jJr眉E動 21.9 X 14.7cm 尾崎弘劫藩 茂

京] 白書春秋嗣 [昭和四年七月] 務の書

入「昭和四年七月文芸春秘」とあり

「女優と文芸家/座談会J 1頁(J枚、裏頁

闘 I眉E斡 22.2 X 14.8cm [出船肝明1 [出

版者不明J [出版年不明] 禍崎勤・高田保・堀

口大学・水の江滝子・林芙美子・横山隆一・蕗谷

虹児・佐議寅雄・樹甫幸雄の写真

「人形復興ゼミす」刷 新関駅肢 l枚 10.2

X 44O.4cm 松谷辰造・大江巳之助談 国船由

不明J D朝日新聞相 [昭和二十二年九月]

務の書入「二十二年九月十五日 朝日新聞」とあ

り

(490) (松寿軒一枚書割以抑制ナん同動、

車培

写 2枚 38.0X 50.8cm 

松寿軒害 [年時不明]

三枚とも落款「斎務」日L晶 また、一枚には

「御家御直御門弟」と書し、もう一枚には「青庫

王御門下Iと捺す

(491) 昭和二十五年庚寅年に因む「虎買』に

慣する座談会資料 は封世記ゅうごねんかのえとら

どu:o臨むとらと副司時時前占仙、L叫ょう

刊 1冊 12頁 25.5X 18.0c血

西川直佑編神戸 [神戸史談会] 日師三十

五年一月

謄写版 6枚を右肩ホチキス留め 日時・ sg和二
十五年一月十五日 場所:生田神祖参集所 「古

典文庫昭和二十五年度干断書目J(J樹あり

件92) 内右ま倶諸諸s日誌抜草べちま〈らS:Iこっ
U~っ唄，、

刊 1冊 12頁 20.8X 14.7c血

へちま倶楽部編 [神間 [へちま倶楽部]

開和二十三年十一月]

奥付なし表紙iに「本抑制対蟻金吾氏寄贈」

とあり 後ろ表紙iに西村(西'*-J貫一的より務へ

の献呈の辞あり
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索引

資料名 (整理番号)

【あ】

愛憂 (162) 

あふひ州→時国Vあふ酬」 包ω
仰〈精公→喰鐘し/仰ぐ精仇 (163) 

あ糾まんや古書目録 (446) 

安芸国包89)

浅草/御蔵前辺図 (13θ 

吾妻がた恋の道連於潮時事々 ー

→「ど与し、J諸~J (114) 

仇泊ミfみしん内ぶし (42) 

仇もんくま〉よ→ rl;'>，、-:>l!IiJ (11唱

阿1夜勤時(164)

嵐三五郎一世一代記→「桐の島台」 臼3)

阿波藍沿革年表 (165) 

淡臨時説 (13η

淡路街城之事 (138) 

防楢島関係資料J (487) 

淡路しま絡所動言。(166)

糊倒防l語録内 (16力

[f;淡路静村文庫」印贈呈目銅 (47θ 

淡路仲野安雄翁旧蔵古書籍展観売立目録 (447) 

淡路農歌 (168) 

淡路国答書 → I諸国島絡降伏/淡路国容書] (169) 

阿波潜詳し (13め

異国叢書5酎言 。9ω
石制甘圃画大谷縛石句/制事展覧会目録 (42お

医史展覧会陳列品目録 (424) 

偉人の悌 (171) 

いせおんどさくら襖

→鴨醐抱/，錦同ふり袖 (43) 

伊勢名物適神風 (8) 

潮来文献 (41ω 

一日千里 。1)

一如 →「布教誌月刊/一如IJ (338) 

資料名 (整理番号)

ーノ谷戦記 (172) 

医風道化百首 (173) 

今津先賢遺文集 (174) 

}.;紅白喜翁 (175) 

色ざとさんげ/砂¥ (44) 

色里三十三所息子ll~詳し→「正道南花鳥歌合j (3紛

色里名所融案内 →「吉原よぷこ鳥U 但64)

〔色茶屋頻早盛岡

→ R京大坂茶屋雀/諸分調方言白 (359) 

いろはしりとりと>- (45) 

いろはしりとりど川、っ (4θ 

色分パ頃国間髪 (358) 

岩瀦府滞野の冬 (17唱。

右海神社と舎人親王 (17ω 

陰名考 (37η 

浮酌頃世色めぐり (47) 

際世絵目制 。ω
浮世強瀕考

→「字水ぷゐこ臨時号/槌T/浮世握難問 。39)
浮世郡々し可制う

うた沢 (291) 

打出史話 (177) 

割叫は集(17)

白岩屠ノート) (417) 

訪鋪百絶 (17紛

飽緩くどき) (37ω 

飽扱くどき) (371) 

越前万歳/くさづくし 。ω
越前まんさい/士指枠 (51) 

越前まんさい/道具づくし (52) 

越前まんざい/道具づくし (53) 

越前まんさい/北国下道中 (54) 

江戸 。ω
江主『絵すがた (55) 



59

[江戸商業用例カー悶 (421) 

江戸'，J坦買の話 (179) 

r工戸時代 (293) 

1工戸時代輔敏→『江戸時間 位田)

紅予じまん/切見世さんげ/¥ (56) 

紅戸中若衆ど〉一書ぬき文句

→「ど凶νオ鞠iJ (114) 

江戸生活暗昭電→「著翠/紅戸生活研到 。23)
虹戸読本(295)

iIJ""の文化と民衆/展覧会解説目録 (425) 

虹戸文化時椀包94)

1工戸文芸/信事島崎様 。25)
虹戸本準値中記 (14ω 
II戸前官出/機度銃 (19θ 

税導書:J (481) 

絵本ど叫V嚇まくり (5η 

[器貌牌物館設立趣意書:J (488) 

延寿経 (378) 

延期帯百(296)

延期帯百/お蔭参りと待人 (396) 

延期帯百/三社と神田療 (395) 

延期帯百/種蒔考(392)

延期帯百/~bJii考証(389)

延期輯/保名温情附f帯硝革(393)

延期輯/吉原雀と健髄獅 (390) 

延期帯百/六新山考 (394) 

艶濫麗置。)

扇屋タ霧二曲 。99)
大江戸之研究延寿滞昔→ I延寿滑話」 包96)

大国隆壬 →唖厳重四位/大国隆iEJ 包42)

大倉鶴彦翁七周忌追善二世荒歌酒屋襲名披露/狂

歌集→瞳歌/制酒ひ州 位曲)

対反工蓑情報 (297) 

大阪風最の彩色 (478) 

大切町並→「万代/大抑TIli (141) 

伏阪醇際斜 (41)

大塩調融政君主 (142) 

大はし (180) 

お蔭参りと待人

→噴境情甑/お蔭参りと待刈 但9θ

岡田為恭→「士盤強復興者/岡田為恭;j (181) 

翁曽我→「街膳手打翁曽和 (!) 

街瞳縮担図→「浅草/相鵬首且図J (13副

於染A松色読販 (32) 

落事告 →「続石有燥/落椿~ (231) 

わっね吉次郎/浮名の千怜む/はやりおんどひやう

ごふし (58) 

おどり寄→「主調11/:おどり寄:J (83) 

小野--字尽 (1ω 

側首歌倒

尾山情死くどきゃんれふし (6ω 

音曲大黒煎餅 (61) 

〔音曲手引闇 →「短華薬事~ (352) 

【か】

会昔附記 (143) 

日曜醐邑/錦のふり袖 (43) 

開国寝騨 → n戯曲開匡取膚] (1田)

開山園町制伝

→「妙心尋網開山/開山国師御臼 (182) 

嗣稲(183)

健J儲鮪→「延薪胃話/吉原雀と偶僅銅'J (39ω 
彊淵集 (184) 

薫りど〉逸 (62)

薫りど〉逸 (63)

花街抄→「拾遺紘酪札々鴎捌)J (350) 

才E会憎哉烏 (353) 

各種専門/玉大老舗案内一名東京御買物命畳案内。17)
花月随筆 (185) 

禾舟漫集 。98)
賀集理平翁事績 (186) 

かた美曽我 (64) 

勝間龍水 (188) 

葛城高貴寺所蔵慈雲尊者遺著/展覧目録 (426) 

花伝書 (189) 

加東郡上東条村草噛住吉神社の百石踊歌 (190) 
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仮名反古 (191) 

歌舞伎→「京阪歌舞伎何匂白 (19泊

歌舞伎隈取概観 (462) 

歌舞伎展覧会出品目録 (427) 

頃幣関係資料] (413) 

貨幣輔毎日 (412) 

上方 (299) 

仮宅劇虫逸 (65) 

河竹榔可弥 (193) 

勘市昇割育死ゃんれぷし (66) 

開今集 (194) 

関西川鵬考論報。。ω
含翠堂考 (195) 

機僕統 → ri:(Fi前岨ノ行機関面白 (196) 

車紬開国穆軍(197)

菊水 (301) 

紀子対謝甘録。55)

義士雑稿十鴛 (198) 

絶卜胸庭焼考 (199) 

奇書珍籍→「典籍叢動 (348) 

稀書複製会々報 (465) 

貴重図書/影本刊行会/主旨規定配本H録

併63)

稀本珍籍展観書目 (428) 

稀本百種 (429) 

けふ (302) 

京大坂茶屋強/糖分調方言E (359) 

狂歌/あふひ州 (2ω) 

阻歌師色紛 (J6) 

狂言不審断 。01)
郷土耳移ル演技化 。31)
郷士先覚神田松雲翁 (202) 

京羽三重娘気質→「かた美曽劃 (64) 

曲亭馬琴年譜 (203) 

虚子矢集→「稿本/虚子句集J (214) 

清元 (303) 

清元梅の春寿古六 (67) 

[滑元延寿主訣措用証刃 (68) 

清元研究 (304) 

清元直伝本 (69) 

清元観坦→ r.説副何回)

あ鵡年表。04)

清元流報 (305) 

桐の島台 (33) 

切見世さんげ/¥

→「恒戸じまん/切見世さんげ/、 臼θ

iill様寧本展観目録供板府立図書館書位三十周年

紀創 (431) 

近世文学 (306) 

近醐現洋表。.05)

近代歌謡考説 。87)

勤王護国烈壬ポ讃渚略伝

→「第一巨摩理事/勤王護国烈士先覚者刷出 血06)

金曜 (307) 

くさづくし →「越前万歳/くさづくし」 臼ω
生繭離(207)

恭仁山荘善本展覧目録 (43ω 

国尽道行新内節 。ω
限川春雄兄弟 。08)
廓の賑ひ →「吉原細見〆耳障の賑ひ'J (3副

側主活l援→「色沿/伺重吉晴 (358) 

けいせいあだもん均しん内ぶし σ1) 

傾扮吋L/¥草(39)

傾城もん治斯内ぷし (72) 

京阪歌舞伎年代記 (192) 

現今の古曲界 。09)
小糸と乗合言!i (397) 

〔合巻表純 (14) 

皇紀二千六百年記念/国史善本展覧会目録

(432) 

新 南 賛 伺 )

柑子矢集 。10)
[高商卒業論文「航路変則 (415) 

上野歌解 (28) 

ノI、P周照究 (211) 

ノj唄さらて活組 (469) 
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IJ'"貝の友 (308) 

巷談大阪商業史 (212) 

古布抗d己氏街碍匝歳/近松門左樟F司浄瑠璃本展観目

録 (433)

栂 T/i浮世誕瀕考

→「宅水ぶんこ臨時号/校訂/浮世誕額考.J (339) 

弘充酪寺買台臼晴目録 (輔自)

神戸史談。09)

神戸史談。1ω
神戸史談会会報 (311) 

神戸謡曲界 (312) 

神戸和歌史 (213) 

稿本/虚子生重量 。l心
和葉山人俳究集 。15)
国語・国文 (313) 

国隙豊潤距査団報告書包16)

国史善本展覧会目録

→「皇，*a二千六百特a~句史善本痕覧会自動 (432) 

小さんとお三 (398) 

街耽儀シ/とりおい→ I御しうぎ/まんざいJ (74) 

御しうぎ/まんざいり4)

街勝手前翁曽我 (1) 

五オ強舗案内-名東京湖買物食jj案内

→ I者串額手門/豆大老舗案内一名東京御買物創直案内」

白17)

後藤基邑自筆本/播楊名所考 (26ω 
言葉入いきお都々- (75) 

今昔 。14)
【さ】

西鶴織留輪講包18)

細則 (伺)

彩査会講演録 。15)
最新側面判員はやり唄 (219) 

最新撮影/民叡山風景 (479) 

再生明日→「発車震火/再生の記J (22ω 

最明寺 (221) 

魁どf逸 (7θ

〔幸尾文庫入品L日劇 (460) 

砕陣・車細切り抜き (48め

佐譲位22)

廓泊ν、、り吉原しんない (77) 

佐議朝関白1θ

さんげ/ヘ育教付くし (78) 

さんげ/¥紅戸稲荷づくし (79) 

さんげ/¥道外もんく (80) 

さんげ/¥船玉:*f!A申 (81) 

さんげ/¥/辻君づくし (82) 

残月集 。23)
三字経国字解 (18) 

三社と神田祭 → r}j民繍穏/三社と神田無 担95)

三十六声麓の塵 →「律呂/三十六声麓の島 但7θ

三越新致 。24)
rl虜精神〆吉原歌仙 (36ω 
三穐戯場/役者一口商 (35) 

シーボルト資料展覧会出品目録 (434) 

地期間(317)

紙衣謄 (379) 

猪の文章 。49)
四十二E物あらそひ→「物あらそひ" (13) 

七十主日 (159) 

士語許申 →「樹首まんさい/七福神'J (51) 

実=教→「短章義理由 (352) 

十才子名月詩集 (19) 

志道栴花鳥歌合 (369) 

志剰II/:おどり喜子 (83) 

信濃 (318) 

信働問臨→ I江戸文芸/信動1帯蜘包25)

芝居絵本蒐蔵之記 (226) 

〔自筆草稿 (388) 

〔自筆草稿 (400) 

〔自筆草稿 (401) 

〔自筆草稿 (402) 

〔自筆ノート〕 (403) 

〔自筆ノート〕 (404) 

〔自筆ノート (405)

〔自筆ノート〕 併oθ
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[自筆ノート (407)

[自筆ノート (408)

[自筆ノート (409)

嶋田見山 (J.27) 

島騨船草 (483)

嶋原太夫/道中街舶 (484) 

島馬守神jやりくり草 (361) 

〔写真(清元関係)J (467) 

〔写真(和古書)J (482) 

三院議嘩 (319) 

三味線組唄 (J.28) 

酒落本大系内容見本 (464) 

爪睦とパリ (J.29) 

拾遺杭草札々E街抄 (350) 

秋色と秋色桜 (J.3ω 
1陣在記携/割~部監志 (187) 

輔百念醐目録 (435)

〔松寿軒一枚書き (490)

績石全集/蒋帯 。31)
正倉院展目録 (436) 

昭和二十五年皮寅年に因む「虎寅」に関する座談

会資料 (491) 

者懐→噌構鰻語J (381) 

萄山人申買対麗 (15η 

脅套人名録 (144) 

脅国風俗間民/淡路国答書 (169) 

船越(153)

書物往来 。2ω
書物展望 。21)
女郎買どうらくさんげ/ヘ (84) 

誇分調方記 → I京大坂茶屋各令紛調方言白 (359) 

華清頭/浜荻譜 (125) 

新1曲糸崎行 (85)

新曲/青海波 (105) 

神宮文面占革 (485) 

新古糊臨 (86)

仁斎日言胡，(J.32) 

しんさくこくわしトザっとせぶし (87) 

しんぢうくどき →「車甑ごんど'J !9酎

仁寿山校文献 (411) 

壬申掌記 (380) 

新撰賦金城 (88)

新内あたもんく (89) 

しん内恋衣どれη ぶし (9ω 
新内itvJ-:車(91)

しん内心の竹 (92) 

新内道 (322) 

しんないとらのまき物 (93) 

新内ぬき書/再被あだもλ/句 (94) 

新内閏睦言 (95) 

新内宮鮮曜 (J.33) 

しんぱん青物八百屋さんによ/¥ (96) 

車細工戸じまんこ与ろいきど川、っ

→ r!::-.. 1.-'""=櫛iJ (114) 

車悔り主主ゑぷL (97) 

新はん心いき続と〉いつ→「ど〉いつ節J (11拍

車淑ごんど (98) 

しんぱん当百山さんげ/¥ (99) 

新板とり可ぷし (10ω

新板/都々ー坊扇歌/心いきどfーぶし

→ r!::-.. v '-":櫛iJ (114) 

車瓶二合半領おみよ宇太鹿島心中はなし (101) 

車微風俗/四季者替→「かた美曽劃 (刷)

しんば川倒静脈おくかじ沖くどき (102) 

車協V八百屋お七しんないぶし (130) 

新吉原おいらんくがいさんげ/¥ (103) 

新宣原常々草 (354) 

酪苛漫語 。81)
茸星/江戸生活研究 (323) 

粋の手ならい →「当世すゐの手習J (由

臨/仰ぐ冊、 (163) 

来揃E→「車楓/来栴吃J (25司

須須美草 (145) 

すみ.fdll (104) 

住吉大担鍋田植 (J.34) 

青梅波→「新曲/青海蛇 (10:司



63

星巌先生遺稿 。0)
正気歌 (21) 

聖地淡路 (235) 

青楼年歴考→鴫冊漫語J (381) 

征露軍歌 (23θ 

庇掃街路/遊君伝 (カ

世子六十以後申楽談儀 (237) 

全国/遊郭案内包38)

仙術日待種 (14θ 

)1"抑工の島土産包39)

) 1階附移V三味線草→「三味線草:J (319) 

川柳しなの (324) 

川棚穂麦の花 (24ω 
) 1階時桜渇il (241) 

相川大仏耕土/両帥街宣/さんげ/¥ (106) 

贈従岡弘/大国隆lE (242) 

贈正五イ曲東鎮左衛門略伝凶)

贈正五イ践例司胤真人物 。43)
増協令植のしほり (250) 

袖之詠→曙嵐国政/袖之動 (4副

【た】

第一臣顕彰/勤主護国烈士坑蛍渚略伝 (206) 

臥議屋関係文書:J (385) 

大:lW~展覧会出品目録 (437) 

太平唱和 (22) 

高尾考 (391) 

高尾さんげの段 (107) 

種蒔考→「車民鋪話/種蒔考」 白92l

短華薬葉 (352) 

測王費量僻数 (147) 

測童画己(245)

淡島遊記 (24θ 

竹外亭百絶 (23) 

竹外三十八宇帯 。4)
竹冷却邑/古書籍対L目録制9)

白との恩J (25) 

ち与ぶ大宮在弘治村三人しん中 (108) 

千葉県史跡調査 (325) 

中央史壇→「典籍叢航 。48)
巨註記 (154) 

際書(326)

螺書会寄せ書き (477)

通客ー盃記言 。)
妻木(247)

鶴 新 内 二 日 ふ し (109)

〔事帳申書草H二十二年厨] (419) 

典籍→「典籍叢動白48)

典籍叢綴 (348) 

天保十五甲辰暦 (148) 

天理図書飽/稀書目録 (44ω 

想図書錦稀書目録 (441)

当市暁園氏旧蔵古書目録 (461) 

島雲漁唱 。56)
島雲漁娼胡緑→「島雲漁娼J (35θ 

東海道/五十三つぎ/さんげ/¥ (11ω 

東海道さんげ与五十三徒ぎ

→ I東海道/王十三つぎ/さんげ'/'-J (110) 

童課百絶 。ω
道具づくし→「蹴司まんざい/道具づくしJ (52) 

道具づくし→「越前まんざい/道具づくしJ (53) 

道芦櫛用/IJ場[愚劇宇重→ I小野--字尽J (10) 

同好 (327) 

当座用事控→「万勘君臨む (383) 

当世すゐの手習 。)
当地某先生/御遺愛古典籍陳列即売会目録

(450) 

道中繍喋内 →「向島原木先々 萱中御案内」 附)

道中双六 (372) 

東溜桟嘩絵図→ I浅草/櫛輪組図J (136) 

洞房古鑑 (382) 

獅今(249)

読書展望 (328) 

読書と文献 (329) 

床うたしんないふし (111) 

士世議迫観者/岡田為恭 (181) 

朝1々一つゑ (112) 
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朝1々しνコ桔筏 (113) 

ど与しν諸~ (114) 

東部一節文全集 (115) 

ど凶可よしこのぶし→「ど川、強1iJ (114) 

富岡文庫偶蔵書/第二回/入組路目録 (453) 

富岡文庫街鳳告書入札目録 (451) 

富岡文庫傭書対L路目録 (452)

富岡文庫善本展覧会目録 (438) 

どらむすこ身のうへさんげ/¥ (11θ 

とりおい→嚇しうぎ/まんざい'J (74) 

【な】

中座 (33ω 

刷山湖説話玖，r;村心中 (117) 

灘間白→「郷土暗骨骨量丈イ白 白31)

浪速のしほり →『増補/浪速のしほりJ (250) 

楢菊也枝折 (251) 

南駅務担来 (4)

南木文廟叢書目録 (442) 

楠公百人一首位52)

男女こ〉ろいき辻うらど5逸 (118) 

二上リ新内 (119) 

二上リ新内うさはらし (12ω 
二上リ新内手くだのいとすじ (121) 

二上リ新内梧つくし文句 (122) 

者売株永代日記 (384) 

荷 揚神間瀬→ I繭株永代田町四)

錦のふり袖→ I跨割麟与/錦のふり袖 (43) 

西国宗主郎 (253) 

二也烏亭荒馬十三回忌追善集→ I一日千里訂 (1) 

二世議太対防措磨1>接(254)

日用留 →「万勘泡院 (83) 

〔日記何軍叶八年・十九年:)J (418) 

日本及日本人 (332) 

日本司櫨史 (255) 

日本歌謡鳥式/付録 (46θ 

日本己主化 (333) 

[忍康輔脂輔 (422)

E百J頁寺務執筆新聞言E事切り抜き (475)

民日頁寺務蔵書目 (472)

医碩寺務蔵書目 (473)

医E買寺務略年譜'J (474) 

偲激和尚関係資料目劇 (414) 

忍激と人行状記

→「齢構識/附認激上人行脚白 白7哨

寝惚先生批骨泡月詩集→「十才子名月詩書匂 (19) 

野々 口隆正翁詠喜子 。7)
【lま】

由晴史の研究 @紛

俳三味→「舞踊の欄向 臼71)

誹風〆高精f1E (257) 

はうたータ話 (123) 

崎長何事Z樹体ゆ図(149)

噂末文書J (155) 

白時姉眼目。58)

芭蕉庵再興記 (158) 

樹砂(5)

花いかだどどし門 (124) 

民十三関併演料(135)

浜狽普→「車南頭/浜荻譜'J (125) 

はやりおんどひゃうごふし

→「おっね吉次郎/津名の件数ゾはやりおんどひやうご

ふしJ (58) 

はやり音頭兵庫ぷし (373) 

春雨物語 。59)
番組 (468) 

万国渡海年代記 (11) 

捧川音頭本場東西大番付 (47ω 

捧川音頭本場規謹監会

→ I据朝刊音頭本場東商夫番付J (47ω 

万世r街凍京縦割 (15ω 

万代/大田雄 (141)

播楊名所戸号→「後藤基H邑自筆本/播楊名所考J (26ω 

万里砂→「紙剤書J 07同

上t叡山風最→「最新撮影/比叡咽動 (479) 

新刊鵬歌(261)

日高川入相:tS'..t包行恩ひのふfき (12θ 
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秘伝書 (362) 

一日新内吉原もM司 (12カ

ピプリア (334) 

ひむろ (335) 

百人一首手口歌始神主→「捌砂」 ω 
医事くどき (374)

兵庫県石海村史 (262) 

兵庫県下食用鮮魚介類阿朝一便覧 包63)

兵庫県下の古文庫印 (264) 

兵庫史談 。3θ
兵庫史談/和田岬誌 (337) 

兵庫先賢遺珠包65)

兵庫の汽笛

→「明治大正文芸書目/兵庫の汽笛J (456) 

兵庫文声叢林包66)

兵庫雷考 (267) 

評申}やりくり草 →「島原/評判やりくり草:J (361) 

評申〆吉原七福神 (363) 

平出府叢書目録 (443) 

広重筆東海道五十三次位:48)

布教語月刊/一如 (338) 

福原醐給革誌包68)

学水ぷんこ臨時号/校訂/浮世誕諜拷 (339) 

物爆繍呼 (26め

舞踊の流派 (471) 

古本屋 (340) 

文通総淋 (341) 

米価の変遷 (27ω 
米価の変遷続編。71)

癖三酔句集 (27'tJ

へちま倶楽部日誌抜奉 (492) 

へちまと十年 (273) 

安隙紛友 (342) 

世議様購/附忍激上人行問己 (274) 

北斎改名考 (275) 

~I洲考証→国民持鞍lV~t洲考紅 白粉

北国下道中 →「量踊官まんさい/北国下道中J (54) 

堀洞窟銭盲首 (15) 

本朝色鑑 (351) 

本朝鼻くらべ→「煮売株主代日吉町 (384) 

【ま】

雑豆鼻糞軍談 (12) 

松しま八けい→「日副I1入柑E己 (126) 

松の落葉 。7θ
松津塞堂先生年譜 (277) 

まんあ、 →「御しうぎ/まんさ川 (74) 

寓葉集鏑叢輯 (判4)

万葉集上野国蹴地位78)

万葉集中上野国歌→「上野歌解」 白副

〔みくじ号|キIJ (156) 

オ俗文麿叢書売立目録 (454) 

葵亥髭v再生の記 (22ω 

水の富貴寄→「者亮株永代田町 白制)

道のしをり (281) 

三つのさカν、(128) 

三津の浜 (129) 

調 11 (343) 

〔朝繍りくどき(375)

都の花くらへ (282) 

妙，的制御関山/開山国間獅伝 (182) 

民俗諦青 (344)

民事菊問 。45)
昔の夢 (6) 

明海概輔書展観解説 (439)

明治神宮臨日 (486) 

明治大E昭和〆三代文豪自筆原稿及書簡/出品即

売/目録 (455) 

明治大E新体詩稀本番附 (279) 

明治大正文芸書目/兵庫の汽笛 (456) 

名所旧崩岩屋誌 (151) 

鳴雪生保 (28ω 
名牧粁見自由じさい (16ω 
〔メモ (42ω

物あらかひ→「物あらそひ'J (13) 

物あらそひ (13) 

杜と凪 (34θ 
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【や】

八百屋お七しんないぶし

→「華梅v.八百屋お七しんないぶし.J (130) 

役者初白粉 (34) 

役者一口商→「三都戯場/役者一口商J (35) 

役者名物合(36)

役者嫡詞(37)

保名狂w号

→明民精髄/保名田1渇附清元沿革」 白93)

大棺騨天諌組総謝品釜堂先生年譜

→市沖窪堂先企年譜'J (J.77) 

遊事院納→「蛍豆ぺ糊深内U (J.3酌

遊戯三昧 (357) 

タ霧僅 (480) 

遊君伝→晦漏街路/遊Z号制 (司

有不為斎文宜伸叢書入札目録 (457) 

夢路のこゑ/あだなーふし

→「車市V八百屋お七Lんなb活し.J (130) 

擁書楼千葉氏/珍蔵古書入札目録 (458) 

用例カード→ I江戸語薬開制カー町 (421) 

横井也宥肖像考 (283) 

横浜竹枝 (152) 

根締竹揖司→ I横浜竹杭 (152) 

浮適温歌/袖之詠 (48) 

吉原あくた)11名寄→「秘伝書J (36:昌

吉原一言艶談 。65)
吉原歌i山 →「山茶枠w吉原捌凶J (36ω 
時細見/IJIiの娠ひ (38)

吉原三茶三帽で対 (366) 

EE煤士指詩中 →情伸rV吉原七悟神'J (36:由

吉原酒てんとうし (367) 

吉原雀→「車民精寵/吉原雀と健働部iJ (390) 

吉原どれ可→「ど~v""=櫛iJ (11噌

吉原本 (284) 

吉原大豆俵評判 。68)
[吉原よぷ乙鳥;) (364) 

万勘泡帳 (383) 

【ら】

格東獅浴法側諸誌附忍激上人行指日

→「桂諜帯鵠/附忍激上人行状記 包74)

格東芭蕉庵再賄己→「芭蕉庵再帰白 (15副

蘭惹弁妄 (285) 

六樹園狂歌集 。87)
立鰍街 (416)

リットン報告書全文/解説並に関係条約文その他

付録 。ω
律呂/三十六声麓の塵 (37θ 

流行'，j坦賄I(131) 

櫛 T千里の声 (132) 

[両割I世弾道ト問 。sθ
両酔槌神おろしさんげ/¥(133)

割煎部歯車→昭事~;事b曾↓初詣麗志iJ (187) 

練石金導 (29) 

楼曲/実=教→「短華藁耳目 。52)
六月十四日住吉対国卸田植神事

→ I担諸大祉細田植 白34)

六十剣判豊年さんげ/¥ (134) 

六歌仙考→嘘醐帯邑/六割山考'J (3同)

【わ】

若樹寛章入車路目録 (459) 

和田岬誌→「兵庫史談/和田岬誌iJ (337) 

綿屋描酔樟目 (445)

軍日本 (347) 

幕開眼余 。ω
別加 材陣 * 

K別 YO →「銀事む (307) 

s.品皿a Ausadha1aya (百e most 田liable

Ayurvedic Pharmacy) for Hea1th and 

Happiness (161) 

τ'he回 ofhea1ing → 'Sadh回 aA四曲alaya(The 

血凹t時h曲11eAyurvedic phar盟問)晶r:H闇 l也皿d

Happiness" (161) 
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附・小里子文庫422[忍頂寺務宛書簡〕差出人別リスト

本リストは、小野文庫 422[忍頂寺務宛書簡〕計 1，366点のうち、差出人記名なしおよび差出

人名未判読の書簡計 19点を除いた 1，347点について、その内訳を差出人ごとに示したものであ

る。小野文庫に蔵される忍頂寺務宛書簡の概要および収蔵の経緯、整理・調査作業の経過等につ

いては、内田宗一(2007)r小野文庫蔵忍頂寺務宛て書簡について 調査の中間報告と考察ーJ(2∞6 

年度大阪大学大学院文学研究科共同研究(国文学研究資料館研究連携事業)研究成果報告書『忍

頂寺文庫・小野文庫の研究 2~) を参照されたい。なお、小野文庫 422 [忍頂寺務宛書簡〕の資料

点数について、内田 (2007)では受け入れ時のリストにより計 1，388点と示していたが、その後

の調査の結果、本リストで示す通り計 1，366点であることが明らかとなったので、ここに訂した

し、。

凡 例

1.差出人名

*配列は差出人名の五十音順とした。ただし、差出人名の読みについては推定のものも含む。

*差出人名の表記は、当該書簡における表記を基本として、新字体と旧字体とを併用した。

*未判読の箇所は口で示した。

*姓あるいは名のみで立項しているものは、書簡の差出人名としてその部分しか記されていな

いことを示す。

*同一の差出人が、本名のほか号・筆名・芸名など異なる複数の名義で差し出している場合は

1つの項目にまとめた。この場合、項目としては号・筆名を立て、本名はその後ろに() 

に入れて示した。また、複数の号を使用している者については、使用時期の早い号を先に出

し、後に改めた号を()に入れて示した。

*差出人名の項目は、当該書簡における名義によったが、他の項目との関連から注記が必要と

判断した場合は、その差出人に関する情報を()内に r=Jで示した。

(例)岡村清道(=清元栄寿太夫 (5世))ほか

…・・書簡の差出人名は「岡村清道」だが、これは「清元栄寿太夫 (5世)Jと同一人で

ある。

*差出人名については、本名・号・筆名・芸名のいずれとも、小野文庫422[忍頂寺務宛書簡]

の中に確認できるパリェーションの範囲内で示した。

(例)三田村鳶魚(玄龍)

・「三田村鳶魚Jr三田村玄龍」の2通りの名義の書簡あり。

(例)坂東八十助 (3代目) (蓑助 (6代目))

ー「坂東八十助Jr坂東蓑助」の 2通りの名義の書簡あり。

※この人は後の 8代目坂東三津五郎だが、「坂東三津五郎」名義の書簡はない。
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*書居からの書簡で、居主名が併記されているものについては、書居名を主たる項目として立

て、 j古主名はその後ろに()に入れて示した。ただし、庖主名からも当該書簡にたどりつ

けるよう、庖主名も見出しとして示し、書唐名の項目を参照項目として「→」の後ろに示し

た。

*連名で差し出された書簡については、 2名連名のものは両名の氏名を「・ jでつないで示し、 3

名以上のものは筆頭の差出人名のみを示して後ろに「ほかIと記した。

*連名書簡の2番目以降の差出人については、それぞれの差出人の項目において、連名書簡の

項目を参照項目として「→」の後ろに示すことで、各差出人の氏名から当該書簡にたどりつ

けるようにした。ただし、死亡通知の差出人名として親族名・友人名等を列挙している例に

ついては、このような扱いをとらなかった。

2.資料点数

*封書の場合、 1つの封筒内に複数通の書簡を収めたものも認められるが、これらについては

全体で 1点と数えた。

3. その他

*死亡通知については、誰の逝去を知らせているかという情報を、差出人名の後ろに[)に

入れてあわせて示した。また、故人の氏名も項目に立て、死亡通知の差出人名を参照項目と

して「→Iの後ろに示すことで、故人の氏名からも当該書簡にたどりつけるようにした。

(内田宗一)
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差出人 点数 差出人 点数

【あ】 伊藤継郎

青木泰 1 伊藤機堂 2 

青柳秀雄 4 稲垣寛一 2 

秋田佐喜子ほか〔秋田信太郎死亡通知) 1 稲垣仁山

秋田信太郎 →「秋田佐喜子ほか」 井上熊太郎

秋庭太郎 2 井上堅 3 

朝倉亀三 l 井上書庖

浅野誠次 →「吉回書庖(浅野誠次)J 伊原敏郎 9 

渥美清太郎 12 磐瀬三郎 l 

天野謙二郎 2 内田治ほか〔内田良平死亡通知) 1 

天野正一 l 内田誠 2 

天野泰三郎 l 内回良平

荒木 l →「内国治ほか」

荒木伊兵衛書底 l 内回魯庵(貢)

有山麓圃 2 江口良橋 2 

飯島花月(保作) 31 江戸時代文化研究会

飯塚友一郎 10 頴原退蔵 9 

井口政治 6 → I石割松太郎ほか9名」

池上幸二郎 2 大阪亜鉛鉱業株式会社[塩見政次死亡通知) 1 

池田松華(叢雲、立堂) 59 大阪朝日会館

池長孟 l 大阪朝日j新聞社学芸部

伊三次 l 大阪国史会

石井貴一郎 l 太田幸子

石川巌 8 太田保一郎

石塚清 l 太田陸郎 9 

石橋関蔵 l 大竹健二

石橋鍬太郎 l 大谷繍石 (lE信) 12 

石割タキほか[石割松太郎死亡通知) 1 大曲駒村(省三、九樽道人) 13 

石割松太郎 2 大曲駒村遺著顕彰会

→「右割タキほかI 岡信吉

→「鈴木南陵(好太郎)ほか 10，sJ 小笠原久恒 2 

石割松太郎ほか9名 岡松茂

議ケ谷紫江 14 岡村清道(=清元栄寿太夫 (5世))ほか[滑

板龍粛 1 元栄寿太夫 (4世〕死亡通知) 1 

市場 1 →「清元栄寿太夫 (5世〕ほかI

伊藤述史 1 岡本締堂(敬三) 9 

伊藤長蔵 6 尾崎久弥 13 
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尾崎行武 1 

【か】

片口与利 1 

勝本清一郎 1 

嘉納純 2 

河合たね 1 

川口一郎 1 

川嶋禾舟(右次) 67 

河竹繁俊 7 

→「鈴木南陵(好太郎)ほか 104". J 

川辺賢武 3 

関西彩壷会 l 

北田彦三郎 l 

岸本稲巌 →「石割松太郎ほか 9名」

木谷蓬吟 5 

樹下快淳 5 

木村三四吾 l 

清元梅吉 [3世〕 2 

清元栄寿太夫 [4世 2

→ I岡村精道(~清元栄寿太夫 [5 世))ほか」

清元栄寿太夫 [5世]ほか[清元延寿太夫 [5

世]死亡通知)1 

→ I岡村滑道(~滑元栄寿太夫 [5 世))ほか」

清元延斎吉 z 
清元延斎吉追善会 l 

清元延寿太夫 [5世]

→ I清元栄寿太夫 [5世]ほか」

滑元延寿太夫 [5世]・滑元栄寿太夫 [4世)2 

清元佐登美太夫 3 

清元太兵衛

清元千歳太夫

1 

3 

滑元延益きぬ 1 

九樽道人 →「大曲駒村(省三、九樽道人)J 

黒岩経雄 1 

黒木勘蔵

黒崎貞枝(奈良之助)

B 

→「石割松太郎ほか 94".J 

黒崎羊太郎ほか[黒崎貞枝(奈良之助)死亡通

知] 1 

慶吉 2 

小泉迂外 6 

河野孝二郎 →「石割松太郎ほか94".J

弘文荘(反町茂雄) 3 

神戸史談会 9 

神戸文化懇談会

古在由直

古書交換同好会 3 

小寺融吉・清水和歌

古典文庫 2 

後藤捷 2 

小西一四三

駒田彦之丞 6 

→「菅野米二ほか」

【さ】

斎藤昌三 23 

坂井華渓

坂田将治

佐々嘉寿磨(常磐樟式寿) 1 

→「佐々幸男ほか」

佐々幸男ほか[佐々嘉寿磨(常磐津式寿)死亡

通知]

笹本寅

佐谷孫二郎 → I石割松太郎ほか 94".J 

海口泰憲 5 

津田薫 5 

塩見政次 →「大阪亜鉛鉱業株式会社」

鹿回松雲堂(鹿回静七 2

鹿田静七 → I鹿回松霊堂(鹿回静七)J 

柴田音吉商賠

柴田宵曲 →「鈴木南陵(好太郎)ほか 10名I

渋井清

恩文閣(日中新)

島金平

島田勇雄

au
勾，

a
n
υ内，

&

→「黒時羊太郎ほかI 島田滑
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島田小市 3 

島田筑波 →「鈴木南陵(好太郎)ほか 10名」

島田俊枝

島村幹 29

島本得一

清水和歌

下川性造

書史会同人

書物談話会

書物展望杜

新興古書会 →「弘文荘(反町茂雄)J

7 

→「小寺融害・滑水和歌」

菅竹浦(稲吉 27

菅野米二ほか[駒回彦之丞死亡通知) 1 

杉浦正一郎

杉本要 →「石割松太郎ほか9名」

→「杉本梁江堂(杉本要)J 

杉本梁江堂(杉本要)

祐四善雄 3 

鈴木南陵(好太郎)

鈴木南陵(好太郎)ほか 10名 1 

瀬川亀

関根正直

曽我友兄

反町茂雄

【た】

高岸拓川(豊太郎)

高倉観崖

高田蝶衣

高野辰之

高原慶三

高安月郊

高安六郎

瀧宜睦

竹内文平 →「右割松太郎ほか9，sJ 

竹重虚心(隣ー) →「竹重徳芳・トクI

B 

3 

→ I弘文荘(反町茂雄)J

6 

9 

5 

→「右割松太郎ほか9，sJ 

竹重トク →「竹重徳芳・トクI

竹重徳芳・トク[竹重虚心(隣ー)死亡通知)1 

竹柴三朔

竹末乾ー

武田信賢

竹中政一・トシ

竹中恒夫〔山口敬堂(幸三郎)死亡通知) 1 

3 

竹中トシ →「竹中政一・トシ」

多田英光 2 

辰巳屋書届(中村不二尾) 3 

舘岡鶴松

立脇泰山

田中香涯(祐吉 2

田中葉

田中治之助 →「英十三(田中治之助)J 

田中新 →「恩文闇(田中新)J 

谷本富

宝川巳代治 2 

宝樹香文房(宝樹安造 4

宝樹安造

宝村晴朗

塚本楢良

辻本写真工芸社

樟回隆

坪田豊年

鶴岡春三郎

寺津智了(了)

天祥院

典籍学会

天理図書館

東林書房

→「宝樹香文房(宝樹安造)J 

2 

勾

L

'

i

句

4

n

u

'
A

弓，“

3 

常磐樟式涛

富永牧太

→ I佐々嘉寿磨(常磐津式寿)J 

4 

豊仲末迷 l 

鳥居言人 →「鈴木南陵(好太郎)ほか 10，sJ 

【な】

中尾方一

永田秀次郎

中谷保三

中野康章

中村吉蔵

2 

2 

2 

→「石割松太郎ほか9，sJ
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中村桂風 藤井乙男 5 

中村正二郎 →「藤井源ー」

中村不二尾 →「辰巳屋書広(中村不二尾)J 藤井源ー〔藤井乙男死亡通知)1 

中村幸彦 46 富士崎放f工(和一郎) 10 

半井桃水 2 藤揮衛彦

成宮武夫 藤田徳太郎 11 

南木芳太郎 19 藤野辰次郎 3 

西野口口口 2 扶桑書房

西村貫一 13 船越政一郎 8 

西山吟平 3 へちま倶楽部 4 

日本近世文学会 細川賀茂

忍頂寺務 11 【ま】

野崎左文 3 前川清二 →「前川守ーほか」

野田雄宏 B 前川守ーほか〔前川清三死亡通知)1 

野々村蓮舟→「鈴木南陵(好太郎)ほか 10名」 増田五良 9 

野間光辰 7 町田嘉章(博三) 8 

【は】 松井佳一 5 

問民夫 →「鈴木南陵(好太郎)ほか 10名」 松岡口

3 松川弘太郎

服部善四郎 l 松揮重太郎 2 

服部普白 →「鈴木南陵(好太郎)ほか 10名」 丸岡勇二郎

英十三(田中治之助) 28 三上雅清

積回義一郎 9 三河屋旅館 2 

早川石松 三島贋吉

原因棟一郎 7 水谷弓彦 2 

坂東三樟王郎 (7代目]・坂東蓑助 (6代目) 3 溝江高信

坂東八十助 (3代目) (蓑助 (6代目)) 16 三田村鳶魚(玄龍) 150 

→「坂東三津王郎 (7代目]・坂東蓑助 (6代目)J →「鈴木南陵(好太郎)ほか1O，j¥J 

東田清三郎 三田村八重

日田光敏・日田勇作 三村書庖

日田勇作 →「日田光敏・日田勇作」 宮尾しげを 5 

日野粥三郎 2 三宅吉之助 4 

慶田健一郎ほか[鹿田星橋(金松)死亡通知)1 三宅雪嶺

慶田星橋(金松) 15 宮武外骨 2 

→「鹿田健一郎ほかI 宮武省三 3 

康国政之進 富永東山

弘仲定潔 3 三好米吉 2 

福井菊三郎 母袋未知庵(光雄) 44 
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森銑三 9 タ霧会 2 

→「鈴木南陵(好太郎)ほか 10名」 横山岩吉 2 

森井一雄 吉井良尚

森井康雄 3 吉田潔 5 

森田哲郎 吉田書庖(浅野誠次) 4 

森本清 4 吉田鎖次郎

森谷書房 4 【ら】

森谷均 陸軍岨兵部

【や】 【わ】

柳屋支庖 若月保治 12 

やぶ忠 和田辰雄ほか〔和回高吉死亡通知) 1 

山口敬堂(幸三郎) 10 和田高吉 12 

→「竹中恒夫」 →「和田辰雄ほか」

山崎音次 渡辺霞亭 3 

山崎麓 3 綿谷雪

山田清作 3 わたる

山中豊 2 
差出人記名なし 4 

山村太郎 35 
差出人名未判読 15 

山本恵ーほか[山本治郎死亡通知] l 

山本治郎 → I山本恵ほか」 合計 1，366通

湯朝竹山人
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